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序章 都市計画マスタープランの基本的な考え方 
序－１ 都市計画マスタープランとは 

都市計画マスタープランは、1992 年（Ｈ４）６⽉の都市計画法改正により、区市町村ごと
に策定することとなりました。都市計画法第 18 条の２に規定される「市町村の都市計画に関
する基本的な方針」であり、都市づくり・まちづくりに関する将来の構想や展望を明確にし、
都市計画に関する基本的・総合的・⻑期的な方針として、「北区基本構想※」並びに東京都の「都
市づくりグランドデザイン※」、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針※（都市計画区域マ
スタープラン）」などに基づき定めます。 

北区では、2000 年（H12）に「北区都市計画マスタープラン 2000」を、その後、2010 年
（H22）には改定版となる「北区都市計画マスタープラン 2010」を策定し、これに基づいて
都市づくり・まちづくりを進めてきました。 

現⾏計画から約 10 年、策定当初から約 20 年が経過し、この間の社会情勢の変化や東京都
及び北区の上位関連計画の策定・改定に対応するため、全体の⾒直しを⾏い、「北区都市計画マ
スタープラン 2020」を策定します。 

目指すべき将来都市像を設定し、その実現のために必要な用途地域※の指定や都市計画道路、
都市計画公園等の都市施設の整備など、法律に基づく都市計画を定めるほか、区⺠・事業者・
区などの多様な主体によって進めるまちづくりの道標となるものです。 

また、都市計画マスタープランに掲げる都市づくり、まちづくり分野の⻑期ビジョンは、多
様な主体の共通目標となります。共通目標を設定することによって、多様な主体が互いに連携
を育みつつ、個別具体的な都市計画やまちづくりを展開していく中で、都市や地域全体の公共
的視点に⽴った建設的な提案が⽣まれ、望ましいまちづくりが⾏われることが期待できます。 

 
 

序－２ 都市計画マスタープランの役割 
北区の「都市計画マスタープラン」の役割は、次の３点に整理できます。 
 

⻑期ビジョンの共有を可能とします 
概ね 15〜20 年後の将来都市像を定めることで、北区が目指す都市づくり、まちづくりの

⻑期ビジョンを、多様な主体で共有できるようになります。 
  

個別の都市計画や都市づくり・まちづくりのあり方の根拠となります 
将来都市像の実現に向けた、法律に基づく都市計画や実際の都市づくり・まちづくりのよ

りどころが明らかになり、そのあり方の根拠となります。 
また、東京都や近隣⾃治体、事業者などに対し、個別のまちづくりを進める場合の説明や

理解を得るための指針となります。 
 

⾏政と区⺠の協⼒による「協働のまちづくり」のための基本となります 
都市づくり・まちづくりは、区⺠・事業者が主体となる個別更新や開発によって進められ

ることが多く、これらの事業内容が、将来都市像を実現する鍵を握っています。 
「都市計画マスタープラン」は、⾏政が進める施策だけではなく、北区と区⺠の協⼒によ

る「協働のまちづくり」の推進に向けて、その方向性を整理する基本としての役割を担いま
す。 
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序－３ 計画の位置付け 
北区の各種計画の中での「北区都市計画マスタープラン」の位置付けは次に⽰すとおりです。 

 
北区基本構想などの基本理念を受けた計画です 

上位計画である「北区基本構想」・「北区基本計画 2015」・「北区まち・ひと・しごと創⽣
総合戦略※」などや東京都の広域的な各種の計画（「都市づくりグランドデザイン」、「都市計
画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）」など）の基本理念を受
けた、総合的かつ⻑期的な都市づくり・まちづくり分野の基本計画です。 

 
関連計画と整合を図った計画です 

産業振興、防災、環境といった「関連計画」とは同等の関係にあり、整合を図るとともに、
相互に連携し、都市づくり・まちづくりを推進していきます。今後、新たに策定される関連
計画についても、「北区都市計画マスタープラン」との整合を図ります。 

また、2016 年（H28）に策定された「北区シティプロモーション方針※」を踏まえ、北区
のくらしの魅⼒が北区内外に伝わるビジョンを⽰し、その実現に向けて取組むものとします。 

 
個別のまちづくり計画のよりどころとなる計画です 

「北区住宅マスタープラン」「北区景観づくり計画」などについては、都市計画マスタープ
ランに基づく、より詳細・具体的な部門別の計画となります。 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

東京都の上位計画 

都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針
（都市計画区域マスタ
ープラン） 

○都市再開発の方針 
○住宅市街地の開発

整備の方針 
○防災街区整備方針 

北区基本構想、北区基本計画 2015 

北区まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 

各地区の都市づくり 
・十条地区まちづくり基本構想 
・王子駅周辺まちづくりグランドデザイン 
 

北区都市計画マスタープラン 

都市づくりのグランドデザイン 

北区シティプロモーション方針 

個別の都市計画・都市づくり 

都市づくり関連個別マスタープラン 
北区住宅マスタープラン

・北区景観づくり計画 
・北区バリアフリー基本構想  など 

・赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想 

関連計画 
北区産業活性化ビジョン

・北区地域防災計画 
・北区環境基本計画 
・北区緑の基本計画 
・北区観光振興プラン 

※赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会によって策定された構想 

北区の上位計画 
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序－４ 計画改定の趣旨 
現⾏計画である「北区都市計画マスタープラン 2010」の策定から 10 年の間に、少子⾼齢化

の進⾏や東⽇本⼤震災をはじめとした⼤規模災害の発⽣、東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック競技⼤会の開催決定を契機としたユニバーサルデザイン※化の進展など社会情勢は⼤き
く変化しました。 

東京都では、2017 年（H29）9 ⽉、都市づくりのグランドデザインを策定し、新たな東京の
都市の姿とその実現に向けた都市づくりの基本的な考え方をまとめ、東京における北区の位置
付けや役割などが⽰されました。また、北区においては、持続可能な都市づくりを⼀層推進す
るため、2016 年（H28）に「北区⼈口ビジョン※」・「北区まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」・
「北区シティプロモーション方針」などを策定し、2020 年（R2）には、「北区基本計画 2020」
への改定が⾏われます。 

このような状況を捉え、同マスタープランを、社会情勢の変化や東京都及び北区の上位計画
等に対応し、2040 年代の北区の都市像を明らかにするため、「北区都市計画マスタープラン
2020」として改定します。 

 
 
序－５ 計画期間の設定 

計画期間は、2020 年（R2）から、現⾏計画と同様に 15〜20 年後とします。 
 
なお、今後の社会経済情勢などの変化に対応していくため、必要に応じて部分的な⾒直しを

⾏うとともに、10 年程度ごとに全体の⾒直しを⾏っていきます。また、各地区の状況に応じて
地区別のまちづくりビジョンを作成します。 

 
 

 

  

 

2000 年         2010 年          2020 年 
北区都市計画マスタープラン 2000 北区都市計画マスタープラン 2010 北区都市計画マスタープラン 2020 
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序－６ 都市計画マスタープランの構成 
都市計画マスタープランは、北区全体の将来都市像や将来都市構造、地域や地区に共通して

展開する都市づくりの基本方針を⽰す全体構想と、各地域の将来都市像や各地区の特徴を活か
した身近なまちづくりの方針を⽰す地区別構想、構想の実現に向けた方策を⽰す実現化方策か
ら構成します。各項目における主な内容は以下の通りです。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  
 
 

■⼟地利用を誘導する  
⇒第３章 ⼟地利⽤の基本方針 

○将来都市像の実現に向けた、拠点育成及び⼟地利用誘導の基本方針について⽰します。 

■都市づくりを展開する  
⇒第４章 分野別都市づくりの方針 

○将来都市像の実現に向けた５つの分野を設定し、次の目標を掲げて基本的な考え方と施策の方向
性を⽰します。 

・誰もが⾏きたいところに快適に⾏けるまち 
・⼈、まち、⾃然が交わり新たな魅⼒が創出されるまち 
・誰もが安心して住み続けられる多様な豊かさのあるまち 
・環境と共⽣するスマートなまち 
・災害による被害の軽減と復興に向けた備えのあるまち 

■将来都市像を描く  
⇒第 2 章 都市づくりのビジョン 

○未来のくらしを豊かにする将来都市像をくらしのイメージとともに⽰します。 
○将来都市像を実現するための将来都市構造を⽰します。 

■まちづくりを展開する 
⇒第５章 地区別のまちづくり方針 

○駅を中心に東⻄を結ぶ 3 地域の将来都市像
を設定します。 
赤羽地域 王子地域 滝野川地域 

 
○７地区別のまちづくりの将来像、各地区に

おける取組みを⽰します。 
浮間地区 赤羽東地区 赤羽⻄地区 
王子東地区 王子⻄地区 
滝野川東地区 滝野川⻄地区 

■計画を推進する 
⇒第６章 構想の実現に向けた方策 

○多様な主体との協働による都市づくり・ま
ちづくりの推進方策を⽰します。 

■北区の現況を把握する  
⇒第１章 北区を取り巻く状況 

○これまでの都市づくりと多様な都市活動によって育まれてきた北区のまちの魅⼒を整理し、社会
動向や、都・区の上位関連計画における位置付けを踏まえて、都市づくりの課題を⽰します。 

【地区別構想】 

【全体構想】 

【実現化方策】 
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序－７ 都市づくりとまちづくり 
「都市づくり」は、北区全域を「都市」として捉え、「将来都市像」に向けて都市⽣活の質を

⾼めていくため、都市の骨格となる「都市構造」を設定し、「テーマ（分野）」や「方針」を定
めるなど、社会（都市）基盤整備の戦略的な取組を指しています。 

 
⼀方、「まちづくり」は、公園や道路などのハード⾯の充実、福祉やコミュニティといったソ

フト⾯の取組みなど、幅広い分野にわたって使われている⾔葉です。概念的には、区⺠⽣活に
密着した地域において、その地域をより良くしていきたいという考えや⾏動の全体を指してい
ます。 

 
近年の傾向として、エリアマネジメント※やシェアリングエコノミー※など「都市づくり」と

「まちづくり」の中間的な取組みが⼤きく注目されるようになってきました。双方の領域の融
合が進み境界線があいまいになりつつあります。 

 
そのため、北区の都市計画マスタープランでは、「都市づくり」と「まちづくり」を以下の考

え方で整理しました。 
 
【都市づくり】全区的な社会（都市）基盤整備の戦略的な取組み 
【まちづくり】多様な主体が進める地区レベルの取組み 
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第１章 北区を取り巻く状況 
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第１章 北区を取り巻く状況 
１－１ 北区の現況 
（１）北区のまちの魅⼒要素 

北区には、住めば笑顔になる「くらしやすさ」がたくさんあります。下町⾵情を感じる商店
街、由緒ある桜の名所、子どもたちが元気に遊べる公園、荒川をはじめとする４つの河川の水
辺など、様々なやすらぎの空間があります。 

そして、区内には JR の駅が 11 駅あり、都内で最も JR 駅数の多いまちです。さらに東京メ
トロの駅が 5 駅、東京さくらトラム（都電荒川線）※の停留所が 6 箇所あり、都内主要エリア
へのアクセス性の⾼さも魅⼒です。 

 
 

  

主要都市や空港へのアクセス 
・複数の鉄道路線を利用できるとともに、

主要ターミナル駅などへの交通利便性が
⾼くなっています。 

・首都⾼速環状線の出入り口に近接してお
り、関⻄方⾯や東北方⾯、空港などへの
アクセス性が⾼くなっています。 

職と生活 

地域のきずなづくり 
・地域円卓会議※など

地域での連携を深
める場作りが進ん
でいます。 

共助による防災 
・⾃主防災組織率

が⾼く、地域で
助け合う防災体
制が構築されて
います。 

最寄り駅までのアクセス 
・区内全域の 50%以上が駅から 500m の

範囲でカバーされていて、最寄り駅まで
のアクセス性が⾼くなっています。 

駅を中心に集積する商業施設 
・駅周辺に⼤規模商業施設や商店街

などが集積しています。 

地域に密着した身近な商店街 
・区全域に多くの商店街があり、⽣活に身

近な場所で買回り品の購入ができるな
ど区⺠の⽣活を⽀えています。 

多様な産業の事業所 
・多様な産業の事業所が集積しており、１事業所あたり

付加価値額※、１従業員あたり付加価値額※が 23 区
内で最も⾼くなっています。 

 
 

●区内外への移動が
便利なくらし 

●身近な場所で買い物
ができるくらし 

●拠点となる駅を中心
としたくらし 

 

河川沿いの事業所 
・古くから河川沿いに事業所

があり、職住近接のくらし
ができる環境があります。 

●地場の産業の 
あるくらし 

駅を中心に集積する⾏政・業務機能 
・王子駅に⾏政・業務機能が、赤羽駅や

田端駅に業務機能が集積しています。 
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充実した子育て⽀援や教育への積極的な取組みなど、「住めば、北区東京。」と思

わず⾔いたくなる、利便性を活かした「活動的なくらし」と、⾃然地形に恵まれた
「うるおいとやすらぎのあるくらし」のバランスの良さが北区の⼤きなまちの魅⼒
となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受け継がれてきた地域の風習 
・「王子神社の田楽舞」や「白酒祭」、「稲付の餅

搗唄※」、「王子狐の⾏列※」など、北区特有の
伝統⾏事が残っています。 

 

トップアスリートが身近にいる環境 
・味の素ナショナルトレーニングセンタ

ーや国⽴スポーツ科学センター、ナシ
ョナルトレーニングセンター拡充棟が
あり、ハイパフォーマンススポーツセ
ンターとしてパラスポーツを含めた
様々なトップアスリートが身近にい
る、子どもがスポーツに関心を持ちや
すい環境が整っています。 

親しめる水辺空間 
・名主の滝公園や浮間公

園、音無親水公園など、
地形を活かした親水空
間のある公園が整備さ
れています。 

うるおい 
やすらぎ 

人と人の 
つながり 

古くから親しまれた⾏楽地 
・⾶⿃⼭の花⾒、浮間ヶ原の桜草、⾦

剛寺や⽯神井川の紅葉など、江⼾時
代から⾏楽地として親しまれてき
た環境が継承されています。 

誰もが楽しめるスポーツ環境の充実 
・荒川河川敷、赤羽スポーツの森公園、浮間子

どもスポーツ広場、滝野川体育館、赤羽体育
館など、身近にスポ 
ーツができる環境に 
恵まれています。 

地域と商店街の連携 
・地域と商店街が連携したイベ

ントや祭りが開催されるな
ど⼈と⼈とのつながりを⼤
切にしています。 

地域で子育てする環境 
・コミュニティで子育てする環境

があり、近年出⽣数が増加して
います。また、放課後子ども総合
プランなどの推進により、安心
できる子どもの居場所づくりを
進めています。 

地域で育まれた各時代の文化 
・多くの文豪が住み「文士村」と呼ばれた田端や、

23 区内に２箇所しかない⼤衆演芸場である篠
原演芸場など、地域に根付いた文化を⼤切に
しています。 

自然豊かな地形 
・区内を流れる４つの河川、中央を縦貫する

武蔵野台地の崖線など、水辺や緑地とい
った⾃然環境に恵まれています。 

●地域の歴史文化が
根付いたくらし 

●スポーツが身近
にあるくらし 

●安心して子育てで
きるくらし 

●人と人がつながる 
地域のくらし 

●水辺やみどり環境に恵ま
れたうるおいのあるくらし 
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北区の位置（北区勢要覧抜粋） 

（２）北区の地形と歴史 

１）地形となりたち 
北区は、東京都の北東部、23 区の北部に位置し、北は埼⽟県川口市と⼾田市、東は荒川区

と⾜⽴区、⻄は板橋区、南は文京区と豊島区に接しています。 
東⻄に約 2.9km、南北に約 9.3km と南北に細⻑い形状であり、⾯積は 20.61km２、東京

23 区内で 11 番目の⼤きさです。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
武蔵野台地の東端部に連なる崖線を境に、⼤きく⻄側の台地部と東側の低地部に分けられ、

次のような特徴があります。 
 

■台地部 
標⾼ 20〜30ｍの起伏の少ない平坦地で関東ローム層と呼ばれる⽕⼭灰⼟で覆われてお

り、その間に⽯神井川などの中⼩河川が浸⾷した標⾼ 10〜20ｍの⾕地形が入り込んでい
ます。 

台地上には旧⽯器時代をはじめ、縄文時代以降の集落跡や墳墓が多くみられ、古くから
⼈の営みが⾏われていました。奈良・平安時代には郡衙が置かれ、⾏政や交流の拠点であ
ったことも判明しています。戦国時代には、崖の地形を活かした城館も築かれていました。
江⼾時代になると畑地が広がり、江⼾市中への野菜供給地となりましたが、明治時代中期
以降、軍施設の進出が進み、住宅も増えました。戦後、軍用地は解放され、跡地は⼤規模
団地や公園、学校などの公共施設へと変わり、住宅を主体とした市街地が形成されました。 

■低地部 
標⾼ 10m 未満の荒川の沖積低地であり、軟弱な地盤が広がっています。昭和初期に荒

川の流路直線化や荒川放水路（現在の荒川）が開通するまでは、現在の隅田川や新河岸川
が度々氾濫していました。 

縄文時代には、現在の上中⾥付近まで東京湾が入り込んでおり、⾙の加⼯が⼤規模に⾏
われていた跡である中⾥⾙塚が形成されました。農村地帯でしたが、明治から昭和時代に
入り、⼯場が次々と進出し、住宅も増え、住⼯混在の市街地が形成されました。 

 
 

北区の地形など 
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戦前の軍事施設 
（昭和 10 年 12 ⽉時点） 

十条駐屯地 

十条駐屯地 

古今東⻄名所 ⾶⿃⼭公園地王子製紙会社 
（三代歌川広重）明治（1883） 

２）近世以降の歴史 
江⼾時代以降は、岩槻街道や中⼭道などの街道の発達とともに、まちが形成されてきまし

た。豊かな歴史と文化遺産を持ち、崖線に沿って敷設された鉄道、⽯神井川や荒川の水運を
利用して近代産業も発展してきました。戦前には軍関係施設の⽴地や、⼤正期の関東⼤震災
による被災者の移住が急速な市街化をもたらしました。戦時中は空襲などによる⼤きな被害
を受けました。戦後には戦災復興⼟地区画整理事業などによる復興が進み、今⽇の市街地を
形成しています。こうした都市の形成過程が現在の北区のまちに⼤きく影響しています。 

 
① 江⼾時代 

畑や水田が広がる農村地帯に、徳川家が⽇光へ社参する⽇光御成道
が整備されたことにより、岩淵宿が宿場として栄え、上中⾥村や⻄ケ
原村に⼤名や旗本の抱屋敷が建てられました。また、徳川吉宗によっ
て、⾶⿃⼭に桜が植栽され、⾶⿃⼭の花⾒、滝野川の紅葉などが江⼾
からの⾏楽客でにぎわいました。 
 
 

② 明治時代〜⼤正時代 
⿅島紡績所、抄紙会社などの⽯神井川下流への建設以後、王子

周辺の⼯場集積が進み、近代産業の礎となりました。また、赤羽に
は、被服廠（ひふくしょう）※、十条には第⼀陸軍造兵廠ができ、その後
他の地域にも多くの軍関係施設が⽴地しました。 

1883 年に⾼崎線・宇都宮線にあたる鉄道が、1909 年に埼京線
にあたる鉄道が開通し、王子駅や赤羽駅が開設されました。 

また、東京美術学校の学⽣が下宿先の田端に卒業後も住むよう
になり、芥川⿓之介、室⽣犀星などの文豪が住み始めると、文士や
芸術家が集まり住むまちとなりました。 

   
③ ⼤正時代〜戦後 

関東⼤震災後⼈口が急増し、同潤会※による住宅建設
も⾏われました。 

昭和初期には、荒川放水路が完成し、沿川部への⼯場
⽴地が進みましたが、1945 年４⽉の城北⼤空襲など、
戦災による被害が⼤きく、住⺠の疎開により、著しく⼈
口減少が進みました。 

戦後は、駅周辺での区画整理などにより、商業地の復
興が進みました。また、被服廠跡地に UR 赤羽台団地、
赤羽⽕薬庫跡地に都営桐ケ丘団地が建設されるなど旧
軍施設の利活用が進む⼀方で、⾯的な整備が遅れた⼀部
地域では⽊造住宅密集地域※が残存しました。 

   
④ 戦後〜現在 

⾼度経済成⻑とともに働き⼿が流入したことから、買回り店などが多く⽴地する商店街が形成
され、⼯場の移転跡地には⼤規模団地の建設が⾏われました。1985 年に埼京線が⼤宮まで開通、
1991 年に地下鉄南北線（赤羽岩淵駅〜駒込駅）が開通するなど、広域交通網の発達により交通利
便性がさらに向上しました。 

この頃から、音無親水公園や浮間ヶ原桜草圃場、清水坂公園など地域の特色を活かした公園
が開園しました。近年は⼯場跡地への⼤規模マンション建設が多く⾒受けられ、住宅を中心と
した⼟地利用への転換が進んでいます。 

 

⾶⿃⼭北の眺望（歌川広重画） 
安政（1856） 

【出典】北区⾶⿃⼭博物館 
 常設展⽰案内（2011 年） 

     名所物語 浮世絵に⾒る北区の近代（2014 年）
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３）⼟地利⽤の状況 

１）⼟地利用現況 
北区全域の⼟地利用割合をみると、住宅用地が 30％以上を占めており、商業用地は約７％、

⼯業用地は約５％を占めています。また、緑被地や水⾯の割合を⽰すみどり率は約 26％とな
っています。 

2017 年の⼟地利用現況図1によると、北区全域に独⽴住宅（⼾建）が⽴地していることが
わかります。また、浮間地区の⼯場や赤羽⻄地区の⼤規模団地など、⼤規模な⼟地利用が点
在していることが特徴です。荒川河川敷や⾶⿃⼭、赤羽⾃然観察公園などの⼤規模な公園緑
地も⾒られます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）近年の⼟地利用の変化 
2012 年から 2017 年にかけての⼟地利用の変化をみると、北区全域の⼯業用地の⾯積が約

153,060 ㎡（13.3%）減少している⼀方で、住宅用地の⾯積が 167,790 ㎡（約 2.3％）増加
しており、北区の⼟地利用が⼯業用地から主に住宅用地へ転換していることがわかります。 

浮間地区では、北区内 7 地区の中で特に商業用地の⾯積が増加しており、2012 年と 2017
年の北区⼟地利用現況図を⽐較すると、⼯場跡地に商業施設が建設されていることがわかり
ます。 

赤羽⻄地区では、⼤規模団地の更新や東京都⽴産業技術センター移転後の⼟地利用の検討
がされるなど、⼟地利用の更新時期を迎えています。 

王子東地区では、⽇本製紙王子倉庫跡地の⼟地利用転換などにより、⼯業用地が減少しま
した。 

  

                                                   
1 ⼟地利用現況図︓５年ごとに⾏われる⼟地利用現況調査によって作成された基礎的資料です。北区における⼟地及び

建物の現況データを基に集計及び解析を⾏い、現在の市街地状況及び前回からの経年変化を把握す
るとともに、今後の都市計画に関する基礎的な資料に用いられています。 

公共用地 商業用地 住宅用地 工業用地 公園、運動場等 道路 農用地 その他
北区 -24,377 10,932 167,790 -153,060 41,075 3,436 -897 -44,896

浮間地区 2,458 14,510 25,758 -32,682 1,248 -3,084 -771 -7,433
赤羽東地区 7,049 -165 25,237 -23,922 17,001 9,571 0 -34,777
赤羽西地区 -46,429 3,132 -24,695 -9,317 30,100 339 -261 47,132
王子東地区 -7,991 -4,507 34,666 -69,723 -6,026 -3,778 135 57,227
王子西地区 3,795 -1,848 27,056 -1,012 -1,870 -1,228 0 -24,897

滝野川東地区 3,320 5,837 21,021 -11,479 2,184 -934 0 -19,945
滝野川西地区 13,422 -6,026 58,747 -4,925 -1,561 2,550 0 -62,204

2012 年から 2017 年にかけての⼟地利用⾯積の増減（㎡） 

【出典】北区 ⼟地利用現況調査（2012 年、2017 年） 

公共系 
8.6％ 

専用住宅 
18.8％ 

集合住宅 
17.6％ 

農地系 
0.0％  河川・緑地系等系 

 
6.9％ 

交通系 
22.2％ 

⾮宅地系 
43.2％ 

宅地系 
56.8％ 

公園系 
8.3％ 

空地系 
5.8％ 

⼯業系 
4.9％ 

商業系 
7.0％ 

区総⾯積 
20.61 km² 

北区全域の⼟地利用の構成割合 
【出典】北区 ⼟地利用現況調査（2017 年） 

面積 割合
みどり率 525.96ha 25.54%

北区全域のみどり率 

【出典】北区 北区緑の実態調査報告書（2019 年） 
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【出典】北区 ⼟地利用現況調査（2017 年） 

●⼤規模⼯場 

●浮間水再⽣センターと 
上部利用の新河岸東公園 

●⼤規模団地 

●荒川河川敷を活かした公園・運動場 

●隅田川沿いの⼤規模⼯場 

●河川沿いの⼤規模⼯場 

●⼤規模団地 

●赤羽⾃然観察公園 
・赤羽スポーツの森公園 

●味の素ナショナルトレーニング 
センター・国⽴スポーツ科学センター 

●⾃衛隊駐屯地 

●⾶⿃⼭公園 

●操⾞場 

北区⼟地利用現況図（2017 年） 

北区⼟地利用現況図（2012 年） 

【出典】北区 ⼟地利用現況調査（2012 年） 

赤羽東地区 

赤羽⻄地区 

浮間地区 

王子東地区 

王子⻄地区 

滝野川東地区 

滝野川⻄地区 

●⼤規模団地 

●旧古河庭園 
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（４）人口動向 

１）⼈口の推移 
終戦の 1945 年以降、疎開から戻る⼈や戦地からの復員などにより、⼈口が急速に回復

しました。また、⼤規模な都営桐ケ丘団地や UR 赤羽台団地などの建設により、1945 年に
約 14 万⼈だった⼈口が、1967 年に約 45 万⼈となり、ピークを迎えました。それ以降は
減少傾向が続いていましたが、近年ではゆるやかな増加傾向に転じています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）近年の年代別移動⼈口の推移 
1995 年以降、子育て世代及びその子ども世代の転出者数は減少傾向にあり、特に、20

〜29 歳の年代では転入者数の方が転出者数よりも多い傾向にあります。⼀方で、35〜44
歳の移動⼈口は、転出傾向は抑制されつつあるものの、転出者数の方が転入者数よりも多
い状態が続いています。 

 
 

３）外国⼈⼈口の動向 
外国⼈⼈口は増加傾向が続いています。国別の⼈口を⾒ると、中国が最も多く、次いで韓

国・朝鮮が多くなっています。最近ではネパール、ベトナムが増加傾向にあります。 
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0
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中国 韓国・朝鮮 フィリピン ミャンマー バングラデシュ
米国 タイ ネパール ベトナム その他

【出典】北区 ⼈口推計調査報告書※（2018 年） 

138,301

267,209
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418,603

452,064

431,219
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北区の⼈口の推移 

【出典】北区 ⼈口推計調査報告書（2018 年） 
北区の外国⼈⼈口の推移 
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35,531 39,832 42,811 43,214 40,366
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年少人口 生産年齢人口 高齢者人口

年少人口比率 生産年齢人口比率 高齢者人口比率

北区独⾃推計による将来⼈口の推移 
【出典】北区 ⼈口推計調査報告書（2018 年） 

４）将来⼈口の推計 
総⼈口は、2028 年の約 36.2 万⼈をピークに減少に転じると推計されています。 
⼀方で、東京圏への⼀極集中と⺠間集合住宅の堅調な建設を背景に、子育て⽀援施策の充

実などにより年少⼈口は 2033 年まで増加が続くと推計されています。 
また、⾼齢者⼈口は、総⼈口がピークを迎える 2028 年まで減少傾向が続き、以後は増加

すると推計されています。 
 
⼈口を地区別でみると、今後約 10 年は全７地区で増加しますが、約 20 年後には、赤羽⻄

地区、王子⻄地区、王子東地区で減少すると推計されています。 
⾼齢者⼈口⽐率を地区別でみると、今後約 10 年は全７地区で低下しますが、約 20 年後

には、浮間地区、赤羽東地区、王子東地区で上昇すると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
世帯数は、全世帯構成での増加のピークは総⼈口と同様 2028 年となり、以後は、ひとり

親と子世帯、夫婦世帯は増加する⼀方で、夫婦と子世帯は減少に⼤きく転じると推計されて
います。 
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【出典】北区 ⼈口推計調査報告書（2018 年） 
北区独⾃推計による将来世帯数の推移 
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（５）都市づくりの進⾏状況と今後の視点 

１）「北区都市計画マスタープラン 2010」における都市づくりの進⾏状況と課題 
分野別のまちづくりの方針で⽰された施策の取組み状況や関連する統計データなどから、

前計画における８つのまちの将来像の実現に向けた、これまでの都市づくりの進⾏状況と課
題について整理します。 

 
■ 誰もが住みつづけられるまち                            

 
【進⾏状況】ハード・ソフトの複合的な取組みにより、若年層や子育て世代の転出者数が減

少し、転入者数が増加しました。 
【課 題】引き続き区外からの転入を促進するとともに、未だ転出超過傾向にある、30 代

後半〜40 代の転出を抑制する必要があります。 
 

■ コミュニティを活かしたまち                            

 
【進⾏状況】まちづくり協議会や北区政策提案協働事業※及び北区地域づくり応援団事業※、

地域円卓会議など、地域の協働の機会づくりが進みました。 
【課 題】町会・⾃治会への加入率が低下傾向にあり、マンションなどに転入してきた新

住⺠と地域との交流を促進する必要があります。 
 

■ 安全で安心に暮らせるまち                             

 
【進⾏状況】不燃化や耐震化、集中豪⾬対策、共助の促進により、都市の安全性が向上しま

した。また、防犯カメラの設置も進んでいます。 
【課 題】各種事業により、対象地区では耐震化や不燃化が進んでいますが、未だ十分で

なく区内に残る災害危険性の⾼い地域の安全性を⼀層向上させる必要があり
ます。防犯⾯では引き続き不安解消に向けた取組みが求められています。 

 
■ 文化の薫り漂う憩いのまち                             

 
【進⾏状況】北区景観づくり計画の策定、景観⾏政団体への移⾏、景観形成重点地区※の指定

などにより良好なまちなみを維持・促進する取組みを進めました。また、文化
資源を活かした観光まちづくりや魅⼒の発信を進めてきました。 

【課 題】今後は地域資源※の発掘と「まもり、つくり、そだてる」、次世代への継承を進
める必要があります。 

 
■ 人にやさしい福祉のまち                              

 
【進⾏状況】北区バリアフリー基本構想を策定し、⾼齢者や障害者などが⽇常⽣活や社会⽣

活において利用する施設や経路のバリアフリー化※が進みました。 
【課 題】駅構内の複数のバリアフリールート確保によるバリアフリー化の充実、主要な

⽣活関連経路のバリアフリー化に向けた取組みを更に進めていく必要があり
ます。 
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■ 環境を大切にしたまち                               

 
【進⾏状況】公園整備や建築物への緑化が進みました。また、省エネルギー機器の導入助成

など、環境負荷の低い都市の形成が進みました。 
【課 題】引き続き、緑地の保全や公園の整備、⺠有地の緑化を進めるとともに、都市イ

ンフラ※としての水辺やみどりの活用が求められています。 
 

■ 活き活きとした産業のある活気あるまち                       

 
【進⾏状況】創業・企業⽀援や個店の魅⼒づくりなど産業活性化に向けた施策展開により⽣

産性が向上しました。 
【課 題】今後は、住・⼯の共存を図りながら、操業及び研究・開発環境の維持・発展を

促進する必要があります。 
 

■ 交通の充実したまち                                

 
【進⾏状況】都市計画道路の事業化が進み、コミュニティバス（K バス）※の本格運⾏も開始

されました。 
【課 題】現在、14 路線が事業中であり、今後も引き続き道路整備事業を進めるとともに、

地域公共交通の充実に努めていく必要があります。 
 
 
２）これまでの状況を踏まえた都市づくりの視点 

前計画で⽰された８つのまちの将来像の実現に向けて進められてきた、これまでの都市づ
くりの進⾏状況と課題から、今後の取組みの上で⼤切な都市づくりの視点を以下に⽰します。 

 
 

  
着実な事業の実施による安全、便利、快適な都市インフラの構築 

地域のきずなづくりとライフステージに応じた快適な住環境の形成による更なる定住化の促進 

都市インフラとして水辺やみどりが保全・活用される環境負荷の低い都市構造の実現 
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１－２ 都市づくりを取り巻く社会情勢 
（１）近年の社会動向 

持続可能な都市づくりを進めていく上で、前提となる近年の社会動向として、⼈口構成の変
化や環境への配慮、防災の必要性の⾼まり、先端技術の導入、協働のまちづくりについて整理
します。 

 
■ 持続可能な開発目標の達成に向けた取組みの推進                    

 
2015 年に国連において、全会⼀致で採択された「持続可能な開発目標（SDGｓ）※」

に基づき、⽇本では、「持続可能な開発目標の実施指針」が⽰され、まちづくり分野でも、
経済・社会・環境の三側⾯における持続可能な取組みの推進が求められています。 

 
北区では、SDGｓの視点を取り込んだ⾏政計画の改定が進んでおり、今後は具体的な

まちづくりにおいても持続可能性を⾼めていく必要があります。 
 

■ 超高齢化・人口減少時代の到来                           
 
北区⼈口推計調査報告書によると 2028 年をピークに⼈口が減少していくのに対し、

⽼年⼈口⽐率は、2028 年を境に減少傾向から増加傾向に転じると推計されています。 
今後直⾯する、超⾼齢化・⼈口減少時代に対応した、都市構造の変換が求められてお

り、駅などを中心とした集約型の地域構造※の形成に向けた都市づくりが各地で進められ
ています。 

 
近年北区の⼈口は増加しており、その要因として⼯場跡地へのマンション建設などが

挙げられますが、現在、北区の⾼齢者⼈口⽐率は 23 区で最も⾼くなっており、⼤規模団
地の住⺠の⾼齢化などが⾒られます。また、住宅地における身近な買回り品を購入でき
る商店の減少などが進んでおり、⽇常的な買い物が不便な地域も⾒受けられます。⽣活
の中心地に必要な機能を集積するなど、歩いてくらせるまちへの転換とともに、⽣活利
便性の⾼いコンパクトシティの形成を進める必要があります。 

 
■ 環境負荷の低い都市構造への転換                           

 
東⽇本⼤震災の発⽣後、⽇本全体でエネルギー需給への意識が⾼まり、再⽣可能エネ

ルギーや、省エネルギーに関する技術などが発展してきました。 
こうした技術を導入しながら、低炭素社会※の実現に向けて、環境配慮型の都市構造※

への変換が求められています。 
 
北区は、荒川、隅田川、新河岸川、⽯神井川が区内を流れ、崖線が中央を通るなど東京

区部の中ではうるおいのある⾃然環境に恵まれています。貴重な⾃然環境を保全しなが
ら、再⽣可能エネルギーや、省エネルギー技術などを導入していくことで、環境負荷の低
い都市構造への転換を進める必要があります。 
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■ 災害リスク管理と災害対応力の必要性の高まり                    
 
2011 年３⽉の東⽇本⼤震災や 2016 年４⽉の熊本地震、2018 年７⽉の⻄⽇本豪⾬や

2019 年 9 ⽉の台⾵ 15 号、同 10 ⽉の台⾵ 19 号などを契機に、地震だけでなく⾵水害
を含めた災害リスク管理の重要性が⾼まっています。 

首都直下地震や近年多発する集中豪⾬などへの対応など、災害による多様な被害を想
定し、公助だけでなく、⾃助、共助による災害リスクへの管理や災害対応⼒の強化が重要
になっています。 

 
北区においても、都市インフラの整備・更新を計画的に進め、震災、水害、⼟砂災害に

強い市街地の形成を進めるとともに、⾃助、共助による災害リスクへの管理や災害対応
⼒の強化を図り安全性を⾼めていくことが必要です。 

 
■ 先端技術の開発・実用化の進行                            

 
近年、移動や環境・エネルギー分野など、多様な場⾯での ICT（Information and 

Communication Technology）※などの技術をはじめとした先端技術の開発や実用化が進
んでいます。これらの技術を、都市づくりにおいても柔軟に取り入れていくことで、新た
な都市の価値の創出や豊かなくらしの実現につなげていくことが求められてきています。 

 
北区においても、鉄道駅周辺における再開発などを契機としながら、先端技術の都市づ

くりへの導入により、新しい北区の価値を創出していくことが重要です。 
 
■ 区民主体の協働のまちづくり                             

 
⼀定の社会インフラが整備され、都市としての成熟が進んでいます。同時に住⺠のライ

フスタイルや価値観などの多様化が進み、地域の特性を活かしつつ、住⺠の声を反映した
まちづくりが求められており、⾏政主導によるまちづくりから、住⺠が主役となった協働
によるまちづくりが各地で展開されています。 

 
北区においても、「区⺠とともに」を区政推進の基本姿勢とし、協働の精神に基づくまち

づくりを展開しており、様々な分野で区⺠主体のまちづくりを推進していく必要がありま
す。 

 
 

（２）社会動向を踏まえた都市づくりの視点 

近年の社会動向から、今後の都市づくりを展開する上で⼤切な視点を以下に⽰します。 
 
 

  

安心感のある都市のもと多様なライフスタイルを実現するビジョンと戦略 

都市の持続可能性を確保するマネジメント※（都市経営） 

・時代のニーズに対応した、適切な公共施設の維持・更新 
・区⺠や事業者、NPO など多様な⼒や英知を結集した都市づくりの推進 
・将来予想される⼈口減少社会の到来を⾒据えて、直⾯する都市づくりの課題への先

端技術を活用した対応 

・切迫する災害へのリスク管理と、環境問題や少子⾼齢化などに応じた安心感のある
都市への展望 

・⾼質な都市のもと、多様なライフスタイルや新たな活⼒が創造される、将来にわた
って誇りがもてる豊かなくらしへの展望 
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１－３ ⾸都東京における北区の位置付け 
東京都は、「都市づくりのグランドデザイン」を 2017 年（H29）に策定し、新たに「活⼒と

ゆとりのある⾼度成熟都市 〜東京の未来を創ろう〜」を都市づくりの目標として掲げていま
す。 

 
上記計画において⽰されている東京都の新しい都市像を整理するとともに、拠点として位置

付けられている、浮間、赤羽、十条・東十条、王子、板橋、駒込・田端の将来都市像を整理し
ます。 

 
 

（１）東京都の都市づくりの考え方 

「都市づくりのグランドデザイン」において、東京圏における今後の都市構造の考え方と
して、広域レベルと地域の二層の都市構造を⽰しています。同時に、地域の個性やポテンシ
ャルを最⼤限発揮し、競い合いながら新たな価値を創造していくことを重要な視点として⽰
しています。 
 
■広域的なレベルの都市構造 

・概成する環状メガロポリス構造※を更に進化させ、「交流・連携・挑戦の都市構造」の
実現を目指します。 

・交流を⽀えるインフラ※に、⾯的な広がりを持つ“水と緑”を追加して「骨格的な都市基
盤」として位置付けます。 

・東京圏で⾼次な都市機能※が集積する広域交流の要を「広域拠点」と位置付けます。 
・「業務機能を重視した受け皿の育成」の視点から脱却し、都心、副都心などの拠点の位

置付けや考え方を再編します。 
・広域的な観点から、⾼度な都市機能が集積する拠点を「中核的な拠点」として新たに

位置付けます。 
 

■地域的なレベルの都市構造 
・少子⾼齢化などが進む中、身近な地域で誰もが活動しやすく快適に暮らすことのでき

る「集約型の地域構造」への再編を目指します。 
・都市機能の集積状況を踏まえた主要な駅周辺を「地域の拠点」、地域の拠点以外の駅周

辺や商店街、⼤規模団地などを、⼈々の活動や交流の場となる「⽣活の中心地」と位
置付けます。 

 
■「個性」に着目した地域づくりと新たな⼟地利⽤の展開 

・交通結節性の⾼い拠点や際⽴った個性を有する地域で、それぞれの「個性」に着目し
た拠点形成や地域づくりを進めていきます。 

・拠点間をつなぐ都市基盤等を活用し、都市機能の集積、⼈の往来の活発化、水・緑の
ネットワーク形成などに資する「地域軸」の形成を促進していきます。 
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（２）東京都の地域区分の考え方 

東京都では、これまで培ってきた都市機能の集積や地域特性、インフラの整備状況、今後
の社会経済情勢の動向などを⾒据えるとともに、広域的な都市構造の位置付けも踏まえ、都
内を「中枢広域拠点域」、「多摩広域拠点域」、「新都市⽣活創造域」、「⾃然環境共⽣域」の４
つの新しい地域区分に再編しています。 

北区は環状７号線より内側が「中枢広域拠点域」、環状７号線より外側が「新都市⽣活創造
域」に位置付けられています。 

中枢広域拠点域は、⾼密な道路・交通ネットワークを活かした複合機能を有する中核的な
拠点が形成され、グローバルな交流によって新たな価値を⽣み続けるとともに、地域の多様
な個性が発揮され、相互に刺激しあうことで東京の魅⼒を相乗的に向上させていく地域にな
ります。 

新都市⽣活創造域は、駅を中心に機能を集約した拠点が形成されるとともに、緑と水に囲
まれたゆとりある市街地が形成され、子どもたちがのびやかに育つことができる快適な住環
境の再⽣・創出を目指す地域になります。 
 
 

（３）東京都における北区の役割 

東京都は、交通結節性の⾼い拠点や際⽴った個性を有する地域で、それぞれの「個性」に
着目した拠点形成や地域づくりを進めていくとしています。北区では、中枢広域拠点域の中
心部の拠点として、駒込・田端が、北部の拠点として、王子、十条・東十条、板橋が位置付
けられています。また、新都市⽣活創造域の北⻄部・⻄部拠点として、赤羽、浮間が位置付
けられています。 

 
【浮間】 

・新たな都市型産業※の育成、産業と住宅の調和 
【赤羽】 

・商業、教育、文化機能などの集積、⼤規模団地の更新 
【十条・東十条】 

・商店街を中心とした地域の活性化、居住・福祉に必要な⽣活機能の集積 
・道路整備、駅周辺まちづくり、十条駅付近連続⽴体交差化※、⽊造住宅密集地域の解消 

【王子】 
・新庁舎の建設、駅周辺の⼟地の⾼度利用※と機能集積、交通結節機能の強化、水や緑との

調和 
【板橋】 

・駅周辺の⼟地の⾼度利用、都市基盤整備、機能集積、近接駅との回遊性を⽣かしたにぎ
わい創出 

【駒込・田端】 
・商業施設や文化・交流施設などの集積、道路整備や住宅の更新、歴史や文化が感じられ

る拠点の形成 
・旧古河庭園や六義園の保全、教育・交流の場や周辺のまちとの調和 
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【⽊造住宅密集地域】 
・特定整備路線や防災⽣活道路の整備、建物の不燃化・耐震化や共同化、無電柱化などに

よる燃えない、倒れない安全な市街地の形成 
・良好な住環境と地域コミュニティの形成 

【東京さくらトラム（都電荒川線）沿線】 
・地域の⾜としての交通、まちの魅⼒づくりや地域間交流への活用 

【商店街】 
・個性に合わせた地域主体の取組みによる活性化 
・空き店舗、空き家の地域に根差した魅⼒のある空間としての活用 

【⽣産緑地※】 
・宅地化が抑制された、地域のひとびとのゆとりの空間としての保全 
・農産物の供給、良好な景観形成、農作業体験・交流の促進などの様々な機能の発揮 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※集約型の地域構造のイメージ 

【出典】東京都 「都市づくりのグランドデザイン」 

・主要な駅周辺や身近
な中心地に必要な機
能を集積 

・駅や中心地から離れ
た地域では、緑豊か
な良質な環境を形成 
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中心部【D】,北部【G】 

環状 7 号線内側 

東京都における北区の拠点の位置付け（中枢広域拠点域） 

環状 7 号線外側（北⻄部・⻄部）【B】 
環状 7 号線外側 

【出典】東京都 「都市づくりのグランドデザイン」 

東京都における北区の拠点の位置付け（新都市⽣活創造域） 
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１－４ 上位関連計画における施策の方向性 
区の上位計画である「北区基本構想」や「北区基本計画 2015」で⽰された将来像やまちづ

くりの課題、「北区まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」や「北区シティプロモーション方針」に
おける施策の方向性を踏まえて、目指すべき北区の都市づくり・まちづくりの方向性を整理し
ます。 

  

●北区基本構想 将来像と基本的な施策の方向性 （1999 年（H11）6 ⽉策定） 
【将来像】 ともにつくり未来につなぐときめきのまち 

－⼈と水とみどりの美しいふるさと北区 

【基本的な施策の方向性】・健やかに安心してくらせるまちづくり 
・⼀⼈ひとりがいきいきと活動するにぎわいのあるまちづくり 
・安全で快適なうるおいのあるまちづくり 

●北区シティプロモーション方針 
（2016 年（H28）3 ⽉策定） 
【シティプロモーションの推進】 

・「北区＝住みよいまち」のイメージの定
着を目指し、子育てファミリー層や若
年層の定住化につなげる。 

【PR の視点】 
区⺠への PR 
・北区の個性や魅⼒、特色ある事業など

の分かりやすい発信による、誇りや愛
着の醸成 

北区外への PR︓ 
・子育てファミリー層・若年層に向けて

北区に対する知りたい情報、関心を喚
起する情報の発信による、知名度の向
上、定住化の促進 

 

●北区基本計画 2015 （2015 年（H27）3 ⽉策定） 
最重要課題︓地域のきずなづくり 子育てファミリー層・若年層の定住化 
３つの優先課題︓「地震・水害に強い安全・安心なまちづくりに全⼒」で取り組むこと 

       「⻑⽣きするなら北区が⼀番」を実現すること 
       「子育てするなら北区が⼀番」をより確かなものにすること 

●北区まち・ひと・しごと創生総合戦略 
 目指すべき将来の方向と基本方針 
（2017 年（H29）3 ⽉改定） 
【目指すべき将来の方向】 

⽣まれ・育ち・住んで良かったと思える「ふ
るさと北区」を実現し、首都東京の⾃治体と
して「30 万都市・北区」を未来につなぐ 

・「⽣まれる」「つながる・ひろがる」「⽀え
る」きずなづくりを区⺠とともに推進 

・「⽣まれ・育ち・住んで良かったと思え
る」北区の魅⼒や価値を創出・発信 

・「まちの新陳代謝が活発化する」東京の
北の拠点を構築 

・「区⺠との良好なパートナーシップ」の
もと、国・東京都・事業者との適切な連
携・協⼒ 

■目指すべき北区の都市づくり・まちづくりの方向性 
地域のきずなづくりによる区⺠との協働による都市づくりの推進 

「まちの活動が活発化する」東京の北の拠点の構築 

「子育てにやさしいまち・北区」の確⽴による子育てファミリー層、若年層の定住 

誰もが健やかに安心して住み続けられる住環境の形成 

誰もが暮らしやすい安心・安全な都市インフラの構築 

まちの多様な魅⼒や個性などの新たな価値の創出・発信 
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１－５ 都市づくりの課題 
（１）基本的な課題 

北区の現況を把握した上で、区の都市づくりの進⾏状況及び社会動向を踏まえた都市づくり
の視点、都や区の上位関連計画における施策の方向性について整理してきました。それらを総
合的に勘案し、「北区基本構想」で⽰されている北区の将来像を実現するために取組むべき、基
本的な課題を整理します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（２）７つの都市づくりの課題 

「基本的な課題」について、都市づくり・まちづくりの観点から具体化し、都市計画マスタ
ープランにおいて取組むべき「７つの都市づくりの課題」として整理します。 

 
 

 

交通利便性の⾼い鉄道ネットワーク、駅を中心に栄えた商店街など、従来からの北区の
魅⼒を踏まえた上で、鉄道駅を中心とした各拠点の機能分担を⾒直し、各拠点に応じた交
通結節機能の強化や駅周辺の⼟地利用の更新などにより、超⾼齢化・⼈口減少時代に対応
した拠点を形成する必要があります。また、鉄道駅周辺などの⼟地利用の更新の際には、
⺠間による開発の誘導や⼟地の⾼度利用、⾼機能化などを促進することで魅⼒的な拠点を
形成する必要があります。 

 
 

 
近代産業が発展し、事業所あたりの製造品出荷額では 23 区中１位である産業活⼒を維

持させるとともに、くらしを⽀えてきた商店街のにぎわいや町⼯場の活気あるもの作りな
ど地域に根付いた産業を継承していく必要があります。また、⼯場跡地に開発された住宅
と⼯場の共存や身近な商店の保全などを図る必要があります。 

  

駅周辺の魅⼒的な拠点の形成 

区の持つくらしの魅⼒を磨きあげる 

時代のニーズに対応した新たな都市の価値の創出 

・鉄道駅を中心とした利便性・快適性の更なる向上 
・古くから親しまれてきた⾃然環境の保全、新たなみどりの創出、水辺やみどり環境の活用 
・23 区屈指の産業活⼒を維持・発展させるための操業環境と住環境の調和 

・少子⾼齢化などによる⼈口構成の変化に対応したまちづくりの展開による、家族で区内
に定住できる住環境の形成 

・都市づくりへの先端技術※の導入を⾒据えた、社会実験などを受け入れる環境の形成 

持続的な都市の成⻑を⽀える社会基盤の形成 
・時代のニーズに応じた都市インフラの整備・更新、共助による地域の災害リスク管理の

強化 
・⼈と⼈のつながりを活かした協働による都市のマネジメント 

産業と住⺠のくらしの調和 
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少子⾼齢化が進む⼀方で、若い世代の転入者数や出⽣数、外国⼈⼈口の増加が進んでい
ることから、良好な住宅ストック※の活用や子育て⽀援施設、⾼齢者福祉施設の整備など
を進め、⼈口構成の変化に対応しながら、それぞれのライフステージに応じた、誰もが安
心して住み続けられる住環境を形成する必要があります。 
 
 

 
江⼾時代から⼈々に親しまれてきた⾃然環境や、地域で引き継がれてきた⾵習、芸術、

文化など、これまで育まれてきた北区の魅⼒を次世代に継承・発展しながら、区内外に発
信していく必要があります。 

 
 

 
地域の特性を活かしたまちづくりを進めるために、区⺠と区を中心にしながら、近年増

加する区内在住の外国⼈、商店街や⼯場などの事業者、区内に⽴地する⼤学などの多様な
主体と連携しエリアマネジメントをはじめとした協働のまちづくりを展開していく必要
があります。 

 
 

 
不燃化や耐震化などの防災都市づくりを継続して⾏いつつ、⽼朽化した都市インフラを

これからのニーズに合わせて更新していくとともに、⾼低差のある地形による制約を改善
するための道路整備を進めます。 

培われてきた地域コミュニティの結束⼒を活かした災害対応⼒を維持・向上させていき、
同時に⼤規模災害を⾒据えた迅速な復旧・復興を進めるための準備を⾏うなど、防災・減
災・事前復興の総合的な取組みが必要です。 

 
 

 
近年急速に開発・実用化が進む先端技術の都市づくりへの導入に向けて、交通や防災な

どにおける ICT の活用や社会実験を受け入れる環境を整えるとともに、移動や空間のシェ
アリング※を促進し、環境負荷が低く、時代に即した北区発の新しい都市づくりを推進し、
都市のブランドイメージを⾼めていくことが重要です。 

 
 

ライフステージに応じた住環境の形成 

地域の自然・歴史・文化の次世代への継承・魅⼒発信 

地域特性に応じた⼤規模災害への対応 

先端技術の導入の推進 

多様性を活かした地域のまちづくりの展開 
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第２章 都市づくりのビジョン 
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第２章 都市づくりのビジョン 
 

第 1 章で整理した、北区基本構想や北区基本計画 2015 などの上位・関連計画における将来像
と方向性やこれからの都市づくりの課題を踏まえ、北区が目指すべき概ね 20 年後の「未来のく
らしを豊かにする将来都市像」を設定し、その実現した姿を区⺠⽣活の視点から「未来のくらし
のイメージ」として描きます。また、「未来のくらしを豊かにする将来都市像」を⽀える社会基盤
として、目指すべき将来都市構造を設定します。 

 
 

≪都市づくりのビジョン︓全体の構成≫ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

人と人のつながりがあり、利便性とうるおいのあるくらし 

 

 
 
  

「北区＝住みよいまち」のイメージの定着 

ともにつくり未来につなぐときめきのまち 
     －⼈と水とみどりの美しいふるさと北区 

北区のまちの魅⼒要素 

北区基本構想における北区の将来像 

上位・関連計画 

魅⼒要素の 
発信・共有・継承 

時代の変化に対応した安全・快適な社会基盤 

都市の
発展性 

都市の
持続性 

駅を中心とした 

コンパクト 

で活動的なくらし 

誰もが憩える 

うるおいとやすらぎ

のあるくらし 

都市の 
多様性 

多様性を育む 

人と人のきずな

のあるくらし 

北区シティプロモーション方針 

2-1 未来のくらしを豊かにする将来都市像 

2-2 北区全域の未来のくらしのイメージ 

2-3 将来都市構造 

活動的なくらしと 
やすらぎのあるくらしの 

バランスの良さ

人と人のつながり 

うるおい 
やすらぎ 職と生活 
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２－１ 未来のくらしを豊かにする将来都市像 
 
 
 
 
 
「⼈と⼈のつながりがあり、利便性とうるおいのあるくらし」とは、⼈⽣ 100 年時代を⾒据

えて、「時代の変化に対応した安全・快適な社会基盤」のもと、「多様性を育む⼈と⼈のきずな
のあるくらし」に⽀えられ、「駅を中心としたコンパクトで活動的なくらし」と「誰もが憩える
うるおいとやすらぎのあるくらし」が実現している姿です。 

 
⼈と⼈のつながりを⼤切にしながら、まちの魅⼒要素を磨き上げるとともに、７つの都市づ

くりの課題に対応することで、誰もがいきいきとくらせる都市の実現を、多様な主体との協働
により目指します。 

 
 
 
 
 
 

  

７つの都市づくりの課題 

●駅周辺の魅⼒的な拠点の形成 

●産業と住⺠のくらしの調和 

●ライフステージに応じた住環境の形成 

●地域の⾃然・歴史・文化の次世代への継承・魅⼒発信 

●地域特性に応じた⼤規模災害への対応 

●先端技術の導入の推進 

●多様性を活かした地域のまちづくりの展開 

人と人のつながりがあり、利便性とうるおいのあるくらし 
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２－２ 未来のくらしのイメージ 
「未来のくらしを豊かにする将来都市像」の実現した姿を区⺠⽣活の視点から「未来のくら

しのイメージ」として描きます。 
 
北区のまちの魅⼒要素や７つの都市づくりの課題などの視点を総合的に整理し、「将来都市

像」に対応した「未来のくらしのイメージ」を描き、その実現に向けた都市づくり・まちづく
りの展開を⽰します。 

 
駅を中心としたコンパクトで活動的なくらし                      

・駅などを中心に交通結節点※としての機能が向上し、駅周辺のまちづくりにより、商業・業務・
教育・文化機能などが集積した、コンパクトで利便性の⾼いにぎわいのある拠点が形成されて
います。 

・先端技術を活かしたものづくりや商店街など身近な場所での起業・創業などによる職と⽣活の
バランスのよさを活かした新しいライフスタイルが創出されています。 

・鉄道駅を中心としたシームレス※な交通サービスの構築により、⾼低差のある東⻄間の移動が改善
され、区内外への⾼い利便性とおでかけしたくなる楽しみのある快適な移動環境が形成されてい
ます。 

 
誰もが憩えるうるおいとやすらぎのあるくらし                       

・子どもがのびのびと、⾼齢者がいきいきと、誰もがそれぞれのライフステージに応じた、やす
らげる居場所がある環境が形成されています。 

・武蔵野の⾃然や４つの河川に恵まれたうるおいと起伏のある地形を活かした北区らしいまちなみ
が形成されています。 

・四季の変化を楽しめる⾃然環境と、受け継がれてきた地域の⾵習、文化が根付いたまちが形成
されています。 

・公園やスポーツ施設などで⼿軽に運動でき、学校や図書館などで気軽に学べる環境が充実して
います。 

 
多様性を育む人と人のきずなのあるくらし                     

・⽇頃から互いに顔を合わせたコミュニケーションがとられ、区⺠や、商店街をはじめとした地
域事業者など様々な主体によって地域のまちづくりが展開されています。 

・区⺠、事業者、教育機関や研究機関、⾏政などにより、お互いの知⾒を活かした相互連携によ
るまちづくりが進められています。 

・多様な価値観・文化が共⽣する安全なまちが形成されるとともに、多様性を活かしたまちづく
りが展開されています。 

 
時代の変化に対応した安全・快適な社会基盤                    

・燃えない、倒れない、燃え広がらない都市構造のもと、低地から台地への避難経路が確保され、
地域の団結⼒を活かした強固な災害対応⼒が醸成されるとともに、発災後の迅速な復旧と適切
な復興に向けた備えのある市街地が形成されています。 

・利便性・快適性・安全性の⾼い交通インフラが整備され、医療・福祉・教育などの多様な機能
へのアクセス性が⾼く、誰もが安心・安全にくらせる環境が形成されています。 

・ICT などを活用したまちづくりや社会実験などが実施され、先端技術の実用化を促進し、新た
な都市づくりをリードする環境が形成されています。 
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第４章 分野別都市づくりの方針 

第５章 地区別のまちづくり方針 

赤羽地域 

王子地域 

滝野川地域 

01 03 02 

地区別の具体的なまちづくりに展開 

都市づくりの推進 

まちづくりの推進 

浮間地区 

王子東地区 

滝野川東地区 

赤羽東地区 

王子⻄地区 

滝野川⻄地区 

赤羽⻄地区 

第３章 ⼟地利⽤の基本方針 
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●未来のくらしのイメージ 
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２－３ 将来都市構造 
「未来のくらしを豊かにする将来都市像」の実現に向けて、区⺠⽣活を⽀え、多様な交流や

活⼒を⽣み出す「将来都市構造」を設定します。 
 
鉄道駅及び特色ある市街地を中心とした様々な都市機能が集積する「拠点」と、「拠点」間を

結ぶ道路・交通の円滑な「移動のネットワーク」、そして、都市空間において区⺠の身近なゆと
りや安らぎ、くつろぎに満ちた⽣活の舞台となるみどりや水辺の「うるおいのネットワーク」
を都市の骨格として位置付けます。 

拠点育成とネットワークの形成により集約型地域構造への転換を進め、区⺠が安心して徒歩、
⾃転⾞、または公共交通で移動でき、区⺠の⽣活に必要な諸機能が享受できる環境を創出しま
す。 

 
広域的には移動やうるおいのネットワークを最⼤限活用し、隣接区市や、⼤宮・浦和、東京・

上野、新宿・池袋などの拠点となる都市との連携を図ります。 
 

（１）３段階の拠点 
都市機能の集積状況から、都市中心拠点、地区連携拠点、⽣活中心拠点の３段階の拠点

を設定し、各地域特性に応じた都市機能の集積を促進します。都市中心拠点を中心に隣接
区や埼⽟県、都心1への連携を図っていくとともに、都市中心拠点をはじめとする各拠点間
において⼈やモノを展開していくことで、各地域におけるコンパクトでくらしやすい集約
型の地域構造への再編を図ります。 
 

  

                                                   
1 都心とは、東京都の都市づくりのグランドデザインにおける、東京の活⼒を牽引する国際交流ビジネスゾーンを意図しています。 

足立区

板橋区

東京・上野 新宿・池袋 

環状７号線 

大宮・浦和 

都市中心拠点を中心とした拠点間連携のイメージ 

荒川区 

豊島区 文京区 
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都市中心拠点                                    

都市機能が集積し、区内の都市活動を⽀えるとともに、東側の低地と⻄側の台地を結ぶ拠
点でもある、赤羽駅周辺、十条駅・東十条駅周辺、王子駅周辺、田端駅周辺を、区内の都市
機能を分担、連携する「都市中心拠点」とします。 

地域特性に応じた都市機能集積を促進することにより、各地域の都市活動の中枢を担う拠
点として育成します。また、交通結節機能の強化を進めるともに、各種交通サービスがシー
ムレスにつながった環境が形成されることで、他の拠点との機能分担や連携を促進し、にぎ
わいや交流が⽣まれる拠点としての魅⼒向上を図ります。 

 
 

                                    

地域の⽣活利便施設や公共サービスの集積を図りつつ、地域間移動の交通結節点となる鉄
道駅周辺や、⼤規模団地などの際⽴った個性や都市機能の潜在的な可能性を有する市街地を
「地区連携拠点」とします。 

 
各拠点の特性に応じた⼟地利用の誘導を図り、地域間の交通結節機能を担うことにより⽣

活を⽀える拠点として、⽣活利便機能の整った市街地を形成します。 
 
 

生活中心拠点                                    

上記拠点以外の駅周辺を「⽣活中心拠点」とします。 
 
駅周辺の回遊性と利便性の⾼い特徴を活かし、都市中心拠点や地域連携拠点との連携のも

と、地域での⽣活を⽀える身近な⽣活利便施設などの⽴地を促進します。 
 
 

表︓都市機能の集積状況による３段階の拠点 
拠点の分類 拠点となる地区 

都市中心拠点 赤羽、十条・東十条、王子、田端 
地区連携拠点 浮間、赤羽台・桐ケ丘、⻄が丘、志茂・神⾕、豊島、 

板橋、駒込、⻄ケ原 
⽣活中心拠点 北赤羽、赤羽岩淵、王子神⾕、上中⾥、尾久、⻄巣鴨 
 

  
都市中心拠点 

地区連携拠点 

地区連携拠点 

生活中心拠点 

生活中心拠点 
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（２）移動のネットワーク 
主要な拠点を結ぶ鉄道や幹線道路※など、拠点間や区内外の⼈・モノの移動を⽀える主

要動線を、「移動のネットワーク」として位置付けます。公共交通機能の強化や様々な移動
ネットワークの形成を促進するとともに、主要幹線道路などで⻄側の台地と東側の低地を
結ぶ移動軸を確保し、全体として移動環境の最適化を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）うるおいのネットワーク 
公園や崖線、河川など、快適に過ごすことができる都市空間の形成に加えて、みどり

の多機能性を発揮する水辺や緑地などを、「うるおいのネットワーク」として位置付けま
す。みどりの保全を進めるとともに、街路空間や⺠有地などの緑化を推進することでう
るおいのネットワークの形成を図ります。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

うるおいのネットワーク図 

隅田川 

荒川 

⽯神井川 

新河岸川 

環状８ 

環状７ 

放射 11 
放射９ 

環状 5-1 

放射 10 

首都⾼速 
王子線 

環状７ 

放射９ 環状 5-2 

移動のネットワーク図 

荒川 

放射 10 
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●将来都市構造図 

 

  

隅田川 

荒川 

⽯神井川 

環状８ 

新河岸川 

環状７ 

放射 11 
（尾久橋通り） 

放射９ 
（中⼭道） 

環状 5-2 
（明治通り） 

放射 10 
（本郷通り） 

放射 10 

環状７ 

荒川 

放射９ 
（中⼭道） 

環状 5-1 
（明治通り） 

放射 10 
（北本通り） 
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◆コラム 都市を構成する４本の路（道） 

 
都市や都市間の移動は、鉄路、道路、水路、空路の４本の路によって⽀えられています。 
４本の路は、社会・経済活動を⽀え、⽣活者のくらしや安全、交流の⽣活利便性向上を

図る都市の根幹的な施設です。 
北区都市計画マスタープランでは、この移動を⽀える鉄路・道路に、区内を流れる４つ

の河川（水路）を加えた３つの路を基本として、都市の骨格となる「移動とうるおいのネ
ットワーク」を位置付けています。 

 
北区における 4 本の路 

【鉄路】区内には、J R 宇都宮線、J R ⾼崎線、J R 湘南新宿線、J R 埼京線、J R 京
浜東北線、J R ⼭⼿線、東京メトロ南北線、東京さくらトラム（都電荒川線）が
乗り入れています。ＪＲ駅は都内最多の 11 駅、東京メトロ駅が５駅、都電が
６停留所と多くの鉄道駅などがあり、交通利便性に富んでいます。 

 
【道路】区内には、首都⾼速道路王子線をはじめ、中⼭道、明治通り、本郷通りや環状

７号線、環状８号線など、区部における放射・環状型の重要な道路が通ってい
ます。道路交通機能の利便性ほか、延焼遮断帯や災害時の避難路、救援物資輸
送路としての機能など、地域の防災性向上にも寄与しています。 

 
【水路】区内には、荒川、隅田川、新河岸川、⽯神井川の４本の河川が流れています。

河川が有する「うるおいと安らぎ」をもたらす機能や交流の場、災害時におけ
る救援・救護輸送などの防災機能を担う道（路）として、多様な都市河川の機
能を有しています。 

 
【空路】首都⾼速道路王子線の開通に伴い、羽田空港への⾼速バスの停留所が設置され

るなど、全国、全世界につながる空路へのアクセス性が⾼くなっています。 
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第３章 ⼟地利用の基本方針 

  



40 

第３章 ⼟地利用の基本方針 
 

「未来のくらしを豊かにする将来都市像」の実現に向けた、拠点育成の基本方針及び⼟地利用
誘導の基本方針を定めます。 

 

３－１ 拠点育成の基本方針 
鉄道駅の周辺及び特色ある市街地を、区⺠の⽣活における魅⼒を創造する拠点として位置付

けます。 
都市機能の集積状況から、都市中心拠点、地区連携拠点、⽣活中心拠点を設定し、各拠点の

地域特性に応じた機能集積を促進するとともに、北区内、各地域内での拠点機能の相互連携を
促進します。 

 
表︓都市機能の集積状況による３段階の拠点 

拠点の位置付け 各拠点 
都市中心拠点 赤羽、十条・東十条、王子、田端 
地区連携拠点 浮間、赤羽台・桐ケ丘、⻄が丘、志茂・神⾕、豊島、 

板橋、駒込、⻄ケ原 
⽣活中心拠点 北赤羽、赤羽岩淵、王子神⾕、上中⾥、尾久、⻄巣鴨 

 
（１）にぎわいや交流を生む「都市中心拠点」の形成 

都市中心拠点の形成を図るため、各拠点の地域特性に応じた都市機能の集積を促進します。
また、赤羽、王子は北区における都市中心拠点であることに加え、広域的な東京都市圏にお
いて、北の拠点としての役割を担っています。 

都市中心拠点では、以下に⽰す各拠点の地域特性に応じた、都市機能の集積や適切な⾼度
利用を促進するとともに、各拠点間における機能の分担・連携を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※商業・業務機能や各地域の特色に応じた都市
機能の⽴地誘導を図り、新たな交流と価値を
創出しています。 

駅を中心とした都市機能の集積 

新しい交通⼿段の導入 

住⺠主体のまちづくり 
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■ 赤羽  「東京の北の商業拠点」 

⼤規模商業施設と地域に密着した商店街が共存する商業の中心地です。こうした地域商
業機能の維持・強化を図るとともに、官・⺠・学が連携した協働のまちづくりによるにぎ
わいの創出を推進することで商業拠点の形成を図ります。 

また、駅周辺の適切な⾼度利用を促進することで、再開発などの際には居住機能の強化を
図るなど、居住の場としても選ばれる東京の北の⽞関口として、利便性の⾼い都市中心拠点
の形成を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

■ 十条・東十条 「地域のくらしを支える商業・生活拠点」 

北区内においても個性的な商店街が集積する地区です。商店街のにぎわいづくりを図ると
ともに、近隣の⼤学と連携しながら新たな価値を創出する商業・⽣活拠点の形成を図ります。 

また、十条駅⻄口における市街地再開発や、十条駅付近連続⽴体交差化などの駅周辺のま
ちづくり事業を推進し、まちの魅⼒を保ちながら都市としての利便性、安全性を確保するこ
とで、地域のくらしを⽀える商業拠点の形成を図ります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

・赤羽駅東口地区まちづくりの推進 
・赤羽⼀丁目市街地再開発事業※にあわせた適切な⾼度利用の誘導と周辺環境の整備 
・UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新を契機とした拠点間の連携 
・赤羽駅⻄口地区の⾼度利用地区※に基づく拠点育成 
・商店街における地域交流の場としてのにぎわいづくり 
・赤羽駅及びその周辺のバリアフリー化の推進 

施策
展開 

北区のブランドメッセージ PR ポスター 
「エレファントカシマシ赤羽駅発⾞メロディ」 

赤羽駅⻄口 

・十条駅付近連続⽴体交差化の推進 
・十条駅⻄口地区市街地再開発事業の推進 
・十条駅⻄口の⾼度利用地区に基づく拠点育成 
・上十条三・四丁目地区防災街区整備地区計画※に基づく安全な市街地の形成 
・補助 83 号線周辺の地区計画※に基づくまちなみ形成の促進 
・東十条駅南口の十条跨線橋の更新と駅前空間の整備 
・東十条駅南口周辺のバリアフリー化の推進 

にぎわいの商店街 

十条駅付近の連続⽴体交差化・十条駅⻄口の市街地再開発事業イメージ 
 

にぎわいの商店街 
【出典】東京都・北区・東⽇本旅客鉄道株式会社 
 東⽇本旅客鉄道赤羽線（埼京線）十条駅付近の連続⽴体交差事業について 

施策
展開 
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■ 王子 「水とみどり豊かな東京の北の交流拠点」 

⾏政機能が集積し、複数の鉄道路線や⾼速バスを含む多くのバス路線が乗り入れ、⾼い交
通結節機能を有しています。王子駅周辺のまちづくりにあわせた、⾏政機能、業務機能を中
心とした多様な都市機能の集積や適切な⾼度利用の促進によるにぎわいの形成、駅前広場の
整備などによる交通結節機能の強化を図ります。また、⾶⿃⼭や音無親水公園などの歴史あ
る豊かな⾃然環境を観光資源として活かした回遊性の⾼い都市づくりを推進し、水とみどり
に恵まれた東京の北の交流拠点の形成を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■ 田端 「都心への近接性を活かした複合拠点」 

広⼤な JR の鉄道操⾞場があり、関連する事業所や幹線道路沿道を中心に特色のある産業
機能が集積しています。都心への近接性を活かした業務・産業機能の維持や、地域に育まれ
てきた歴史・文化資源を活かしたまちづくりを進めることにより、住・商・⼯と歴史・文化
が共存する複合拠点の形成を図ります。 

また、鉄道操⾞場の⻑期的な⼟地利用を展望し検討するとともに、操⾞場東⻄の移動円滑
化に向けた取組みを推進します。 

 
   
 
 
 
 
 
 

 
 

  

⾶⿃⼭公園 

・「王子駅周辺まちづくりグランドデザイン」に基づくまちづくりの推進 
・王子駅周辺のまちづくりにあわせた適切な⾼度利用の誘導 
・区役所の移転を契機としたにぎわいづくりの推進 
・王子駅周辺の交通結節機能の強化や回遊性の向上 
・王子駅周辺のバリアフリー化の推進 
・⾶⿃⼭公園などの整備・更新の推進 

施策
展開 

王子駅 王子駅周辺 

・田端駅及びその周辺のバリアフリー化の推進 
・文士村の歴史を継承するまちづくりの推進 
・田端駅周辺の地区計画に基づく活気ある良好な市街地の形成 
・鉄道操⾞場の⻑期的な⼟地利用の検討 
・住・商・⼯が共存したまちづくりの推進 

施策
展開 

田端駅 田端駅周辺 田端文士村記念館 
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（２）持続的な生活を⽀える「地区連携拠点」の形成 

地区連携拠点では、以下に⽰す各拠点の地域特性に応じた⼟地利用を誘導するとともに、
拠点間における機能分担・連携を図ります。地区連携拠点の形成を図るため、地域の⽣活利
便機能や公共サービスの集積を促進しつつ、地域間移動のための交通結節機能の強化を進め、
持続可能な⽣活圏の形成を図ります。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
■ 浮間 

研究施設や⼤学との連携、企業間での連携などによる先端技術を活用した都市型産業への
転換を促進することで、操業環境の保全を図るとともに、近年増加するマンションなどの住
環境と調和した拠点の形成を図ります。 

駅周辺においては、地区計画に基づき、居住・商業それぞれの機能が調和した拠点の形成
を図ります。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

※地域の交通結節点となるとともに、医療や福祉機能の⽴地誘
導を図り、持続的な⽣活を⽀えています。 

商店街でのにぎわいづくり 

シェアサイクルなどの導入 

・浮間舟渡駅周辺のバリアフリー化の推進 
・浮間舟渡駅周辺地区の地区計画に基づく周辺公園と調和した良好な街並みの形成 
・住・⼯が共存したまちづくりの推進 

浮間舟渡駅 浮間の⼯場 

施策
展開 
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■ 赤羽台・桐ケ丘 

⼤規模団地の更新による良好な住宅ストックの活用・再⽣を誘導するとともに、⽣活利便
機能や公共サービスの集積を促進し、赤羽駅との交通利便性を確保することで、持続可能な
⽣活圏の形成を図ります。 

UR 赤羽台団地や都営桐ケ丘団地においては、計画的なまちづくりを推進します。また、
建替えにより創出される用地への商業・医療・福祉などの⽣活利便機能の集積を促進すると
ともに、インフラ整備などによる周辺の⽣活環境の向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 西が丘 

「トップアスリートのまち・北区」にふさわしい味の素ナショナルトレーニングセンター
や国⽴スポーツ科学センターなどによるハイパフォーマンススポーツセンターの⽴地を活
かしたスポーツを身近に楽しめる環境づくりを進めるとともに、景観形成重点地区としてふ
さわしい低層住宅地のまちなみづくりを進め、良好な住環境の保全を図り、利便性が⾼く魅
⼒的な市街地の形成を図ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

  

・ハイパフォーマンススポーツセンターの整備に合せたバリアフリー化の推進 
・東京 2020 オリンピック・パラリンピック協議⼤会のレガシーとなる施設整備の推進 
・景観形成重点地区である⻄が丘地区における良好な低層住宅地のまちなみの保全・形成 

・UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新を契機とした計画的なまちづくりの推進 
・桐ケ丘⼀・二丁目地区、赤羽台周辺地区の地区計画に基づく⼤規模団地の更新を契機と

したまちづくりの推進 
・⼤規模団地の更新と⼀体となった公園の整備 
・UR 赤羽台団地での地域医療、福祉拠点化やミックストコミュニティ※の形成 

施策
展開 

施策
展開 

⼤規模団地の更新 赤羽台の外周道路 

国⽴スポーツ科学センター 

ROUTE2020・トレセン通り 

景観形成重点地区 
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■ 志茂・神谷 

既存⼯場の操業環境の保全を図り、研究施設や企業間での連携などによる先端技術を活用
した都市型産業への対応を促進するとともに、医療・福祉機能などの⽣活利便機能の集積を
進めます。 

同時に⽼朽⽊造住宅の更新や⼯場跡地における住宅開発、防災街区整備地区計画に基づく
防災機能の確保と健全な⼟地利用の促進により、住・⼯の共存した安全な⽣活圏の形成を図
ります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

■ 豊島 

⼤規模団地やその周辺地域においては、地域商業機能や医療・福祉機能などの⽣活利便機
能や公共サービスの集積を進めるとともに、河川沿いの⼯場の操業環境の保全を図ります。 

地域間移動の拠点として交通利便性を確保することで、持続可能な⽣活圏の形成を図りま
す。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

・志茂地区防災街区整備地区計画に基づく安全な市街地の形成 
・志茂地区のまちづくり・防災まちづくりの推進 
・住・⼯が共存したまちづくりの推進 
・UR 神⾕堀公園ハイツでの地域医療、福祉拠点化やミックストコミュニティの形成 

施策
展開 

・豊島地区周辺の地区計画に基づく産業機能と居住機能が共存する複合市街地の形成 
・景観形成重点地区である隅田川沿川地区における水辺と歴史を感じる良好なまちなみの

保全・形成 
・⼤規模敷地の⼟地利用転換を契機とした、商業・福祉機能の集積 
・UR 豊島５丁目団地での地域医療、福祉拠点化やミックストコミュニティの形成 

施策
展開 

豊島の⼤規模団地 隅田川 団地内のバス停留所 

既存⼯場の操業環境の保全と住・⼯共存のまちづくり ⽊造住宅密集地域 
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■ 板橋 

駅舎及び東口駅前広場などの改良や⻄口地区で進められている市街地再開発事業などを
契機とし、板橋区と連携した⼀体的なまちづくりを進め、地域商業機能などの⽣活利便機能
が集積したにぎわいのある拠点の形成を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

■ 駒込 

豊島区と連携し、都心への近接性を活かした⼀体的な駒込駅周辺のまちづくりを進め、地
域商業機能などの⽣活利便機能の集積による拠点の形成を図ります。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

■ 西ケ原 

災害時の拠点となる⼤規模医療施設や防災センター、⼤規模公園などの⽴地を活かし、⽣
活利便機能や公共サービスの集積による拠点の形成を進めるとともに、⽊造住宅密集地域の
解消による安全な市街地の形成を図ります。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

・駅舎改良や駅前広場などの整備に合せたバリアフリー化 
・板橋区と連携した⼀体的なまちづくりの推進 

 

施策
展開 

・⾼低差のある地形に合わせたバリアフリー化 
・豊島区と連携した⼀体的なまちづくりの推進 

施策
展開 

・⻄ケ原地区の地区計画に基づく安全でゆとりある良好な市街地の形成 
・⻄ケ原地区の防災まちづくりの推進 

施策
展開 

板橋駅東口 板橋駅⻄口 

駒込駅東口 駒込駅北口 駒込駅からの鉄道⾵景 

防災センター ⻄ケ原みんなの公園 ⽊造住宅密集地域 
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（３）生活に身近な生活利便施設が集積する「生活中心拠点」の形成 

⽣活中心拠点の形成を図るため、地域での⽣活を⽀える⽣活利便機能などの⽴地を促進します。 
⽣活中心拠点では、以下に⽰す拠点の地域特性に応じた⼟地利用を誘導するとともに、商業、

医療、福祉などの機能を集積し、歩いてくらせる快適な市街地の形成を図ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
■ 北赤羽 

集合住宅の建設などによる⼈口増加に対応した、地域商業
機能や医療・福祉機能などの⽴地誘導や駅周辺のバリアフリ
ー化を進め、安全で快適な市街地の形成を図るとともに、⼯
場の操業環境の保全を図ります。 

駅周辺においては、地区計画や⾼度利用地区に基づき、そ
れぞれの機能が調和した拠点の形成を図ります。 

 
 
■ 赤羽岩淵 

赤羽の拠点育成と連携しながら、地域商業機能や医
療・福祉機能などの⽴地誘導を進めることで、住・商が
共⽣する利便性が⾼く快適な市街地の形成を図ります。
また、⽊造住宅密集地域の解消による安全な市街地の形
成を図ります。 

 
 

■ 王子神谷 

地域商業機能や医療・福祉機能などの⽴地誘導を進めるこ
とで、住宅団地を中心とした快適で利便性の⾼い市街地の形
成を図ります。また、⽊造住宅密集地域の解消による安全な
市街地の形成を図ります。 

UR 王子５丁目団地での地域医療、福祉拠点化やミックス
トコミュニティの形成を図ります。 

 

  

※駅周辺に最寄品など買い物ができる地域商業機能や医療・福祉
機能の⽴地誘導を図り、⽇常的な⽣活を⽀えます。 

良好な住環境の形成 

北赤羽駅赤羽口 

赤羽岩淵（東本通り） 

王子五丁目団地 
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■ 尾久 

駅が⾞両センターに隣接していることを活かすとともに、
従前から⽴地している町⼯場の操業環境を保全し、鉄道の魅
⼒があり、利便性が⾼く住・商・⼯が共存した市街地の形成
を図ります。また、近接する中⾥⾙塚などの歴史・文化を活
かしたまちづくりを推進します。 
 
 

■ 上中里 

⻄ケ原の拠点と連携しながら、⼤規模医療施設や防災セン
ター、⼤規模公園などの⽴地を活かし、医療・福祉機能など
の⽴地誘導を進めるとともに、⽊造住宅密集地域の解消によ
る安全な市街地の形成を図ります。また、中⾥⾙塚の保全・
活用による歴史・文化を活かしたまちづくりを推進します。 

 
 

■ 西巣鴨 

豊島区と連携した⼀体的なまちづくりを進め、地域商業機
能や医療・福祉機能などの⽴地誘導を進めることで、利便性
の⾼い快適な市街地の形成を図ります。また、⽊造住宅密集
地域の解消による安全な市街地の形成を図ります。 

  

尾久駅 

上中⾥駅 

⻄巣鴨（明治通り） 
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３－２ ⼟地利⽤誘導の基本方針 
（１）基本的な考え方 

地域特性に応じた⼟地利用を実現するため、地域によって異なる⾃然地形と地域の歴史やな
りたちを踏まえ、周辺環境との調和を図りつつ、拠点育成の基本方針に基づく機能集積に向け、
住宅地、業務・商業地、⼯業地、複合市街地の誘導を図ります。 

 
また、住宅を基本としながらも商店や⼯場が混在する⼟地利用の特徴を活かし、複合的な魅

⼒が発揮される都市づくりを進めます。 
 
⼯場や公共施設の跡地など、⼤規模敷地における⼟地利用転換や、基盤整備済みの市街地な

どにおける敷地の集約化※や⼤街区化などによる⼟地の有効活用を推進し、まちづくりに効果
的な⼟地利用の誘導を進めます。 

 
施策体系 
 

（１）基本的な考え方 
１）地形や地域の特性に応じた⼟地利用の誘導 
 ■⾃然地形と歴史的ななりたちを活かした⼟地利用の誘導 

■地域特性に応じた⼟地利用の誘導 
２）複合的な機能集積を活かした活⼒を育む⼟地利用の誘導 
 ■コンパクトなまちづくりの推進 

■住宅と産業が共存した環境の維持 
３）適切な建物⾼さの誘導 
４）⼟地の有効活用の推進 
 ■⼤規模⼟地利用転換に際しての⼟地利用の検討 

■基盤整備済み地域の都市づくりと連携した敷地集約化による有効活用 
５）⽊造住宅密集地域の改善 
（２）ゾーン区分による⼟地利用誘導 
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１）地形や地域の特性に応じた⼟地利用の誘導 
■⾃然地形と歴史的ななりたちを活かした⼟地利用の誘導 
・北区は、概ね台地部が「住宅系」、低地部が「複合系」、河川沿いが「住・⼯複合系」の⼟地

利用となっています。⾃然地形とこれまでのなりたちを踏まえて、以下のような⼟地利用を
誘導します。 

 
台地部 

・住宅系を主とする⼟地利用の状況を
踏まえ、良好な住環境を保全すると
ともに都市機能の更新を促進するこ
とで、安全で快適な市街地の形成を
図ります。 

 
低地部 

・商店街や⼯場などと住宅が共存する
⼟地利用の状況を踏まえ、操業環境
を保全するとともに、住環境との調
和を保つことで、活⼒のある市街地
の形成を図ります。 

 
河川沿い 

・⼯場が⽴地する⼟地利用の状況を踏
まえ、操業環境を保全するとともに、
住環境との調和を保つことで、住・
⼯が共存した活⼒のある市街地の形
成を図ります。 

 
 
■地域特性に応じた⼟地利用の誘導 
・⾃然地形と歴史的ななりたちを活かした⼟地利用の誘導を基本とし、住宅系については、こ

れまでの⼟地利用の誘導方針や現状から、「居住ゾーン（低中層）」、「居住ゾーン（中⾼層）」、
「複合共⽣ゾーン」に地区を区分し、住環境のみならずミックストコミュニティにも配慮し
た⼟地利用を誘導します。 

・台地部と低地部の移動動線の結節点となる都市中心拠点などの商業・業務機能の集積を促進
する地区を「都市機能集積ゾーン」、住環境との調和とともに産業機能の保全を図る地区を
「産業保全ゾーン」、幹線道路の沿道型⼟地利用を誘導する地区を「幹線道路沿道ゾーン」と
し、地区の特性を踏まえつつ、にぎわいと活⼒を維持・向上させる⼟地利用の誘導を図りま
す。 

・また、地区計画などに基づき、地域特性や開発規模にあわせた計画的な⼟地利用の誘導を図
ります。 
 

 

  

河川沿い 

低地部 

台地部 

北区の⾃然地形の⼤分類 
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地区計画等の指定状況図 
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２）複合的な機能集積を活かした活⼒を育む⼟地利用の誘導 
■コンパクトなまちづくりの推進 
・主な鉄道駅周辺などでは、商業・業務を中心としながら複合的な機能が集積する⼟地利用を

誘導するとともに、適切な⾼度利用の促進を図ります。 
 

 
■住宅と産業が共存した環境の維持 
・既存⼯場が⽴地する地区では、研究開発などを主とした都市型産業への転換を促進し、操業

環境を保全するとともに、周辺の住環境と調和した⼟地利用を促進することで、住・⼯が共
存した活⼒のある市街地の形成を図ります。 

・⽇常⽣活を⽀える商店街などの個店が集積する地区では商業系⼟地利用を維持するとともに、
拠点周辺などでは⼟地利用や地域の意向を踏まえた商業系⼟地利用を誘導し、にぎわいのあ
る身近な買い物環境の保全を図ります。 

・住環境への配慮を図りながら、商業系・⼯業系⼟地利用を保全することで、区のくらしを⽀
える⼯業や商業など、身近に産業のある環境を維持することで職住の近接を図ります。 
 
 
 

３）適切な建物⾼さの誘導 
・各地域における適切な建物⾼さへの規制や誘導を推進するとともに、以下のように各地域の

特性に応じたまちなみの形成を図ります。なお、概ね低層とは１~３階程度、中層とは４〜
７階程度、⾼層とは８階程度以上とします。 

・概ね⾼さ 60ｍを超える建物1については、地区計画や⾼度利用地区、総合設計※などの制度
により計画的な⼟地利用を図り、道路や広場などの空地の確保などの市街地環境向上に資す
る計画に誘導します。 

 
都市中心拠点周辺 

・都市中心拠点周辺などにおいては、市街地再開発事業などによる都市機能の更新に合わ
せて、周辺環境の整備とともに適切な⾼度利用を誘導し、にぎわいのある魅⼒的な市街
地の形成を図ります。 

 

幹線道路沿道 

・主要幹線道路沿道は、スカイライン※の調和に配慮しながら、⾃動⾞騒音から沿道と後背
地の住環境を保全するとともに、延焼遮断機能の強化などを図るために、⼀定の⾼度利
用を誘導します。 

・幹線道路や地区幹線道路の沿道は、延焼遮断機能の強化などを図るために、スカイライ
ンや周辺環境との調和に配慮し、⼀定の建物⾼さへ誘導します。 

 
その他住宅地など 

・住環境の観点から、主要幹線道路や地区の幹線道路の沿道よりも低層の建物を中心とし
て、周辺と調和する建物⾼さへ誘導します。 

・住宅を中心としつつ、商店や⼯場が混在する地区では、それぞれの機能と居住機能の調
和を勘案し、地区の将来像に合わせた適切な建物⾼さへ誘導します。 

 
 
 

                                                   
1 ⾼さ 60m を超える建築物は、建築基準法において、それ以下の⾼さの建築物と区分された構造上の基準が適用さ

れ、超⾼層建築物と呼ばれることがあります。 
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４）⼟地の有効活用の推進 
■⼤規模⼟地利用転換に際しての⼟地利用の検討 
・公共施設の建替えなどと都市計画事業の連携を図ることで、効果的な都市の課題解決を図り

ます。 
・国などの施設の整理統合や学校の統合、⼤規模⼯場の移転などの⼤規模な⼟地利用の転換に

際しては、周辺の市街地環境との調和に配慮した⼟地の有効活用を図ります。 
・UR 赤羽台団地や都営桐ケ丘団地などの⼤規模団地の建替えによる創出用地を活用し、⽣活

利便施設などの誘導を進めることで、持続可能な市街地の形成を図ります。 
 

 
■基盤整備済み地域の都市づくりと連携した敷地集約化による有効活用 
・基盤整備済みの市街地においては、敷地の集約化や⼤街区化による有効な⼟地利用を誘導し、

まちづくりに効果的な⼟地利用を図ります。 
 
 
 
５）⽊造住宅密集地域の改善 
・十条、志茂、⻄ケ原など⽊造住宅の密集する地域は、「路地裏の密な空間」としての魅⼒をも

ち、住みやすい所といわれますが、防災性などの⾯から改善を進めます。 
・これらの地域では、コミュニティの維持に配慮しながら、都市基盤の計画的な整備の推進、

狭⼩敷地の集約化や建物の共同化、⽼朽住宅の更新などの総合的な住環境の改善により、⼟
地の有効活用の推進と防災性の向上、良質な住宅ストックの形成、オープンスペース※の創
出を図ります。 
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（２）ゾーン区分による⼟地利⽤誘導 

東側の低地部は複合系の⼟地利用を主とし、⻄側の台地部は居住系の⼟地利用を主とした⼟
地利用を誘導します。 

その上で、これまでの⼟地利用の誘導や⼟地利用の現状から、類型化したゾーン別の⼟地利
用誘導について⽰します。 

 
 

ゾーン区分 都市機能の 
集積レベル ⼟地利用誘導形態 

都市機能集積ゾーン  
 

⾼度利用・都市機能複合化 

居住ゾーン（中⾼層）    産業機能維持 
（⼯場・商店街） 

 
 
 
 

ゆとりある住環境 

複合共⽣ゾーン  

居住ゾーン（低中層）  

幹線道路沿道ゾーン  
 

沿道型の⼟地利用 

産業保全ゾーン  まとまった操業環境の維持 
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⼟地利用方針図 
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都市機能集積ゾーン 
都市中心拠点周辺や東京都都市づくりのグランドデザインに位置付けられている隣接区と

⼀体となった拠点育成を図る地区 
■誘導方針 

・商業・業務を中心とした⼟地利用を誘導しつつ、各地
域の特性を踏まえた都市機能の更新や⼟地利用の⾼
度化を促進し、利便性の⾼い市街地の形成を図ります。 

・板橋や駒込では、隣接区と⼀体となった拠点育成を図
ります。 

 
 
 

居住ゾーン（中高層） 
鉄道駅周辺や住宅団地が⽴地し集合住宅が集積している地区 
■誘導方針 

・中⾼層住宅を中心とした⼟地利用を誘導するととも
に、既存の商店街においては、空き店舗などの活用や
更新を進めつつ、地域商業機能を維持することで、周
辺住⺠の利便性の⾼い居住環境の形成を図ります。 

・住宅団地の建替え時には⼀定の⾼度利用を促進し、創
出した余剰地などを活用して⽣活利便施設の⽴地を
誘導することで、利便性の⾼い持続的な市街地の形成
を図ります。 

 
 

複合共生ゾーン 
住宅を中心としつつ、商店や⼯場が混在している地区 
■誘導方針 

・住宅を中心とした⼟地利用を基本としつつ、地域に密
着した既存の商店や⼯場などとの共存を図ることで、
複合した⼟地利用による活気と魅⼒ある市街地の形
成を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

北とぴあから南東を望む⾵景 
都市機能集積ゾーン 産業保全ゾーン 

幹線道路沿道ゾーン 

居住ゾーン（低中層） 複合共⽣ゾーン 居住ゾーン（中⾼層） 
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居住ゾーン（低中層） 
低中層の⼾建て住宅が⽴地している地区 
■誘導方針 

・低中層の住宅を中心とした⼟地利用を誘導するととも
に、既存の商店街においては、空き店舗などの活用や
更新を図りつつ、地域商業機能を維持する⼟地利用を
誘導し、周辺住⺠の利便性の⾼い居住環境の形成を図
ります。 

・⻄が丘などの基盤が整備された住宅地においては、適
切な⼟地利用の規制・誘導により良好な住環境の保全
を図ります。 

・⽊造住宅が密集する地区においては、⽣活道路や公園の整備を進めるとともに、⽼朽化
した住宅の更新や共同化を進め、安全で快適な市街地の形成を図ります。 

 
 

幹線道路沿道ゾーン 
主要幹線道路沿道 
■誘導方針 

・主要幹線道路沿道においては、地域特性に応じて⼀定
の⾼度利用を促進し、低層階は商業・業務機能、中⾼層
階は居住機能を誘導するとともに、不燃・耐震構造の
建築物への更新を進め、安全で利便性の⾼い沿道環境
の形成を図ります。 

 
 
 

産業保全ゾーン 
⼤規模な既存⼯場が⽴地している地区 
■誘導方針 

・⼯場の周辺環境との調和に配慮した操業環境の保全を
図りつつ、先端技術を活用した研究・開発機能などを
中心とした都市型産業への転換を促進するとともに、
産業振興施策と連携した活⼒のある産業機能の形成を
図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北とぴあから北を望む⾵景 

複合共⽣ゾーン 産業保全ゾーン 居住ゾーン（中⾼層） 

居住ゾーン（低中層） 

幹線道路沿道ゾーン 
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第４章 分野別都市づくりの方針 
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第４章 分野別都市づくりの方針 
 
従来の都市計画マスタープランでは、様々なまちづくりの課題に応えるため、「まちの将来

像」としての姿を設定し、さらに⼟地利用の考え方を基本に、分野別のまちづくりの方針を⽰
していました。 

 
本計画においては、これからの都市づくりの課題に応えるという基本姿勢はそのままに、さ

らに、区⺠や事業者などの多様な主体が共感・共有できる将来都市像とその具体的なくらしの
イメージを⽰します。その上で実現に向けて、都市（北区）において活動する⼈を意識した施
策を展開するために、５つの都市づくりの分野を設定し、その各分野における都市づくりの基
本的な考え方と施策体系を⽰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

目標︓誰もが⾏きたいところに快適に⾏けるまち 

４－１ おでかけ環境 「移動・外出  みちづくり」          ⇒P62 

■施策体系 
１）おでかけしたくなる環境づくり 
２）公共交通網の整備 
３）階層的な道路ネットワークの形成 
４）交通バリアフリーの推進 

目標︓人、まち、自然が交わり新たな魅⼒が創出されるまち 

４－２ 交流を育む魅⼒ 「水辺・みどり  交流  歴史・文化・景観」  ⇒P70 

■施策体系 
１）崖線・河川を活かしたうるおいのネットワークの継承 
２）身近なみどりの整備・保全 
３）水辺やみどりの魅⼒を活かしたにぎわいづくり 
４）北区らしい景観の保全・形成 

※5 つの分野を設定するにあたり、以下２点を意図して、「 」を用いています。 
①都市整備と⼈の活動による相乗効果 
②複数の施策（要素）を掛け合わせることによる相乗効果 
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目標︓誰もが安心して住み続けられる多様な豊かさのあるまち 
４－３ 住環境 「生活環境  子育て・健康⻑寿」           ⇒P78 

■施策体系 
１）ライフステージに応じた住環境の充実 
２）歩いて買い物にいける身近な商店街の魅⼒・活⼒の向上 
３）⽣涯を通じて学べる環境づくり 
４）バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮した安全な住環境の形成 
５）防犯まちづくりの推進 

目標︓災害による被害の軽減と復興に向けた備えのあるまち 
４－５ 災害対応 「防災・減災  事前復興」             ⇒P86 

■施策体系 
１）震災に強い市街地の形成 
２）水害に強い市街地の形成 
３）⼟砂災害に強い市街地の形成 
４）地域の災害対応⼒の向上 
５）⼤規模災害の発⽣を前提とした事前復興 

目標︓環境と共生するスマートなまち 
４－４ 環境共生 「環境負荷低減  スマートコミュニティ」      ⇒P82 

■施策体系 
１）⾃然の⼒を取り込んだ快適な都市環境の形成 
２）施設・活動・移動の低炭素化の推進 
３）環境問題への対応 
４）かしこいエネルギーの活用 
５）ICT のまちづくりへの活用 
６）移動や空間をシェアする環境負荷の少ない都市づくりの推進 
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４－１ おでかけ環境 「移動・外出  みちづくり」 

目標︓誰もが⾏きたいところに快適に⾏けるまち 
（１）基本的な考え方 

駅を中心とした歩⾏者、⾃転⾞、公共交通の各交通モードに応じた移動の安全性・快適性を
⾼めます。 

シェアリングの交通サービスへの導入や ICT による各交通サービスの連動など、シームレス
な移動を実現することで、⾏きたいところに安全・快適に⾏ける利便性の⾼いまちの形成を図
ります。同時に地域資源を活用した回遊性を⾼める散策のネットワークの形成を進め、ウォー
キングやサイクリングなどを通じて誰もが移動を楽しめるまちの形成を図ります。 

 
都市中心拠点をはじめとした各拠点における交通結節機能を強化するとともに、バリアフリ

ー化・ユニバーサルデザイン化を推進することで、区内外の⾏きたい場所に誰もが安全・快適
に⾏ける公共交通網の形成を図ります。 

 
また、⻄側の台地と東側の低地を結ぶ移動軸となる都市計画道路や駅前広場、鉄道の連続⽴

体交差化、橋梁の整備などを進めるとともに、計画的な道路の更新を進め階層的に道路網が整
備された利便性の⾼いまちの形成を図ります。 

 
 
施策体系 
 

１）おでかけしたくなる環境づくり 
 ■歩⾏環境の整備 

■⾃転⾞⾛⾏環境の整備 
■移動を楽しむ交通環境の整備 

２）公共交通網の整備 
 ■利便性の⾼い鉄道網の整備 

■地域公共交通の充実 
■連続⽴体交差化の推進 

３）階層的な道路ネットワークの形成 
 ■幹線道路の整備 

■地区幹線道路の整備 
■⽣活道路の整備 
■道路インフラの維持・管理 
■駐⾞場の確保 

４）交通バリアフリーの推進 
 ■公共交通のバリアフリー化 

■道路のバリアフリー化 
■こころのバリアフリー化 
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おでかけ環境形成方針図 
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都市計画道路整備方針図 
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（２）施策体系 

１）おでかけしたくなる環境づくり 
■歩⾏環境の整備 
・道路整備や市街地再開発事業などにあわせた歩道の整備を進めることで、快適で利便性の

⾼い歩⾏環境の形成を図ります。 
・鉄道駅と公共公益施設や公園、寺社などの地域資源を結び、歩いてまちを巡れる散策のネ

ットワークを整備し、区⺠の健康づくりや観光における魅⼒づくりを推進します。 
・ネットワークの整備にあたっては、歩道の整備やバリアフリー化などを進め安全な歩⾏空

間の形成を図ります。 
・住宅地などの歩⾏者の交通が多い地区では、ゾーン 30※の導入など、歩⾏者が安全に移動

できる環境を形成します。 
 
 
■自転⾞⾛⾏環境の整備 
・安全で快適な⾃転⾞ネットワークを形成するとともに、⾃転⾞利用者のルール・マナーの

向上を図ります。 
・鉄道駅や地域資源を相互に結ぶ安全で快適な⾃転⾞⾛⾏環境を形成し、⾃転⾞での移動が

楽しめるネットワークの形成を図ります。 
・鉄道駅周辺においては、近隣の⺠間事業者などと協⼒しながら、利用しやすい駐輪場の整

備を促進し、快適な駐輪環境の形成を図ります。 
・⾃転⾞活用推進法に基づく（仮）北区⾃転⾞活用推進計画を策定し、シェアサイクル※や⾃

転⾞駐⾞場計画などの⾃転⾞の活用に関する施策を推進します。 
 
 
■移動を楽しむ交通環境の整備 
・鉄道駅周辺においては、商業や地域情報発信などの機能を充実させるとともに、鉄道駅を

起点として、商店街や公共公益施設、文化施設や公園などを結ぶ歩⾏環境を整備すること
で、地域の回遊性や交流機能の向上を図ります。 

・区⺠や商店街、東京都などとの協働による東京さくらトラム（都電荒川線）沿線の魅⼒あ
る環境形成及び、停留所や沿線周辺の緑化促進による、みどりと鉄道が映えるまちなみの
形成を図ります。 

・誰もが⾏先の分かるユニバーサルデザインに配慮した公共サイン※の整備を推進するとと
もに、ICT を活用した誘導など案内機能の充実を図ります。 

 
 
 

２）公共交通網の整備 
■利便性の⾼い鉄道網の整備 
・市街地再開発事業などに合わせた駅前広場の拡張などにより、交通結節点としての機能強

化を図ります。 
・新たな交通⼿段として、環状８号線や環状７号線沿道の関係区と連携し、エイトライナー・

メトロセブン※による移動性の向上を図るため、区部環状方向への鉄軌道などの導入を促
進します。 
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■地域公共交通の充実 
・区⺠代表、区、交通事業者などにより構成される地域公共交通会議を設置し、地域の実情

に即した公共交通のあり方について検討し、公共交通の充実を図ります。 
・地域の交通利便性を⾼めるため、新たな都市計画道路の整備にあわせて、バス路線の導入

や再編などについて、関係機関との協議を進めます。 
・誰もが安心・安全に移動できるよう、⼟地の⾼低差（崖線）によって移動が困難な地域や

交通利便性に課題のある地域などを中心に、コミュニティバスなど地域公共交通の充実に
よる移動⼿段の確保に向けた取組みを推進します。 

・IoT※を活用した各種交通サービスとの連携を促進し、シームレスな交通環境の構築を図り
ます。 

 
 
■連続⽴体交差化の推進 
・十条駅付近の連続⽴体交差化にあわせ、都市計画道路、駅前広場などを整備し、踏切での

交通渋滞、地域の分断を解消することで、安全でにぎわいのある市街地の形成を図ります。 
 
 
 

3）階層的な道路ネットワークの形成 
道路の役割を整理し、歩⾏者、⾃転⾞、⾃動⾞それぞれにとって安全で快適な道路空間の

整備を推進するとともに、必要に応じて道路網の⾒直しを図ることで、段階的な道路ネット
ワークの形成を図ります。また、⻑期間未着⼿となっている都市計画道路については、必要
に応じて東京都及び関係区などとの連携により都市計画の⾒直しを図ります。 
 
■幹線道路の整備 
・都市計画道路に位置付けられている主要幹線道路や幹線道路の整備を着実に進め、安全と

活⼒を⽀える道路ネットワークの形成を図ります。 
・無電柱化や街路緑化などを進め、都市づくりの骨格にふさわしい沿道景観の形成を図ります。 
 
 
■地区幹線道路の整備 
・地区幹線道路については、交通需要及び⼟地利用の動向を踏まえ、都市計画道路に位置付

けられている路線の整備を着実に進め、地域交通ネットワークの利便性向上を図ります。 
・地区幹線道路として、住宅市街地総合整備事業（密集型）や地区計画で位置付けられた路

線の整備を進め、地域交通ネットワークの利便性向上を図ります。 
 
 
■生活道路の整備 
・⽇常⽣活を⽀え、緊急時の消防活動などにとって必要な道路として、住宅市街地総合整備

事業（密集型）や地区計画で位置付けられた主要⽣活道路や⽣活道路の整備を進め、地域
の利便性や安全性の向上を図ります。 

 
 
■道路インフラの維持・管理 
・区道の定期的な巡回点検に加え、路⾯性状調査、路⾯下空洞調査により、現状を把握し、

計画的に補修することにより、区⺠の⽇常⽣活を⽀える道路インフラの安全性向上を図り
ます。 
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■駐⾞場の確保 
・駐⾞需要の発⽣原因者による駐⾞場の確保を原則とするとともに、附置義務制度の確実な

運用により駐⾞場の確保を促進します。 
・鉄道駅周辺の駐⾞場については、⺠間事業者による開発を適切に誘導するとともに、カー

シェアリング※や駐⾞場案内システムなどによる既存の駐⾞場の有効活用を図ります。 
・駐⾞需要やカーシェアリングの普及、⾃動運転技術の向上など、社会の変化に対応した駐

⾞場問題の改善に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【階層的な道路構成の考え方】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要幹線道路（幅員 25ｍ以上） 
23 区全域や都市間に及ぶ広域交通の処理機能を担う中核的幹線道路。 

 
幹線道路（幅員 15〜30ｍ程度） 

近隣区と区内の地域間程度の交通の処理機能を担う幹線道路。 
 
地区幹線道路（幅員 11〜20ｍ程度） 

区内の地域内程度の交通の処理機能を担う補助的な幹線道路。 
 
主要生活道路（幅員 6〜13ｍ程度） 

住宅地内の主要な道路。幹線系の道路と⽣活道路をつなぎ、住宅地内の交通の主要
動線となる。 

 
生活道路（幅員 6ｍ程度未満） 

各宅地（建物敷地）へのアクセス（連絡）道路。交通処理のほか、⽇常⽣活上、地
域の交流の場としても利用される。 

【道路の機能】 
① 都市における円滑な移動を確保するための交通機能 
② 都市環境、都市防災などの⾯で良好な都市空間を形成し、上・下水道、電気、ガス

など⽣活を⽀える施設や公共交通の収容空間を確保するための空間機能 
③ 都市の骨格を形成し、街区を構成するための市街地形成機能 



68 

４）交通バリアフリーの推進 
■公共交通のバリアフリー化 
・拠点となる駅周辺では、連続⽴体交差化や駅前広場の整備を契機とした、歩⾏者空間の整備

やエレベーターの整備などによるバリアフリー化を推進し、歩⾏環境の安全性・快適性の向
上を図ります。 

・鉄道駅の改修にあたっては、エレベーターの増設などによりバリアフリー化を促進し、鉄道
駅の安全性・快適性の向上を図ります。 

・バスや東京さくらトラム（都電荒川線）の停留所における、バリアフリー化・ユニバーサル
デザイン化を推進し、快適な利用環境の形成を図ります。 

 
 
■道路のバリアフリー化 
・歩⾞道間の段差解消や無電柱化、歩道幅員の⾒直しなどによるバリアフリー化を推進し、安

全な歩⾏環境の形成を図ります。 
・鉄道駅と⽣活関連施設などを結ぶ⽣活関連経路については、道路の整備・更新などに合わせ

て、計画的なバリアフリー化を推進し、安全な歩⾏環境の形成を図ります。 
・東⻄の⾼低差を克服する幹線道路の整備を進めます。 
 
 
■こころのバリアフリー化 
・北区バリアフリー基本構想に基づき、様々な心身の特性や考え方を持つ全ての⼈々が相互に

理解を深め、コミュニケーションをとりながら⽀えあうこころのバリアフリー化を進めます。 
 
 

【北区バリアフリー基本構想における「こころのバリアフリー」の考え方】 
・北区バリアフリー基本構想【全体構想】平成２７年度策定 

北区が取り組むバリアフリーの基本方針や考え方 
・北区バリアフリー基本構想【地区別構想】平成２８年度〜平成３０年度策定 

各地区における重点整備地区や⽣活関連経路等の設定及び実施する事業内容 
 

・基本理念 

 

 

 
各施設設置管理者にとっては利用者に対する安全や安心への思い、移動に制約のあ

る当事者にとっては⾃由に移動できることへの思い、⾏政にとっては多様な利害を調
整しながらよりよい地域社会を作っていくことへの思い、それぞれの⽴場は異なって
も、バリアフリー法の趣旨をともに実現しようという、⼤きな思いは共通である。 

これらの「思い」に互いに「気づき」、基本構想策定の場で共有し、互いに理解・尊
重しながら、それぞれの経験や知識、技術を活かし、利用者のだれにとっても公平な
バリアフリーのまちづくりを実現（カタチに）することで、基本構想の目的を達成す
ることを目指す。 

（北区バリアフリー基本構想【全体構想】抜粋） 

  

「気づき」を共有し、カタチにするまち 北区 
〜だれもが健やかに安心して⽣活・移動できるユニバーサル社会を目指して〜 
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・バリアフリー基本構想の基本方針 
（１）だれもが利用しやすい⽣活環境づくりを目指した基本構想づくりを目指します 
（２）おおむね 10 年後（令和７年度）を目標とします 
（３）区全域におけるバリアフリー推進の考え方を⽰します 
（４）まちづくりを進めるうえで効果の⾼い地区を重点整備地区に定めます 
（５）重点整備地区（地区別構想）では実現性の⾼い具体的な特定事業を定めます 
（６）こころと情報のバリアフリーの推進に向けた具体的な事業や協働による取組の方向性

を⽰します 
（７）段階的かつ継続的な発展（スパイラルアップ）に向け利用者の参加による推進方法を

⽰します 
 
・区⺠⼀⼈ひとりが、活動の場を広げ、⾃由に社会参加や交流を⾏えるよう、⾼齢者、障害者

をはじめとしたさまざまな⼈に配慮したバリアフリーのまちづくりを推進します。 
・全体構想で重点整備地区のおおむねの範囲を検討し、地区別構想の中で利用者意⾒を踏ま

えた具体的な特定事業などを位置づけることでバリアフリー化の整備を推進していきます。 
・重点整備地区 

重点整備地区 含まれる駅 

赤羽地区 浮間舟渡・北赤羽・赤羽・赤羽岩淵・志茂 

王子地区 東十条・十条・王子神⾕・王子・板橋 

滝野川地区 上中⾥・⻄ケ原・田端・駒込・尾久 

 
・多様な利用者の特性に関する理解の促進を図り、次世代につながるハード・ソフトが⼀体と

なっただれもが利用しやすい⽣活環境を創出します。 
・バリアフリー基本構想の策定を契機として、移動や施設利用におけるこころのバリアフリ

ーについて、国・都・区などの関係⾏政機関や施設設置管理者、利用者の相互協⼒による継
続的な取組の推進を図ります。 

・移動や施設利用における情報・コミュニケーションのバリアフリーについては、今後の ICT
技術などの発展により⼤きく進展する可能性も含め、⼈による⽀援として、こころのバリア
フリーと⼀体的に進めていきます。 

 
 

  

エレベーターはみんなの 
ためのものだけど… 

聴覚障害者は緊急時に 
特に不安を感じている 
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４－２ 交流を育む魅⼒ 「水辺・みどり  交流  歴史・文化・景観」 

目標︓人、まち、自然が交わり新たな魅⼒が創出されるまち 
（１）基本的な考え方 

区内を流れる４つの河川や崖線など、水辺やみどりの保全・活用を図るとともに、幹線道路
などの街路空間の緑化を促進することで、「うるおいのネットワーク」形成の推進を図ります。
また、公園・緑地の整備・拡充を図るとともに、⺠有地の緑化を促進することで、「うるおいの
ネットワーク」と⼀体となった身近なみどりに恵まれたまちの形成を図ります。 

 
地域の歴史・文化の継承や水辺やみどりを通じた⽣物多様性の保全・向上を進めつつ、柔軟

な活用を促進することで、新たな魅⼒と交流の創出を図ります。これらの魅⼒を活かしたまち
なみの保全・向上や交流を促進し、地域資源間の回遊性を⾼めることにより、観光都市づくり
を推進します。 

 
 
施策体系 
 

１）崖線・河川を活かしたうるおいのネットワークの継承 
 ■崖線の保全・活用 

■河川との⼀体的なまちづくり 
■街路空間の緑化 

２）身近なみどりの整備・保全 
 ■公園・緑地の整備・保全 

■広場の整備 
■⺠有地の緑化の促進 

３）水辺やみどりの魅⼒を活かしたにぎわいづくり 
 ■水辺とみどりの交流エリアの形成 

■多様な主体による水辺やみどりの魅⼒の向上 
■⽣物多様性の向上による⽣態系の保全・再⽣ 
■水辺やみどりと結びついた地域の歴史や文化の継承 
■回遊性向上による地域⼀体となった魅⼒づくり 

４）北区らしい景観の保全・形成 
 ■地域の特性を活かしたまちなみの保全・形成 

■統⼀的な基準による公共サインの整備 
■屋外広告物や電線類などによる景観阻害の抑制 
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水とみどりの魅⼒創出方針図 

王子周辺エリア 

⾚⽻・⻄が丘周辺エリア 

田端周辺エリア 

荒川河川敷周辺エリア 

荒川河川敷周辺エリア 
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歴史・文化・景観の魅⼒創出方針図 

⻄が丘地区 

旧古河庭園周辺地区 

隅田川沿川地区 

⾶⿃⼭公園周辺地区 

都電沿線地区 
⽯神井川沿川地区 

中央公園周辺地区 

崖線沿線地区 

荒川沿川地区 
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（２）施策体系 

１）崖線、河川を活かしたうるおいのネットワークの継承 
■崖線の保全・活⽤ 
・区内を南北に縦断する崖線の安全性を考慮しつつ、樹林

地を保全し、うるおいのネットワークの骨格となる崖
線のみどりの継承を図ります。 

・崖線周辺における⼟地利用転換や開発が⾏われる際に
は、既存の樹林地の保全・再⽣などにより崖線との⼀体
的な緑化を促進するとともに、歩いて楽しめる散策路
などの整備を進め、親しみのある崖線のみどりの継承
を図ります。 

 
 
■河川との一体的なまちづくり 
・河川の水質改善を図るとともに、河川敷や親水空間など

の整備を進めることで、身近な水辺に恵まれた市街地
の形成を図ります。 

・荒川における⾼規格堤防※整備事業及び隅田川における
スーパー堤防※整備事業により水害への対応⼒を⾼め
るとともに、その機会を活用して、親水空間の整備を進
め、憩える水辺空間の形成を図ります。 

・国の⾼規格堤防整備と⼀体的なまちづくりを進めます。 
・「荒川将来像計画 2010 推進計画※」に基づき、荒川下流

沿川の⾃治体や国と連携し、水辺環境の保全を図ると
ともに、スポーツなどによる健康づくりやレクリエー
ション空間としての活用を図ります。また、豊島五丁目
荒川河川敷（豊島ブロック）の整備に向けた基本計画を
策定し事業を推進します。 

・荒川、隅田川、新河岸川、⽯神井川の水辺空間において
は、防災や観光における舟運などへの活用を図り、河川
とまちが⼀体となったまちづくりを推進します。 

・⽯神井川においては、古くから⾏楽地として親しまれて
きた文化性を活かした親水空間の形成を図ります。 

 
 
■街路空間の緑化 
・隣接する公園・緑地と⼀体性のある街路樹の植栽を促進

し、連続的なみどりによるうるおいのあるまちなみの形
成を図ります。 

・幹線道路や⼤規模な公園・緑地に接続する主要⽣活道路
をはじめとして、沿道敷地の接道部緑化を促進し、うる
おいのあるまちなみの形成を図ります。 

 
 

  
沿道の街路樹 

河川の親水空間 

河川敷のレクリエーション空間 

河川敷の憩える水辺空間 

斜⾯を登る⾶⿃⼭公園のアスカルゴ 
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２）身近なみどりの整備・保全 
■公園・緑地の整備・保全 
・区⽴公園全体の整備及び管理などの指針となる北区公園総合整備構想を策定し、指定管理

者制度※や Park-PFI※などの⺠間活⼒の導入を視野に入れた魅⼒ある公園づくりを推進し
ます。 

・既存の公園・緑地の保全を図るとともに、未整備となっている都市計画公園・緑地の整備
を進め、みどり豊かな市街地の形成を図ります。 

・⼯場跡地や国公有地跡地などの⼟地利用転換に合わせて、地域特性を踏まえた公園や児童
遊園などの整備を進め、みどり豊かな市街地の形成を図ります。 

・⼤規模な新設公園・緑地については、都市計画に定め、機能・役割に応じた整備を図りま
す。 

・公園が不⾜している低地部の地域においては、引き続き公園の整備を図ります。 
・⽼朽化や時代の変化に対応した公園の再整備・改修を進め、快適なみどり空間の形成を図

ります。 
・⽼朽化した公園施設については、北区公園施設⻑寿命化計画に基づき、補修改善や更新を

進め、安全な公園・緑地の形成を図ります。 
 
 
■広場の整備 
・公園・緑地を補完するものとして、広場などのオープンスペースの整備を進め、市街地の

防災性・快適性の向上を図ります。 
・⽊造住宅密集地域などでは、主要⽣活道路などの沿道の空地を活用したポケットパークの

整備や、集合住宅の建設の機会を活用した公開空地の確保を図ります。 
・児童遊園、遊び場など、街区公園レベルに満たない公園や広場について、防災やコミュニ

ティ形成の空間としてその整備を進めます。 
・公共施設における広場の整備を推進し、公共空間として多くの⼈が利用できるようにしま

す。 
 
 
■⺠有地の緑化の促進 
・⽣垣、屋上緑化、壁⾯やベランダ緑化などによる⺠有地の緑化を促進し、みどり豊かな市

街地の形成を図ります。 
・緑化推進モデル地区の指定などによる、緑被率の低い地区における⺠有地の緑化を推進し、

身近にみどりを感じられる市街地の形成を図ります。 
・区⺠や事業者との「みどりの協定」により、区⺠・事業者の⾃主的な緑化活動を促進し、

地域のみどりを充実させるとともに良好なまちなみの形成を図ります。 
・⺠間事業者による開発の際には、公共空間と⼀体となった公開空地の確保を誘導し、市街

地内のオープンスペースの充実を図ります。 
 
 
 

３）水辺やみどりの魅⼒を活かしたにぎわいづくり 
■水辺とみどりの交流エリアの形成 
・次の地区を水辺とみどりの交流エリアとし、各地区の魅⼒を活かしたうるおいと交流のあ

る環境づくりを推進します。 
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王子周辺エリア 
・古くから⾏楽地として親しまれ、渋沢栄⼀にゆかりの深

い⾶⿃⼭や⽯神井川などの保全を進めるとともに、散
策路の整備や、区内外の⼈が交流する環境づくりを進
め、歴史・文化を継承するとともに、交流の活性化を図
るエリアの形成を図ります。 

 
 
 
荒川河川敷周辺エリア 
・水辺環境の保全を進めるとともに開放的なレクリエー

ション空間として、水辺やみどりを活かした多様な活
動が⾏える環境づくりを推進し、区内外から⼈の集ま
るエリアの形成を図ります。 

 
 
 
赤羽・⻄が丘周辺エリア 
・赤羽⾃然観察公園などの崖線に連なるみどりの保全や、

⾃然と触れ合える環境づくりを推進するとともに、赤
羽スポーツの森公園及び味の素ナショナルトレーニン
グセンター、国⽴スポーツ科学センター、ナショナルト
レーニングセンター拡充棟からなるハイパフォーマン
ススポーツセンターを活用した健康づくりを進められ
る、緑と健康づくりのエリアの形成を図ります。 

 
 
 
田端周辺エリア 
・（仮称）芥川⿓之介記念館の整備をはじめ、多くの文士

や芸術家が住んでいた文士村としての歴史を活かした
まちづくりを推進し、歴史・文化を継承・発信するエリ
アの形成を図ります。 

 

  

⾶⿃⼭のアジサイ 

荒川河川敷周辺の 
開放的なレクリエーション空間 

赤羽⾃然観察公園 

田端の切り通し 

東京さくらトラム        荒川河川敷         赤羽⾃然観察公園       田端文士芸術家村 
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■多様な主体による水辺やみどりの魅⼒の向上 
・区⺠との協働による、公園や駅前広場などへの花の植栽を推進し、身近に花のある市街地

の形成を図ります。 
・区⺠と協働したまちなかの緑化の維持推進を図るため、美化ボランティアなど、地域で活

躍する⼈材の育成を⾏います。 
・指定管理者制度や Park-PFI などの⺠間活⼒を導入した公園・緑地の管理・運営を進める

ことで、より魅⼒あるみどり豊かな環境の形成を図ります。 
・区⺠との協働による河川や公園・緑地の整備や管理・運営を進めることで、地域のニーズ

に対応した魅⼒あるみどり豊かな環境の形成を図ります。 
・地域特性や社会状況に応じた、河川や公園・緑地の利用ルールに基づき、区⺠や事業者、

⼤学などの多様な主体によるイベント活用などを促進し、にぎわいのある河川や公園・緑
地の形成を図ります。 

 
 

■生物多様性の向上による生態系の保全・再生 
・崖線の樹林地や河川敷など⽣物の⽣息環境を保全・再⽣するとともに、みどりの連続性

の確保や在来種による緑化を推進することで、エコロジカル・ネットワーク※の形成を促
進します。 

・⽣物調査を定期的に実施し、⽣物の⽣息状況を把握した上で、適切な水辺やみどりの管理
を進めることで、⽣物の⽣息環境の保全を図ります。 

 
 
■水辺やみどりと結びついた地域の歴史や文化の継承 
・江⼾時代から庶⺠に親しまれてきた⾶⿃⼭公園、名主の滝公園、⽯神井川沿川の緑地などに

おいて地域独⾃の文化的価値を育成する整備を進め、北区のまちの歴史・文化を継承します。 
・寺社林や⼤径⽊など地域のシンボルとなるみどりは、保護樹⽊の指定などによる保全を促

進し、みどりの文化資源として継承します。 
・⾶⿃⼭公園をはじめ、渋沢栄⼀にゆかりのある地を活かしたプロジェクトを推進し、北区

における歴史的価値を発信・継承します。 
・（仮称）芥川⿓之介記念館の建設を契機として、歴史・文化に関する地域の資源と相互に連

携した活用を進め、新たな価値として継承します。 
 
 
■回遊性向上による地域一体となった魅⼒づくり 
・鉄道駅と商店街や公園・緑地を結ぶ経路において、ユニバーサルデザインに配慮した歩⾏

空間や休憩施設を整備し、地域を回遊できる環境づくりを図ることにより、地域が⼀体と
なった魅⼒づくりを進めます。 

 
 

 
４）北区らしい景観の保全・形成 

■地域の特性を活かしたまちなみの保全・形成 
・各地域の特性に応じた景観形成の方針や景観形成基準に基づく景観づくりを推進し、良好

なまちなみの保全・形成を図ります。 
・骨格となる崖線や河川、鉄道や主要幹線道路の景観、かいわい※やまちすじなどの身近な

景観、景観特性の異なる地区別の景観という 3 つの視点から景観づくりを進めます。 
・「北区景観百選 2019」の認定により、区を特徴づける魅⼒的な景観について発信し、区⺠

が主体となった景観まちづくりの気運を醸成します。 
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【骨格となる景観】 
・崖線の樹林地においては、保全や緑化による景観改善を促進し、北区を象徴する景観の

形成を図ります。 
・河川においては、水辺の⾃然環境や旧岩淵水門などの景観資源を保全することで、区⺠

に親しまれる水辺空間を演出し、河川沿いから⾒たまちの景観に配慮した、河川にも目
を向けた沿川の景観づくりを進めます。 

・主要幹線道路においては、緑化を進めるとともに無電柱化に努めるなど、修景整備を進
めます。また、幹線道路沿道では、周辺との調和した建築物のデザインや美しいスカイ
ラインの形成に配慮した景観づくりを進めます。 

・旧街道においては、沿道の景観資源などを活かしながら歴史を感じられる景観づくりを
進めます。 

・鉄道やその沿線においては、電⾞が映える⾵景に配慮した景観づくりを推進し、訪れた
くなるまちなみの形成を図ります。 

 
【身近な景観】 

・多様な用途が混在することから、「かいわい」単位を目安としたまとまりと調和のある景
観づくりを区⺠や事業者との協働により進めます。 

・「かいわい」をつないだりまとめたりする「まちすじ」においては、みどりでうるおいを
演出し、歩⾏者に心地よい通りをつくるなど、身近に親しめ、回遊を楽しむ景観づくり
を進めます。 

・歴史的な道の沿道では、塚、塔、寺社などの景観資源を活かして、歴史を感じられる景
観づくりを進めます。 

 
【地区ごとの景観】 

・7 地区を単位とした、各地区の景観特性を活かした景
観づくりを進めます。 

・景観形成重点地区に指定されている、⻄が丘地区、隅
田川沿川地区、旧古河庭園周辺地区では、地区のシン
ボルとして、重点的な景観づくりを進め、地区の個性
的な景観づくりを先導します。 

・景観形成方針地区に指定されている、⾶⿃⼭公園周辺
地区、⽯神井川沿川地区、崖線沿線地区、都電沿線地
区、荒川沿川地区、中央公園周辺地区では、地区住⺠
の理解を得ながら協働の景観づくりを進め、景観形成
重点地区の指定を推進します。 

 
 
■統一的な基準による公共サインの整備 
・ユニバーサルデザインに配慮し、先端技術の活用を視野に入れた統⼀的な基準に基づく公

共サインの設置・更新を図ります。 
・道路整備にあわせて、周辺環境と調和のとれた公共サインの整備を推進します。 
 
 
■屋外広告物や電線類などによる景観阻害の抑制 
・景観を阻害する無秩序な屋外広告物の設置を抑制し、地域のまちなみへの調和を促進します。 
・良好なまちなみの形成を図るため、沿道住⺠など関係者の理解を得ながら無電柱化を推進

します。 
 

景観形成重点地区 
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４－３ 住環境 「生活環境  子育て・健康⻑寿」 
目標︓誰もが安心して住み続けられる多様な豊かさのあるまち 
（１）基本的な考え方 

公共施設や⼤規模団地などの再⽣、良好な住宅ストックの活用・更新に合わせて、各世代や
地域にとって必要な⽣活利便施設の集積を促進します。 

 
⾼齢者や障害者にとっては、安心・安全にくらせる住宅といきいきとすごせる居場所のある

まち、子育て世代にとっては、利便性の⾼い子育て環境のあるまち、子どもにとっては、快適
に学べる教育環境とのびのびと遊べる環境のあるまちなど、全ての世代にとって快適な環境の
形成を図ります。 

 
また、多⾔語化対応などによる外国⼈が快適にくらせる環境づくりを進めることで多様な文

化の共⽣するまちの形成を図ります。 
 
 
 
施策体系 
 

１）ライフステージに応じた住環境の充実 
 ■⼤規模団地の建替えや再開発を契機とした快適な住環境の形成 

■⾼齢者や障害者がいきいきとくらせる住環境の整備 
■安心して子育てできる環境づくり 
■子どもがのびのびと育つ環境づくり 
■家族でくらし続けられる居住環境の充実 
■外国⼈が快適にくらせる環境づくり 

２）歩いて買物にいける身近な商店街の魅⼒・活⼒の向上 
 ■空き店舗を活用した商店街の活性化 

■地域資源と商店街の連携による地域の魅⼒向上 
３）⽣涯を通じて学べる環境づくり 
 ■⽣涯学習環境の形成 
４）バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮した安全な住環境の形成 
 ■安全にくらせる住環境の形成 

■安全に買い物できる環境づくり 
５）防犯まちづくりの推進 
 ■防犯性に配慮したまちづくり 

■地域コミュニティによる防犯まちづくり 
  

 
  



79 

（２）施策体系 

１）ライフステージに応じた住環境の充実 
■⼤規模団地の建替えや再開発を契機とした快適な住環境の形成 
・区内にある公営住宅の⻑寿命化、良好な住宅ストックの活用により、誰もが安心してくら

せる居住空間の形成を図ります。 
・公共施設や⼤規模団地などの再⽣を契機にした⽣活利便施設の集積やミックストコミュニ

ティの形成を促進します。 
・多様な世代がいきいきとくらし続けられる持続可能な住環境の形成を図ります。 
・市街地再開発事業など⺠間主導の事業においては、良好な住環境と快適なオープンスペー

スの創出による快適で利便性の⾼い市街地の形成を促進します。 
・空き家の適正管理を進めるとともに、良好な住宅ストックを活用したリノベーションによ

る新しい価値を創出することで、時代の変化に対応した住環境の向上を図ります。 
 
 
■⾼齢者や障害者がいきいきとくらせる住環境の形成 
・⾼齢化が顕著な⼤規模団地などでは住宅供給事業者に地域の医療や福祉の拠点づくりなど

を促進し、住み慣れた地域でくらし続けられる環境づくりを目指します。 
・公園やスポーツ施設への⾏きやすさを向上させることで、いきいきとくらせる快適な住環

境の形成を図ります。 
・⺠間賃貸住宅の活用や区営シルバーピア※の建設など、⾼齢者や障害者向けの住宅セーフ

ティネット機能の向上を図ります。 
 
 
■安心して子育てできる環境づくり 
・駅周辺の再開発やマンション開発などの機会をとらえた、保育施設や子育て⽀援施設の整

備により安心して子育てが出来る環境の充実を図ります。 
・⼤規模団地の建替えや⼤規模敷地の用途転換などにあわせて、周辺住環境の向上に寄与す

る公園や緑地の整備を進め、子どもたちが安心して遊べる環境づくりを図ります。 
 
 
■子どもがのびのびと育つ環境づくり 
・教育施策などと連携した⼩中学校の適正な配置や施設の改築、リノベーションなどの施設

整備を進め、快適な教育環境の形成を図ります。 
・⼤規模な⼟地利用転換などにより⼈口増加が⾒込まれる際には、周辺の⼩学校・中学校に

おいて、将来の児童数の増加を⾒据えた快適な教育環境の形成を図ります。 
・施設⼀体型⼩中⼀貫校の設置に向けた取組みを進め、⼩中⼀貫教育により充実した学校教

育の環境づくりを図ります。 
・子どもがのびのびと遊べる公園や緑地の充実を図るとともに、味の素ナショナルトレーニ

ングセンターや国⽴スポーツ科学センターと連携したイベントなどの実施により、子ども
が遊びながら体⼒づくりができる環境の形成を図ります。 

 
 
■家族でくらし続けられる居住環境の充実 
・三世代での同居や近居に向けた住宅更新及び共同建替えを⽀援することで、⾼齢者とその

家族が安心して快適にくらせる居住環境の形成を図ります。 
・良好な住宅ストックの活用などにより、次世代の家族も住み続けられる多様なライフスタ

イルに対応する居住環境の充実を図ります。 
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■外国人が快適にくらせる環境づくり 
・公共施設や道路・公園などに設置された公共サインの多⾔語化による適切な⽣活情報の提

供を進め、外国⼈が快適にくらせる環境づくりを図ります。 
・住宅確保要配慮者に対する住宅セーフティネット機能の向上を図ります。 
・町会、⾃治会や PTA、地域⾏事への外国⼈の参画を促進し、顔と顔が⾒える安心してくら

せる環境づくりを進めるとともに、文化や習慣の相互理解を促進し、地域における多文化
共⽣を図ります。 

 
 
 

2）歩いて買物にいける身近な商店街の魅⼒・活⼒の向上 
■空き店舗を活⽤した商店街の活性化 
・空き店舗を活用した開業促進や区⺠⽣活と密接に関連する店舗の誘致促進を図ることで商

店街の活性化を図ります。 
 
 
■地域資源と商店街の連携による地域の魅⼒向上 
・商店街と周辺の公園や寺社、スポーツ施設などの地域資源を結ぶ連続的なまちなみの形成

や、案内サインの整備により、回遊性を向上させることで、地域の魅⼒アップを図ります。 
・買い物だけでなく、コミュニティ形成の場などとして商店街の活用を促進することで、商

店街を中心としたコンパクトで魅⼒のある⽣活環境の形成を図ります。 
 
 
 

3）生涯を通じて学べる環境づくり 
■生涯学習環境の形成 
・教育機関と図書館・文化センター、子どもセンターなどとの連携により、子どもから⾼齢

者までいつまでも「学べる・活躍できる環境」のあるまちの形成を図ります。 
・学校施設の改築・改修の際には、施設の集約化・複合化などを検討し、地域の⽣涯学習拠

点として、文化・スポーツ活動やコミュニティ活動などが⾏える環境づくりを推進し、⽣
涯を通じて学べる・活躍できる環境づくりを目指します。 

・公共施設の統合などにより創出された用地について、地域の教育環境やコミュニティ活動
の拠点づくりなどへの活用についても可能性を検討します。 

 
 
 

４）バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮した安全な住環境の形成 
■安全にくらせる住環境の形成 
・住宅のバリアフリー化やユニバーサルデザインに配慮した公共施設の整備などを促進し、

⾼齢者や障害者が安心して快適にくらせる住環境の形成を図ります。 
・各拠点からアクセス性の⾼い地区において、⽣活利便施設などの⽴地を促進するとともに、

アクセス路においてバリアフリー化やユニバーサルデザインに配慮した歩⾏空間の整備
を促進することで、安心してくらせる住環境の形成を図ります。  
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■安全に買い物できる環境づくり 
・商店街のバリアフリー化や街灯の設置などにより環境整備を進めることで、安心・安全に

買い物できる環境づくりを図ります。 
・商店街やその周辺の駐輪場整備を促進することで、買い物などによる放置⾃転⾞を減らし、

安心・安全に買い物できる環境づくりを進めます。 
 
 
 

５）防犯まちづくりの推進 
■防犯性に配慮したまちづくり 
・防犯環境設計の視点に留意した、死⾓のない建築物や道路、公園の整備・維持管理を進め、

安心してくらせる市街地の形成を図ります。 
・街灯や防犯カメラの設置を推進し、誰もが安心してくらせるまちの形成を図ります。 
 
 
■地域コミュニティによる防犯まちづくり 
・地域における防犯パトロールなどを促進し、地域の防犯性を⾼めることで安心してくらせ

る市街地の形成を図ります。 
 

  
◆コラム 防犯環境設計とは 

防犯環境設計とは、建物や道路、公園などの物理的な環境の整備・強化など（ハード的
⼿法）とあわせて、住⺠や警察、⾃治体などによる防犯活動（ソフト的⼿法）を⾏い、犯
罪が発⽣しにくい環境の形成を目指す考え方です。 

防犯環境設計には、直接的な⼿法として「対象物の強化」と「接近の制御」、また、間接
的な⼿法として「監視性の確保」と「領域性の確保」があり、これらを総合的に組み合わ
せることが重要です。 

 
対象物の強化 

接近の制御 

監視性の確保 

領域性の確保 

直接的手法 

間接的手法 

防
犯
環
境
設
計 

補助錠の取り付け、防犯フィルムの貼付 等 

境界への柵の設置、オートロック等の出入制限 等 

防犯カメラやライトの設置、植⽊等の剪定 等 

コミュニティ活動の促進、帰属意識の醸成 等 

防犯パトロール 屋外の防犯カメラ 出典︓北区 HP 
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４－４ 環境共生 「環境負荷低減  スマートコミュニティ」 

目標︓環境と共生するスマートなまち 
（１）基本的な考え方 

水やみどりなど⾃然の⼒を取り込むことで、ヒートアイランド現象※による気温上昇などの
影響を最⼩限に抑え、快適にくらせる都市環境の形成を図ります。 

 
地球温暖化の緩和に向けて、公共施設や交通環境における低炭素化を進めるとともに、新エ

ネルギー※・省エネルギーの導入や、まちづくりと連動した地域エネルギーマネジメント※シス
テムの導入を図ることで、環境負荷の低いまちの形成を図ります。 

 
また、ICT などの活用や、遊休資産を活用したシェアリングエコノミーの展開など、新たな

価値を創出する、かしこいまちづくりを促進することで、⼈と⼈のつながりとにぎわいを⽣む
まちの形成を図ります。 

 
 
 

施策体系 
 

１）⾃然の⼒を取り込んだ快適な都市環境の形成 
 ■ヒートアイランド現象対策の推進 

■資源循環のまちづくり 
■水循環のまちづくり 

２）施設・活動・移動の低炭素化の推進 
 ■公共施設・公共⼯事の低炭素化 

■移動環境の低炭素化の促進 
 ■低炭素型都市活動の推進 
３）環境問題への対応 
 ■産業・環境施策と連携した公害対策 

■騒音対策 
４）かしこいエネルギーの活用 
 ■新エネルギー・省エネルギー機器の導入⽀援 

■地域エネルギーマネジメントシステムの導入 
■⼯場などでの排熱や未利用エネルギーの有効活用 

５）ICT のまちづくりへの活用 
 ■情報通信環境の充実 

■IoT や AI をはじめとする先端技術の導入 
６）移動や空間をシェアする環境負荷の少ない都市づくりの推進 
 ■移動⼿段をシェアする環境づくり 

■空間をシェアする環境づくり 
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（２）施策体系 

１）自然の⼒を取り込んだ快適な都市環境の形成 
■ヒートアイランド現象対策の推進 
・公園・緑地、河川沿いや崖線のみどりの保全・整備などにより、まとまりのあるみどりの

確保・創出を図ることでヒートアイランド現象による気温上昇の抑制を図ります。 
・⽣垣造成、屋上緑化、壁⾯やベランダ緑化などにより、建築物の蓄熱抑制や市街地の緑化

を推進し、ヒートアイランド現象による気温上昇の抑制を図ります。 
・保水性舗装、遮熱性舗装の活用や地表⾯被覆の改善などにより、路⾯温度上昇の抑制を図

ります。 
・⼤規模公園や河川などの適切な維持管理などによるクールスポットの形成を進めるととも

に、街路樹による歩道の緑陰確保などにより、熱負荷を軽減した快適な市街地の形成を図
ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出典】環境省︓水・⼤気環境局⼤気⽣活環境室 

 
■資源循環のまちづくり 
・環境施策と連携して、ごみの減量や資源のリサイクルを⽀援し、資源が循環する持続可能

なまちづくりを推進します。 
 
 
■水循環のまちづくり 
・水再⽣センターなどによる下水の再利用や⾬水の利用により、水資源の有効活用を図りま

す。 
・崖線のみどりの保全や公園・緑地などの整備、⾬水浸透施設の設置や透水性舗装の活用な

どにより、湧水の保全を図ります。 
・区内の貴重な⾃然環境である湧水地の活用を促進することで、水辺に親しめる環境を次世

代に継承します。 
 
 
 
 

 

 

【出典】気象庁︓ヒートアイランド現象の仕組みの概念図 



84 

２）施設・活動・移動の低炭素化の推進 
■公共施設・公共工事の低炭素化 
・公共施設の新築・改修の際に、新エネルギーや省エネルギー機器などの導入を推進します。 
・公共⼯事は、環境負荷の少ない仕様や⼯法を採用し、⽣態系や周辺環境、景観との調和に

配慮した環境にやさしい取組みを進めます。 
 
 
■移動環境の低炭素化の促進 
・公共交通の利便性・快適性の向上、⾃転⾞利用環境や歩⾏環境の向上を総合的にすすめ、

⾃動⾞交通の削減を図ります。 
・計画的な道路整備による交通渋滞の緩和、低公害⾞の導入促進など、⾃動⾞交通に伴う環

境負荷の低減を図ります。 
 
 
■低炭素型都市活動の推進 
・省エネ・節電に関する情報発信やエネルギー消費量の「⾒える化」の普及、環境経営の促

進により、低炭素型のライフスタイル・ワークスタイルの普及を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）環境問題への対応 
■産業・環境施策と連携した公害対策 
・⼤気汚染・騒音・振動といった公害の発⽣を防ぐため、緩衝帯の設置、建物・設備などの

適切な更新などを産業施策や環境施策と連携して進めます。 
・環境と共⽣したまちづくりを先導するため、環境にやさしい公共⼯事に取組むとともに、

低公害⾞の導入を推進します。 
・ごみの処理について、最新の公害防⽌設備により、地域への環境負荷を最⼩限にするため、

北清掃⼯場の建替えを東京二十三区清掃⼀部事務組合と連携して進めます。 
 
 
■騒音対策 
・⾃動⾞交通による騒音や振動を緩和するため、低騒音舗装など新たな素材・技術を導入す

るとともに、沿道環境に配慮した道路整備や渋滞緩和を進めます。 

 

【出典】環境省︓ 
エコジン 
2017 年 8・9 ⽉号 
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４）かしこいエネルギーの活⽤ 
■新エネルギー・省エネルギー機器の導入⽀援 
・家庭や事業所、集合住宅に対して、新エネルギー・省エネルギー機器の導入を⽀援し、エ

ネルギー使用の効率化を図った快適な環境整備を促進します。 
 
 
■地域エネルギーマネジメントシステムの導入 
・再開発や公共施設の更新・整備などの都市づくりの際に、エリア全体で運転管理情報の共

有化などの連携を⾏う地域エネルギーマネジメントシステムの導入を検討し、エネルギー
利活用の最適化を図ります。 

 
 
■工場などでの排熱や未利⽤エネルギーの有効活⽤ 
・廃棄物処理や供給処理の過程で発⽣する排熱の活用や、現在は利用されていない⾃然エ

ネルギーを有効活用する新技術導入の検討を促進します。 
 
 
 

５）ICT のまちづくりへの活⽤ 
■情報通信環境の充実 
・区外から多くの⼈が訪れる公共施設や文化施設などでは、社会や個⼈の⽣活スタイルの変

化に対応するユビキタスネットワーク※の充実を図るため、通信環境整備を促進します。 
 
 
■IoT や AI をはじめとする先端技術の導入 
・IoT や AI※などのまちづくりへの導入により、都市における様々な公共サービスの展開を

はじめ、区⺠のくらしや産業など次世代に向けたかしこいまちづくりを促進するとともに、
新たなまちの価値の創出を図ります。 

 
 
 

６）移動や空間をシェアする環境負荷の少ない都市づくりの推進 
■移動手段をシェアする環境づくり 
・カーシェアリングやシェアサイクルなど、環境負荷の少ない移動⼿段の導入を促進するな

どシェアリングエコノミ―の視点からも、地域交通環境の改善について検討を進め、環境
と共⽣する移動環境の形成を図ります。 

 
 
■空間をシェアする環境づくり 
・駐⾞場や空き店舗などを有効活用し、地域の交流やにぎわいを⽣む環境づくりを進めます。 
・多様な主体による公共空間の活用を促進することで、⼈と⼈のつながりによるにぎわいや

新たな価値を創出する環境づくりを進めます。 
・クールシェア※など多くの⼈が楽しい時間を過ごしながら空間をシェアする取組みについ

て、SNS※などによる情報発信も活用して普及に努めます。 
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４－５ 災害対応 「防災・減災  事前復興」 

目標︓災害による被害の軽減と復興に向けた備えのあるまち 
（１）基本的な考え方 

市街地の安全性を⾼めるため、防災都市づくり推進計画を踏まえた、防災⽣活圏の形成など
による震災対策や、⼤規模水害時の避難体制の構築、斜⾯崩壊対策などを進め、災害に強い都
市の形成を総合的に図ります。 

 
災害時には、安全な避難路や輸送路として避難者・救援⾞や救援物資などの流れを滞らせず、

迅速な復旧を進められるよう、都市インフラの整備・更新を計画的に進め、災害に強い都市構
造を形成するとともに、⼈と⼈のつながりを活かした地域の災害対応⼒の強化に向けたまちづ
くりを推進します。 

 
⼤規模災害の発⽣を⾒据えて、発災直後から継続的に都市活動が⾏えるように、必要となる

都市機能の維持に向けた備えや基礎情報の収集などにより、復旧体制の強化を図るとともに、
適切な復興に向けて、平時から、復興後の地域の骨格となる都市構造のあるべき姿について検
討を進めます。 

 
 
施策体系 
 

１）震災に強い市街地の形成 
 ■耐震化の促進 

■不燃化の促進 
■⽊造住宅密集地域の改善 
■危険な⽼朽建築物などの解消 
■道路や橋梁などの計画的な更新と⻑寿命化対策 

２）水害に強い市街地の形成 
 ■治水対策の推進 

■水害時の避難路の確保 
３）⼟砂災害に強い市街地の形成 
 ■斜⾯崩壊対策 

■⼟砂災害時の避難路の確保 
４）地域の災害対応⼒の向上 
 ■震災時の避難路の確保 

■各地区における避難空間の整備 
■救援物資などの輸送路の確保 
■⾃主防災組織や防災ボランティアの活動⽀援 
■基礎情報の収集 

５）⼤規模災害の発⽣を前提とした事前復興 
 ■危険性の周知 

■迅速な復旧・復興に向けた体制の強化 
■被災後のまちのあるべき姿の検討 
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震災に強い市街地形成方針図 
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水害・⼟砂災害に強い市街地形成方針図 
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避難路・救援物資輸送路確保の方針図 
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（２）施策体系 

１）震災に強い市街地の形成 
■耐震化の促進 
・病院・庁舎・学校など多くの⼈が利用する施設や集合住宅などの建築物においては、耐震

化を促進し、安全な市街地の形成を図ります。 
・庁舎や避難所となる学校などの安全性向上を重点的に進め、発災後の機能維持を意識した

防災拠点の形成を図ります。 
・建物倒壊危険度の⾼い地区※や⽊造住宅密集地域においては、建築物の耐震化を促進し、

安全な市街地の形成を図ります。 
 
 
■不燃化の促進 
・⽕災危険度の⾼い地区※や⽊造住宅密集地域においては、

⽼朽建築物の除却や建替えを促進しながら、重点的な
防災都市づくりを推進し、燃え広がらない安全な市街
地の形成を図ります。 

・幹線道路における沿道建築物の不燃化を促進すること
で、延焼遮断帯※の形成を確実に進め、防災⽣活圏の安
全性確保を図ります。 

・消防活動困難区域※のある地区では、主要⽣活道路の整
備を進め、同区域の解消を図ります。 

 
 
■⽊造住宅密集地域の改善 
・⽊造住宅密集地域においては、⽼朽建築物の除却や共同

建替えを促進するとともに、主要⽣活道路の整備や公園・
広場などの整備を推進し、⽊造住宅密集地域の改善を進
め、燃えない、倒れない、燃え広がらない安全な市街地
の形成を図ります。 

 
 
■危険な⽼朽建築物などの解消 
・建物所有者や管理者への協⼒要請・⽀援によって、⽼朽

建築物の除却や建替えなどを促進し、危険な⽼朽建築物
の解消を進めることで安全な市街地の形成を図ります。 

 
 
■道路や橋梁などの計画的な更新と⻑寿命化対策 
・北区公共施設等総合管理計画※、及び橋梁・公園に関する⻑寿命化計画※に基づき、都市イ

ンフラの計画的な点検・調査・補修⼯事を推進します。 
・⽼朽化している道路・橋梁・公園などの施設については、計画的な更新を進め、安全な都

市インフラの形成を図ります。 
 
 
 
 
 

不燃化が促進されたまち 

⽊造住宅密集地域 
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２）水害に強い市街地の形成 
■治水対策の推進 
・荒川沿いにおける⾼規格堤防及び隅田川沿いにおけるスーパー堤防の連続的な整備により、

治水能⼒の強化を図ります。 
・気候変動により、近年頻発する集中豪⾬の被害を軽減するため、貯留槽や⽌水板、⾬水浸

透ますの整備を促進するとともに、公共施設や⼤規模⺠間施設における⾬水流出抑制施設
の整備を推進し、水害に強い安全な市街地の形成を図ります。 

・河川防災ステーション※は、浸水に備えた資材の備蓄などにより水防拠点として活用し、
災害時の復旧体制の強化を図ります。 

 
 
■水害時の避難路の確保 
・東側の低地部と⻄側の台地部を結ぶ幹線道路の整備や更新を優先的に⾏い、⼤規模水害発

⽣時の避難経路の確保を図ります。 
・東側の低地部では、台地部への円滑な避難に向けた準備体制を構築し、水害時に⼈命を守

る市街地の形成を図ります。 
・台地部への避難が困難な際の垂直避難施設の確保を進めるため、⾼層建築物所有者との協

定を締結し、水害時に⼈命を守る市街地の形成を図ります。 
・荒川において浸水被害が想定される気象状況が確認され次第、タイムライン※に基づき、

警戒情報の周知や水防体制の構築を図り、浸水被害が発⽣する前に避難できる環境づくり
を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

北区ホームページ︓水害に備えましょう 

 

東京都 
マイ・タイムライン 
作成ガイドブック 
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３）⼟砂災害に強い市街地の形成 
■斜面崩壊対策 
・⼟砂災害を防⽌・軽減するための対策⽀援を推進します。 
・国や東京都との連携を図りながら、⼟砂災害防⽌に取り組みます。 
・崖線沿いを中心とした、⼟砂災害特別警戒区域や⼟砂災害警戒区域、⼈⼯崖を含む急傾斜

地崩壊危険箇所などの⼟砂災害の危険性の⾼い地区においては、危険性の周知を進めると
ともに、崖地の⼟地所有者や管理者による安全対策を促進します。 

・崖地における樹⽊の適正な管理、構造物の強化、浸⾷防⽌のための⾬水処理など、崖地の
安全性向上を図ります。 

 
 
■⼟砂災害時の避難路の確保 
・⼟砂災害の危険性の⾼い地区に近接する道路は災害時の避難路となるため、避難路に⾯し

た擁壁の安全対策を進め、避難路の安全確保を図ります。 
 

 
 
４）地域の災害対応⼒の向上 

■震災時の避難路の確保 
・北区無電柱化推進計画※に基づき、幹線道路などにおける無電柱化を計画的に推進します。 
・地震時のブロック塀などの倒壊危険性について、耐震アドバイザーの派遣などによる事前

点検を促進するとともに、倒壊危険性の⾼いブロック塀などについては、撤去や⽣け垣化、
フェンス化などを促進し、安全に避難できる市街地の形成を図ります。 

・震災時の避難路として荒川沿いにおける⾼規格堤防の活用を検討します。 
 
 
■各地区における避難空間の整備 
・各地区における地形や居住者などの特性を踏まえて、誰もが安心して避難できる環境の形

成を図ります。 
・⾼齢者や障害者、外国⼈など、誰もが正しい情報を得られるように、被災時の適切な情報

提供⼿段の確保を図ります。 
・避難所機能を担う公共施設の更新の際には、様々な避難所環境の知⾒を活かしその充実を

図ります。 
・⺠間事業者による開発の際には、避難空間として活用できる公開空地の確保を図ります。 
 
 
■救援物資などの輸送路の確保 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊

急輸送道路ネットワークの確保を図ります。 
・緊急輸送道路となっている主要幹線道路においては、沿

道建築物の耐震化、不燃化及び無電柱化を進め、安全な
物資輸送路の確保を図ります。 

・公共防災船着場※の整備及び平時からの利用促進により、
河川を利用した救援物資や帰宅困難者などの水上輸送路
の確保を図ります。 

 
 
 

公共防災船着場 
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■自主防災組織や防災ボランティアの活動⽀援 
・⾃主防災組織※や防災ボランティア※の育成を促進し、つながりの強い地域コミュニティを

活かした、⾃助、共助による災害対応⼒の⾼いまちの形成を図ります。 
・災害時の初動期における⼈命救助や初期消⽕の担い⼿となる消防団員について、消防署と

連携し普及に努めます。 
・震災や水害など地域の災害特性に応じた、防災訓練の定期的な実施を促進し、地域の災害

対応⼒の向上を図ります。 
 
 
■基礎情報の収集 
・平時から区⺠と⾏政の連携により、⾃主防災組織などによる地区内の避難⾏動要⽀援者の

把握及び発災時の避難体制を構築し、発災時にも安心して避難できる関係づくりを図りま
す。 

・区⺠と⾏政の連携により、各地区内の災害時に危険と想定される場所の把握を進めるとと
もに、双方で共有することで、発災時にも安心して避難できる環境づくりを図ります。 

 
 
 
５）⼤規模災害の発生を前提とした事前復興 

■危険性の周知 
・社会情勢などの変化に応じたハザードマップの⾒直しを⾏う

とともに、震災・水害・⼟砂災害の危険性の周知を推進し、区
⺠ひとりひとりの防災意識の向上を図ります。 

・⼤規模水害に備えた避難計画を策定し、水害発災時に安全、円
滑に避難できる環境づくりを進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

東京都公式の防災アプリ 
「東京都防災アプリ」 

北区⼟砂災害ハザードマップ 
抜粋「避難について」 
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■迅速な復旧・復興に向けた体制の強化 
・北区業務継続計画に基づき、震災時に必要となる業務体制の整備などの準備を⾏うことで、

応急対策業務とともに、震災時にも必要不可⽋な⾏政機能の継続や迅速な復旧を図れる環
境づくりを進めます。 

・区内の⺠間企業の震災などによる被害を最⼩限に抑え、中核的な事業の継続や迅速な復旧
を図るため、BCP（事業継続計画）の策定を促進します。 

・他⾃治体や NPO 法⼈、⺠間事業者などと連携し、⾷料や⽀援物資の供給・配送、要配慮者
への⽀援体制の構築などに関する防災協定の締結を進め、迅速な復旧に向けた体制づくり
を進めます。 

・北区社会福祉協議会や NPO 法⼈などとの連携を強化し、災害時に備えた訓練や準備を⾏
うことで、⼤規模災害発⽣後に、災害ボランティア活動を円滑に進めるための災害ボラン
ティアセンターの設置や運営を迅速に⾏えるよう環境づくりを進めます。 

 
 
■被災後のまちのあるべき姿の検討 
・東京都の「都市復興の理念、目標及び基本方針」に掲げる都市復興の目標である「被災を

繰り返さない、活⼒とゆとりのある⾼度成熟都市の実現」を踏まえ、被災後のまちのある
べき姿を平時から検討し、多様な主体が連携を図ることで目指すべき像を共有します。 

・社会情勢や都市事業の進捗に応じて、各種関連計画との整合を図りながら、被災後のまち
のあるべき姿について随時⾒直しを⾏います。 

・⽣活再建や経済再⽣にかかわる復興事業を中心に、復興に向けた取組方針を事前に明確に
し、早期の都市復興を目指します。 

・被災後には復興事業計画を円滑かつ早期に策定し、必要に応じて、都市計画事業に対する
特例措置を活用した復興事業を推進します。 
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第５章 地区別のまちづくり方針 
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第 5 章 地区別のまちづくり方針 
５－１ 地区別まちづくりの展開方針 

区全体の将来都市像の実現に向けて、地域や地区で展開するまちづくりの方向性と道筋を明ら
かにします。全体構想の⼟地利用の基本方針や分野別都市づくり方針を踏まえ、地区ごとのまち
の特徴、魅⼒、まちづくりの課題を整理した上で、まちの将来像と取組方針を⽰します。 

 
地区区分は、北区基本計画で⽰されている７地区を基本とします。鉄道と崖線を境に、⻄側が

台地部、東側が低地部になっている北区の地形的特徴を踏まえた地区区分です。 
 
⼀方で、東⻄の地区を結ぶ、赤羽駅周辺や十条・東十条駅周辺・王子駅周辺、田端駅周辺にお

いては「駅を中心としたコンパクトで活動的なくらし」の実現に向けて、地区間のまちづくり方
針を共有化することが重要です。 

 
そのため、交通の円滑化や都市機能の集積などにより、鉄道と崖線によるまちの分断を和らげ、

まちの活⼒を⼀層⾼める都市づくりを推進する観点から、鉄道駅を中心とする３地域の将来都市
像を設定し、その実現に向けて地区別のまちづくり方針を戦略的に展開します。 

 
 
3 地域及び７地区の将来像 

 
 
 

  

滝野川地域︓ 
豊かな歴史・文化が身近に
ある、利便性の⾼い多様な
交流が⽣まれるまち 

⾚⽻地域︓ 
水辺やみどりに囲まれた、
多様な機能が集積する利便
性の⾼いまち 

王子地域︓ 
ヒト・モノ・コトが集ま
る、にぎわいと豊かなうる
おいのあるまち 

浮間地区 

赤羽⻄地区 

赤羽東地区 

王子⻄地区 

王子東地区 

滝野川⻄地区 

滝野川東地区 

3 地域の将来都市像 ７地区のまちの将来像 

水辺やみどりを楽しめる、住・⼯が共存した
まち「浮間」 

快適な住まいと豊かな⾃然にめぐまれた、で
かけたくなるまち「赤羽⻄」 

利便性の⾼い、安心してくらせるにぎわいの
あるまち「赤羽東」 

地域に根付いた文化と、にぎわいのあるまち
「王子⻄」 

多様な機能が集積する、交流のあるまち「王
子東」 

ゆとりのある住環境と豊かな文化・⾃然に恵
まれたまち「滝野川⻄」 

地域に根付いた、鉄道を中心とした多様なに
ぎわいのあるまち「滝野川東」 

未
来
の
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
将
来
都
市
像 
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5-4 ~ 5-10 ７地区のまちづくり方針 
 

（５）取組方針 
・⼟地利用、分野別都市づくりの方針に基づく各地区の取組みを⽰します。 

◆⼟地利用     ◇おでかけ環境 
◇交流を育む魅⼒  ◇住環境 
◇環境共⽣     ◇災害対応 

（２）まちの魅⼒ 
・各地区らしさを形成する、主なまちの魅⼒要素について整理します。 
・各地区によって異なる特徴を際⽴たせるため、主なものを⽰します。 

ま
ち
の
今
を
把
握
す
る 

（４）まちの将来像 
・まちづくりの課題を解決することで、実現を目指す「まちの将来像」を⽰します。 

（３）まちづくりの課題 
・まちの特徴や魅⼒を踏まえ、魅⼒を磨き上げ、問題点を解消するために取組むべ

き「まちづくりの課題」を⽰します。 
 

（１）まちの特徴 
・ひと︓⼈口や世帯に関して、近年の動向や将来推計について整理します。 
・なりたち︓これまでの市街地の形成に関する概略を整理します。 

ま
ち
の
今
後
を
描
く 

5-3 ３地域の将来都市像 
・東⻄地区の交流を促進し、鉄道駅を中心としたコンパクトなまちづくりを進めていくた

めの道筋として、「３地域の将来都市像」を⽰します。 

5-2 地域・地区区分の設定 
・鉄道駅を中心に東⻄地区を⼀体的に捉えた 3 地域区分の考え方、及び具体的なまちづく

りの方向性を⽰す 7 地区区分の考え方を⽰します。 
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５－２ 地域・地区区分の設定 
本計画では、くらしの要として東⻄地区を結ぶ拠点となっている赤羽駅、十条駅・東十条駅と

王子駅、田端駅を中心に、赤羽地域、王子地域、滝野川地域の 3 地域を設定するとともに、各地
域の将来都市像の実現に向けた具体的なまちづくりの展開については、７地区別に整理していま
す。 

 
地区区分は、北区基本計画で⽰されている７地区区分を基本とし、コミュニティのまとまりで

ある町会・⾃治会連合会の区分や駅周辺で展開されているまちづくりの広がりを反映し、⼀部重
複して設定します。 

 
 

 

 

  

浮間地区 

赤羽⻄地区 

赤羽東地区 

王子⻄地区 
王子東地区 

滝野川⻄地区 

滝野川東地区 

⾚⽻駅 

十条駅 

王子駅 

東十条駅 

京浜東北線 
宇都宮線 
⾼崎線 

湘南新宿ライン 
上野東京ライン 

埼⽟スタジアム線 
南北線 埼京線 

田端駅 
三田線 

⽇暮⾥・舎⼈ライナー 

⼭⼿線 

東京さくらトラム 
（都電荒川線） 

赤羽地域 

王子地域 

滝野川地域 

3 地域区分図 

７地区区分図 

※各地区の区域は 
⼀部重複しています。 
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地区設定の考え方  
 
●基本計画における地域区分の考え方 

・北区は武蔵野台地の崖下線に沿って
JR 線が⾛り、区の中央を東⻄に横断
している環状７号線が通り、荒川、隅
田川、新河岸川、⽯神井川が流れてい
ます。 

・そうした鉄道や幹線道路、河川により
分けられる区域は、区⺠の⽇常⽣活圏
や地域のコミュニティ形成上、概ねひ
とつのまとまりになっています。 

 
 
 
 
 
●町会・自治会連合会に基づく区域区分 

・区内には、地域の活動拠点となる地域
振興室が 19 室あり、各地域振興室の
管轄区域を単位に町会⾃治会連合会が
構成されています。 

・⼀部の地域振興室の管轄区域は、鉄道
や幹線道路を跨いだ区域になってお
り、基本計画における７地区区分と⼀
部異なる区域があります。 

 
 
 
 

 
 

●駅周辺のまちづくりの対象区域 
・赤羽駅、十条駅、王子駅周辺のまちづ

くりが進んでいますが、王子駅や十条
駅周辺のまちづくりの対象区域が現⾏
計画の地区区分を跨いでいます。 

・赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング
構想の対象区域は、赤羽地域の中心に
なっています。 

・十条地区まちづくり基本構想の対象区
域は、基本計画における王子地域と赤
羽地域を跨いだ区域になっています。 

・王子駅周辺まちづくりグランドデザイ
ンの対象区域は、基本計画における王
子地域と滝野川地域を跨いだ区域にな
っています。 
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５－３ ３地域の将来都市像 

北区は崖線を境に⻄側が台地部、東側が低地部となっており、東⻄を結ぶ赤羽駅周辺や十条・
東十条駅周辺、王子駅周辺、田端駅周辺は、「駅を中心としたコンパクトで活動的なくらし」を
目指す上で重要な役割を担っています。 

 
東⻄の交通の円滑化や都市機能の集積などにより、まちの交流を促進し、まちの活⼒を⼀層

⾼めることで区全体の「将来都市像」を実現するため、駅周辺を中心とした赤羽地域、王子地
域、滝野川地域の 3 地域の将来都市像を設定します。 

 

（１）⾚⽻地域の将来都市像 

 

・赤羽駅を中心として地域公共交通の利便性が向上し、活気ある商店街などを中心としたに
ぎわいが形成されています。 

・荒川や新河岸川、⼤規模な公園に恵まれるとともに、アスリートが集う施設が⽴地し、う
るおいとスポーツや地域の文化を楽しめる環境が形成されています。 

・市街地再開発事業の促進などにより駅前周辺にまとまった空地が創出され、地域全体の滞
留機能が⾼まることにより、にぎわいや新たな価値が創出される場となっています。 

・駅を中心とした地域公共交通の利便性向上や ICT などの先端技術の活用・シェアリングな
どが図られるとともに、新しい都市施策の社会実験が実施され、未来の都市のあり方、ラ
イフスタイルを模索する環境が形成されています。 

・都市型産業が住宅と共存し、⾼い⽣産性を維持しています。 
 

（２）王子地域の将来都市像 
 

・駅を中心に、働く場や買い物などを楽しむ場が形成されています。また、商店街は、地域
主体による多様な活動の場としてもにぎわっています。 

・⾶⿃⼭や⽯神井川などの四季の変化を楽しめる環境をはじめ、誰もが歩きたくなるルート
が形成されています。 

・駅を中心とした地域公共交通の利便性向上や ICT などの先端技術の活用・シェアリングな
どが図られるとともに、新しい都市施策の社会実験が実施され、未来の都市のあり方、ラ
イフスタイルを模索する環境が形成されています。 

 
（３）滝野川地域の将来都市像 

 

・都心への近接性を活かした利便性の⾼い複合的な機能を持つ市街地が形成されています。 
・駅を中心とした地域公共交通の利便性向上が図られています。 
・ICT などの先端技術の活用やシェアリングなどによる、⼯場などを持たないものづくりな

ど新しい働き方ができる環境が形成されています。 
・東京さくらトラム（都電荒川線）などによる移動を楽しめる環境と、地域の歴史・文化資

源の保全や活用がされることにより、地域の魅⼒が発信されています。 

ヒト・モノ・コトが集まる、にぎわいと豊かなうるおいのあるまち 

豊かな歴史・文化が身近にある、利便性の⾼い多様な交流が生まれるまち 

水辺やみどりに囲まれた、多様な機能が集積する利便性の⾼いまち 
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５－４ 浮間地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・⼯場などの跡地におけるマンション建設により子育て世代が増加傾向にあります。 
・⽐較的⾼齢化率が低くなっています。 
・2033 年まで年少⼈口、⽣産年齢⼈口は増加が⾒込まれています。 
・世帯数は今後も増加傾向が続くと⾒込まれています。 

 
 

なりたち 
・⼤正末期の荒川の改修⼯事の結果、埼⽟県から東京都に編入されました。 
・昭和前半には、⼟地区画整理事業による都市基盤整備が⾏われ、製造を中心とした⼯場

などが建設され、戦後も⼯場の⽴地とともに市街化が進み、1950 年代には水田は消滅
しました。 

・昭和後半には、⼯場の移転に伴い跡地に集合住宅が建設されはじめました。更に、JR 埼
京線が開通したことにより、交通利便性が⾼まりマンションの建設が進みました。 

  

浮間舟渡駅前の通り 

浮間つり堀公園 

浮間の桜並⽊ 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  JR 埼京線が通り、池袋駅、新宿駅、渋⾕駅まで乗り換

えのないアクセス・移動など、交通利便性が⾼くなって
います。 

 
  新河岸川沿いをはじめ⼯場が多く⽴地しており、区内を

代表する産業集積地となっています。 
 
 
 
うるおいとやすらぎ 

  荒川と新河岸川に囲まれ、水辺空間に恵まれた環境と
なっており、荒川河川敷の整備が進められています。 

 
  江⼾時代からの⾏楽地となっていた浮間ヶ原の桜草や、

氷川神社の例祭、水難防⽌を祈願するマンゴリ（万垢
離）※など、古くからの歴史文化が残っています。 

 
  荒川緑地の開放的な空間や新河岸東公園などがあり、

スポーツ、健康づくりを身近にできる場所に恵まれて
います。 

 
  江⼾時代には浮間地区に住んでいる家は全⼾檀家であ

った観音寺や、⼤宮氷川神社から勧請したとされ、か
つての浮間村の鎮守社であった氷川神社など、古くか
ら地域に親しまれた寺社があります。 

 
  区内で唯⼀⽣産緑地が残っています。 

 
 
人と人のつながり 

  ⼯場跡地などの⼟地利用転換により、マンションの建
設が進み、年少⼈口の増加と相まって子育て世代が増
加傾向にあります。子育て⽀援施設や地域施設を複合
化した⼩・中学校の改築など、子ども、地域、PTA の
交流環境が充実しています。 

  かつて、荒川沿いの浮間ヶ原と呼ばれた桜草の群⽣地
は、地域の浮間桜草保存会の⼈々の⼿によって浮間ヶ
原圃場として再⽣が図られ、毎年 4 ⽉の開花の時期に
は、浮間さくら草祭りでにぎわっています。⻄浮間⼩
学校では、保存会のメンバーが年間を通して栽培方法
を指導しており、全校児童が⼀⼈⼀鉢ずつ栽培し、地
域との交流を深めています。 

区内を代表する産業集積地 

新河岸東公園 

⽣産緑地 

浮間ヶ原の桜草圃場（ほじょう） 

【出典】北区 HP 
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（２）まちづくりの課題 
・⼯場跡地におけるマンション建設が進んでいることから、操業環境を保全するとともに、

住・⼯が共存したまちの形成が求められています。 
 
・都心への移動が便利である⼀方、地区内における鉄道駅までの交通利便性の向上が求めら

れています。 
 

・浮間ヶ原の桜草や、氷川神社の例祭、マンゴリ（万垢離）などの、古くからの歴史・文化
資源を、次世代に継承していくことが求められています。 

 
・健康づくりや交流を⼀層促進する環境づくりを進めていくため、公園や河川敷へのアクセ

ス性や地区内の回遊性を⾼める必要があります。 
 

・荒川と新河岸川など、水辺空間の更なる活用を図っていくとともに、水害への対応⼒の向
上が求められています。 

 
 
 

（３）まちの将来像 

水辺やみどりを楽しめる、住・工が共存したまち「浮間」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

・⼯場が⽐較的⽴地していることから、既存⼯場の操業環境と集合住宅などの住環境が共存し
た市街地の形成を目指します。 

 
・荒川、新河岸川などの水辺やみどりが身近にあることから、水害などの災害に強い、水辺や

みどりを活かした市街地の形成を目指します。 
 
 

 
（４）取組方針 

◆⼟地利用 
■浮間舟渡駅周辺のまちづくりの推進 

・⽣活利便機能の⽴地を誘導するとともに、鉄道駅の利便性、安全性の向上を進めるこ
とで、板橋区との連携による⼀体的な地区連携拠点の形成を図ります。 

 
 

■北赤羽駅周辺のまちづくりの推進 
・集合住宅の建設などによる⼈口増加に対応する⽣活利便機能の⽴地を誘導し、⽇常的

なくらしを⽀える⽣活中心拠点の形成を図ります。 
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■住・⼯が共存した市街地の形成 
・⼯場の操業環境の保全に配慮しつつ住宅などの⽴地に際して適切な誘導を⾏い、住・

⼯が共存した市街地の形成を図ります。 
 
 
 

◇おでかけ環境 
■浮間舟渡駅周辺のバリアフリー化 

・浮間舟渡駅前広場におけるバリアフリー化をはじめとした再整備により、より安全で
快適な交通環境の形成を図ります。 

 
 

■新河岸東公園へのアクセス性の向上 
・新河岸東公園への経路について、ユニバーサルデザインに配慮した歩⾏環境の整備を

進めるとともに、分かりやすい公共サインなどを整備することにより、アクセス性の
向上を図ります。 

 
 
 
◇交流を育む魅⼒ 

■浮間公園や新河岸東公園の保全 
・浮間公園や新河岸東公園の保全を図るとともに、公

共空間としてより柔軟な活用を促進することで、水
辺とみどりを活かした交流を⽣む環境づくりを進
めます。 

 
 

■⺠有地の緑化 
・集合住宅や⼤規模⼯場の建設などの際には、緑化基

準に基づき、接道部などを中心とした緑化を促進し、
みどり豊かな市街地の形成を図ります。 

 
 

■荒川の水辺空間の活用 
・荒川の水辺空間の保全を図るとともに、河川敷の活用可能性やアクセス性の改善につ

いて検討し、河川とまちが⼀体となった水に親しめるまちづくりを推進します。 
 
 

■⽣産緑地の保全 
・⽣産緑地については、農に触れられる貴重な環境として保全を図ります。 
 
 

 
◇住環境 

■公営住宅のストック活用の推進 
・公営住宅の⻑寿命化を図るとともに、多様なライフスタイルを⽀える住環境の形成を

図ります。 
 

浮間公園 
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■⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 
・既存住宅ストックの有効活用や適切な維持管理、防災・防犯性の向上など、⾼齢者も

安心して⽣活できる住環境の形成を図ります。 
・荒川河川敷や浮間公園などへのアクセス路や商店街などの歩⾏環境の整備を進め、歩

いてくらせる市街地の形成を図ります。 
 
 
 

◇環境共⽣ 
■水辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 

・荒川・新河岸川、浮間公園などの水辺環境や公園・緑地の保全・整備などにより、ま
とまりのあるみどりの確保・創出を図ることでヒートアイランド現象による気温上昇
の抑制を図ります。 

・河川や親水公園などの適切な維持管理による水辺の涼しさを活かしたクールスポット
の形成を進めるとともに、街路樹による歩道の緑陰確保などにより、熱負荷を軽減し
た快適な市街地の形成を図ります。 

 
 

■新河岸川の水辺空間・親水空間の保全 
・新河岸川の水質改善やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空

間・親水空間の保全を進めます。 
 
 
 

◇災害対応 
■水害対策の推進 

・荒川における⾼規格堤防整備事業を促進し、水害への対応⼒を⾼めるとともに、その
機会を活用した親水空間の整備を進め、魅⼒ある水辺空間の形成を図ります。 

・低地部における⼤規模水害時の対応として、既設施設及び新たに建設予定の施設など
に対し、水害時垂直避難施設の確保を促進します。 

・河川防災ステーションにおける資材備蓄などを推進し、水害時の拠点としての備えを
進めるとともに、平時からの防災に関する普及啓発活動などを推進します。 

 
 

■防災船着場の平時からの活用 
・災害時の円滑な利用に向けた平時からの利用を促進することで、災害時にも安定した

水上輸送路の確保を図ります。 
 
 

■避難路・輸送路の確保 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確

保を図ります。 
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【将来像】 
水辺やみどりを楽しめる、住・工が共存したまち「浮間」 

浮間地区まちづくり方針図 
 

 
 
  

北⾚⽻駅 
・駅周辺のまちづくりの推進 

浮間舟渡駅 
・駅周辺のバリアフリー化の

推進 
荒川緑地 
・水辺空間の活用 

新河岸川 
・水辺・親水空間の保全 
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◆⼟地利⽤ 
■浮間舟渡駅周辺のまちづくりの推進 
■北赤羽駅周辺のまちづくりの推進 
■住・工が共存した市街地の形成 

◇おでかけ環境 
■浮間舟渡駅周辺のバリアフリー化 
■新河岸東公園へのアクセス性の向上 

◇交流を育む魅⼒ 
■浮間公園や新河岸東公園の保全 
■⺠有地の緑化 
■荒川の⽔辺空間の活⽤ 
■⽣産緑地の保全 

◇住環境 
■公営住宅のストック活⽤の推進 
■高齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 

◇環境共⽣ 
■⽔辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 
■新河岸川の⽔辺空間・親⽔空間の保全 

◇災害対応 
■⽔害対策の推進 
■防災船着場の平時からの活⽤ 
■避難路・輸送路の確保 
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５－５ ⾚⽻東地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年から 2016 年にかけての⼈口が 9.5％増加しています。区内でも⽣産年齢⼈口

が特に増加傾向にあります。 
・年少⼈口は 2033 年まで、⽣産年齢⼈口は 2028 年まで増加が⾒込まれています。 
・世帯数は今後も増加傾向が続くと⾒込まれています。 
 

 
なりたち 
・江⼾時代、⽇光御成道の宿場町であり、荒川の渡しに隣接した岩淵宿として栄えました。 
・明治時代には、赤羽駅が開設されたことにより、鉄道の要衝として発展し、⼤正時代に

なると河川沿いに⼯場が増え、市街化が始まりました。関東⼤震災後には、市街化が加
速し⽊造住宅密集地域が形成されました。昭和初めには、岩淵水門が完成したことで、
⼤規模な河川の氾濫がなくなりました。 

・戦時中は、駅周辺が空襲による被害を受け、戦後に区画整理が⾏われました。 
・戦後は、戦前にも増して、店舗や映画館などが集積する商業のまちへと発展し、志茂や

神⾕などの⼯場にも活気が戻ったことを受け、買回りのための商店街が形成されてきま
した。 

・その後、⼯場は減少し、跡地などにマンションや商業施設が⽴地したことで、住・商・
⼯が混在する市街地が形成されました。 

・1991 年には、東京メトロ南北線が開業し、市街地の利便性がさらに⾼まりました。 
・近年では、赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会により、「赤羽駅東口地区まちづくりゾ

ーニング構想」が策定されました。このゾーニング構想を基軸に赤羽駅周辺まちづくり
が展開されており、今後市街地再開発事業などが進められる予定です。 

 

  

新旧岩淵水門（⻘水門・赤水門） 

八雲神社 沿川の⼯場 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  交通結節点となる JR 埼京線・京浜東北線など５路線が通

る赤羽駅、東京メトロ南北線の赤羽岩淵駅、志茂駅が⽴地
していることで、地区内の多くが鉄道駅から 500m の徒
歩圏域に含まれており、区内外への交通利便性が⾼くなっ
ています。 
 

  赤羽駅周辺は区内最⼤の商業集積地となっています。⼤規
模な商業施設があるとともに、地域に密着した商店や飲⾷
を中心とした商店街が集積している地区でもあり、地域住
⺠や来街者の交流が⽣まれる、にぎわいのあるまちが広が
っています。 
 

  隅田川沿川の⼀部地区には⼯場が集積しており、⼯業地域として区内の産業活⼒を創出して
います。 

 
 

うるおいとやすらぎ 

  荒川・隅田川・新河岸川の水辺空間に恵まれており、広い
河川敷などレクリエーションや憩いの場となっています。 

 
  赤羽東地区の近代化のきっかけになった赤水門として親

しまれている旧岩淵水門や、旧岩淵水門の⽼朽化に伴い整
備された⻘水門の岩淵水門があり、荒川の治水の歴史を感
じられる地域資源が残っています。 
 

  荒川緑地の開放的な空間や赤羽体育館などがあり、スポー
ツ、健康づくりを身近にできる場所に恵まれています。 

 
  北区指定無形⺠俗文化財※に指定されている白酒祭（オビ

シャ⾏事）が⾏われる志茂熊野神社や、⽇光御成道の岩淵
宿鎮守であった八雲神社、徳川家光より寺領として 10 ⽯
余を賜っていた宝幢院、鎌倉時代に開創された志茂地区の
代表的な寺院である⻄連寺など、まちの歴史や文化を感じ
られる地域資源が残っています。 

 
 

人と人のつながり 
  商店街を中心に、地域や⼤学と協働で開催される「赤羽⾺⿅祭り」など、地域のつながりを

活かしたにぎわいづくりが⾏われています。 
 

 
 
 

赤羽⼀番街 

熊野神社の白酒祭 

赤羽体育館 

【出典】北区 HP 
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（２）まちづくりの課題 
・近年、⼯場の移転に伴い、跡地に集合住宅などが建設され、住・⼯が調和した⼟地利用の

誘導やまちなみの形成が求められています。 
 
・地区内の東⻄を結ぶバス路線がないことから、地区内における交通利便性の向上が求めら

れています。また、区内外から⾃転⾞で赤羽駅を訪れる⼈が多く、鉄道駅周辺の駐輪場整
備や放置⾃転⾞対策など安全な⾃転⾞利用環境が求められています。 

 
・河川の水辺空間は、⽣物の⽣息空間にもなっており、⽣物多様性の視点からも貴重な環境

となっているため、水辺空間の保全・活用を進めていくことが必要です。 
 
・まちの歴史・文化資源を、住⺠との協働により保全・活用しながら、次世代に継承してい

くことが必要です。 
 
・古くから住んでいる住⺠とマンションなどに移住してきた新住⺠との交流を促進するとと

もに、地域コミュニティの形成を図ることで、災害時の助け合いやにぎわいづくりを⽀え
る地域のつながりを強めることが求められています。 

 
・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、

地域の交流の場としていくことが求められています。 
 
・志茂地区などの⽊造住宅密集地域が残る地区では、オープンスペースの確保や⽼朽建築物

の更新などによる燃え広がらないまちづくりや、震災時に避難路となる主要な道路の沿道
建築物の不燃化などによる安全性の確保が求められており、継続的に防災まちづくりを進
めることが必要です。 

 
・地区全域が低地であることから、水害危険性の周知を図るとともに、⼤規模水害発⽣時の

台地部への避難路の確保が求められています。 
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（３）まちの将来像 

利便性の⾼い、安心してくらせるにぎわいのあるまち「⾚⽻東」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

・鉄道駅の利便性を最⼤限に発揮するために、鉄道駅周辺のまちづくりを展開し、駅を中心と
した利便性の⾼い市街地の形成を目指します。 
 

・地域に密着した商店街や、隅田川沿いなどに地域産業の活⼒となる⼯場が⽴地することから、
住・商・⼯の複合的な活気のある市街地の形成を目指します。 

 
・地区内全域に水害の危険性があり、また、志茂地区など⽊造住宅密集地域もあることから、

災害への対応⼒が⾼い市街地の形成を目指します。 
 
 
 
（４）取組方針 

◆⼟地利用 
■赤羽駅東口地区における市街地再開発事業を契機としたまちづくり 

・赤羽駅周辺の⼤街区化などによる都市機能の更新を
図ることで、⾼度利用を促進し、都市中心拠点とし
てふさわしい利便性の⾼いにぎわいのある市街地の
形成を図ります。 

・市街地再開発事業を契機とした周辺環境の整備を図
るとともに、⺠間開発を誘導し、住宅を重点的に供
給することで、居住地としても選ばれる市街地の形
成を図ります。 

 
 
■志茂地区のまちづくりの推進 

・研究施設への転換や⼤学・企業間での連携などにより、先端技術を活用し、都市型産
業への転換を検討しながら、既存⼯場の操業環境の保全と住環境との調和を進め、住・
⼯が共存した市街地の形成を図ります。 

・志茂駅周辺においては、⽣活利便施設などの⽴地を促進することで、持続的な⽣活を
⽀える地区連携拠点の形成を図ります。 

 
 

■環状７号線沿線⼟地利用の誘導 
・沿道地区計画に基づく、適切な⼟地利用を誘導し、幹線道路の沿道にふさわしい⼟地

利用と環境の整備を図ります。 
 

 

  

赤羽駅周辺 
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◇おでかけ環境 
■赤羽駅の安全性向上 

・赤羽駅及びその周辺のバリアフリー化を進め、安全で快適に利用できる交通結節機能
の強化を図ります。 

 
 
■道路整備の推進 

・補助 85 号線、補助 86 号線などの都市計画道路をはじめとした道路整備を推進し、快
適で利便性の⾼い交通環境の形成を図ります。 

・放射 10 号線の未整備区間は、望ましい整備の在り方について検討します。 
 
 

■総合的な駐輪対策の推進 
・赤羽駅や赤羽岩淵駅、志茂駅周辺などにおいては、⺠間事業者などと協⼒しながら、

誰もが利用しやすい駐輪場の整備など駐輪対策を促進することで、快適な⾃転⾞利用
環境の形成を図ります。 

 
 
 

◇交流を育む魅⼒ 
■⺠間事業による良好な公共空地の整備促進 

・赤羽駅東口地区における市街地再開発事業など、⺠間事業者による開発と連携した良
好な公共空地の整備を進めます。 

 
 

■荒川緑地の活用 
・新荒川⼤橋野球場やバーベキュー広場など、開放的

なレクリエーション空間としての活用を促進する
ことで、水辺やみどりを活かした交流とにぎわいを
育む環境を形成します。 

・水質改善やみどりの適切な管理により、⽣物多様性
の保全を図るとともに、北区・子どもの水辺などに
代表される、⾃然体験や環境教育の場としての活用
を促進します。 

 
 

■隅田川沿川地区の良好な景観づくりの推進 
・景観形成重点地区である隅田川沿川地区では、北区景観づくり計画の景観形成基準に

基づき、水辺の開放感と歴史を感じる豊かな都市文化と調和した隅田川らしい景観の
保全・形成を促進します。 

 
 

■みどりの協定などによるまちなかの緑化の推進 
・住⺠などによるみどりの維持管理や緑化を促進し、みどり豊かな市街地の形成を図り

ます。 
 
 
 

荒川緑地 
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■沿川における散策ネットワークの形成 
・河川沿川の散策路の整備を推進するとともに、鉄道駅からのアクセス路の歩⾏環境の

整備を進めることで、荒川や隅田川の水辺を活かした快適な散策ネットワークの形成
を図ります。 

 
 
 
◇住環境 

■商店街の空き店舗を活用したにぎわいづくり 
・赤羽駅周辺などの商店街においては、空き店舗など

を活用した開業促進や、地域交流の場の形成による
居場所づくりを進めることで、商店街の活性化を図
ります。 

 
 
■旧赤羽中学校跡地を活用した医療・福祉施設の整備の推進 

・学校施設跡地利活用計画に基づき、旧赤羽中学校跡地の用地を活用した、医療・福祉
施設の整備を推進し、誰もが安心して⽣活できる⽣活環境の形成を図ります。 

 
 
■赤羽駅周辺のまちづくりと連動した赤羽⼩学校の検討 

・市街地再開発事業など、まちづくりの事業化の動きに合わせて、地域の拠点施設であ
る赤羽⼩学校について、教育環境の確保とまちづくりの推進の両⾯から、そのあり方
を検討します。 

 
 

■赤羽駅周辺の公共施設の効率的な更新の検討 
・赤羽会館など駅周辺の⼤規模公共施設は経年による⽼朽化などを迎えていることから、

各施設の特性などを十分に踏まえたうえで、効率的な更新などについて検討します。 
 
 
■施設⼀体型⼩中⼀貫校の設置に向けた取組みの推進 

・「北区神⾕中サブファミリー施設⼀体型⼩中⼀貫校全体構想」に基づく施設⼀体型⼩中
⼀貫校の設置に向けた取組みを推進し、快適な教育環境の形成を図ります。 

 
 
 
◇環境共⽣ 

■水辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 
・荒川・新河岸川、隅田川の水辺環境や公園・緑地の保全などにより、まとまりのある

みどりの確保・創出を図ることでヒートアイランド現象による気温上昇の抑制を図り
ます。 

・河川などの適切な維持管理による水辺の涼しさを活かしたクールスポットの形成を進
めるとともに、街路樹による歩道の緑陰確保などにより、熱負荷を軽減した快適な市
街地の形成を図ります。 

 
 
 

地域交流の場（コトイロ） 
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■新河岸川の水辺空間・親水空間の保全 
・新河岸川の水質改善やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空

間・親水空間の保全を進めます。 
 
 

■環境に配慮した清掃⼯場の建替えの推進 
・「東京二十三区清掃⼀部事務組合⼀般廃棄物処理基

本計画」に基づく北清掃⼯場の建替え事業は、同組
合と連携し、周辺の住環境との調和を図ります。 

 
 

■カーシェアリングやシェアサイクルの導入促進 
・鉄道駅周辺などにおいて、⺠間事業者などと協⼒し

ながら、カーシェアリングやシェアサイクルの導入
を促進し、環境負荷の低い移動環境の形成を図りま
す。 

 
 

■遊休地を活用したポケットパークなどによるにぎわいづくり 
・鉄道駅や商店街の周辺において、遊休地を時限的なポケットパーク※などとして活用

するなど、新たなまちのにぎわいづくりを進めます。 
 
 
 

◇災害対応 
■志茂地区の防災まちづくりの推進 

・⽊造住宅密集地域が残る地区における建築物の不燃
化や耐震化を促進し、安全な市街地の形成を図りま
す。 

・⽊造住宅密集地域の主要⽣活道路など、モデル事業
としての狭あいな道路における無電柱化を進め、安
全な避難路の確保を図ります。 

・防災街区整備地区計画に基づき、適切な⼟地利用を
誘導し、地区特性に応じた快適で安全な市街地の形
成を図ります。また、防災街区整備事業による共同
化建替えを進め、安全な市街地の形成を図ります。 

・都市防災不燃化促進事業※などによる地区防災道路沿道の建築物の耐⽕構造への更新
を促進することで、安全な市街地の形成を図ります。 

 
 

■補助 86 号線の整備 
・延焼遮断帯の形成、災害時における安全な避難路の確保、緊急⾞両の通路確保による

円滑な救助・救援活動及び⼤規模水害時の台地部への避難などを可能にするため、整
備を促進します。 

・道路事業とあわせて、都市防災不燃化促進事業などによる沿道の不燃化を促進し、延
焼遮断帯の形成を進めます。 

 
 

北清掃⼯場 

防災街区整備事業区域 
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■水害対策の推進 
・荒川における⾼規格堤防整備事業及び隅田川におけるスーパー堤防整備事業を促進し、

水害への対応⼒を⾼めるとともに、その機会を活用した親水空間の整備を進め、魅⼒
ある水辺空間の形成を図ります。 

・低地部における⼤規模水害時の対応として、既設施設及び新たに建設予定の施設など
に対し、水害時垂直避難施設の確保を促進します。 

・洪水から荒川下流の⼈々のくらしを守ってきた、歴史的な価値もある旧岩淵水門や、
荒川流域の交流拠点でもある荒川知水資料館（アモア）などを活用し、水害に関する
普及啓発活動を進めます。 

・隣接区とも連携しながら、水害時に安全に避難できる適切な避難場所について検討し
ます。 

 
 

■防災船着場の整備 
・防災船着場の整備を進めるとともに、災害時の円滑な利用に向け、平時からの利用を

促進することで、災害時にも安定した水上輸送路の確保を図ります。 
 
 

■避難路・輸送路の確保 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確

保を図ります。 
 
 

  

荒川緑地と防災船着場 
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【将来像】 
利便性の⾼い、安心してくらせるにぎわいのあるまち「⾚⽻東」 

⾚⽻東地区まちづくり方針図 
 

  

新河岸川 
・水辺・親水空間の保全 

荒川緑地 
・緑地の活用 

隅田川 
・沿川地区の景観づくりの推進 
・散策ネットワークの形成 

⾚⽻駅 
・赤羽駅東口地区市街地

再開発事業を契機とし
たまちづくりの推進 

・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 

志茂地区 
・防災まちづくりの推進 

⾚⽻岩淵駅 
・駐輪対策の推進 

志茂駅 
・駐輪対策の推進 
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  ◆⼟地利⽤ 

■赤羽駅東口地区における市街地再開発事業を契機としたまちづくり 
■志茂地区のまちづくりの推進 
■環状７号線沿線⼟地利⽤の誘導 

◇おでかけ環境 
■赤羽駅の安全性向上 
■道路整備の推進 
■総合的な駐輪対策の推進 

◇交流を育む魅⼒ 
■⺠間事業による良好な公共空地の整備促進 
■荒川緑地の活⽤ 
■隅⽥川沿川地区の良好な景観づくりの推進 
■みどりの協定によるまちなかの緑化の推進 
■沿川における散策ネットワークの形成 

◇住環境 
■商店街の空き店舗を活⽤したにぎわいづくり 
■旧赤羽中学校跡地を活⽤した医療・福祉施設の整備の促進 
■赤羽駅周辺のまちづくりと連動した赤羽小学校の検討 
■赤羽駅周辺の公共施設の効率的な更新の検討 
■施設一体型小中一貫校の設置に向けた取組みの推進 

◇環境共⽣ 
■⽔辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 
■新河岸川の⽔辺空間・親⽔空間の保全 
■環境に配慮した清掃工場の建替えの推進 
■カーシェアリングやシェアサイクルの導入促進 
■遊休地を活⽤したポケットパークなどによるにぎわいづくり 

◇災害対応 
■志茂地区の防災まちづくりの推進 
■補助 86 号線の整備 
■⽔害対策の推進 
■防災船着場の整備 
■避難路・輸送路の確保 
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５－６ ⾚⽻⻄地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年から 2016 年にかけて、⽣産年齢⼈口が 5.1％減少しており、働き盛りの世代

が減少しています。 
・区内でも⾼齢化率が 29.8％と⾼くなっており、⾼齢者⼈口が増加傾向にあります。 
・2028 年以降、⼈口も世帯数も減少傾向に転じると⾒込まれています。 

 
 

なりたち 
・古くからの農村地であり、巨⼤都市江⼾を⽀える野菜⽣産地でした。 
・明治時代に赤羽駅が開設されたことをきっかけに、市街化が進みました。その後、多く

の軍事施設が⽴地し、赤羽駅の利用者が増え、商店街が形成されました。 
・関東⼤震災後には市街化が加速し、⽊造住宅密集地域が形成される⼀方、⻄が丘では⼟

地区画整理事業が⾏われ、良好な都市基盤が整備されました。 
・戦後には、軍事施設跡地に⼤規模団地や公園・公共施設などが整備されました。この時

期に建設された、UR 赤羽台団地や都営桐ケ丘団地などの⼤規模団地の建替えが進んで
います。 

・赤羽駅⻄口では、駅前の⽊造密集地域において、市街地再開発事業が⾏われ、駅前広場
などの基盤が整備されました。また、北赤羽駅赤羽口でも埼京線の開通に合わせて、市
街地再開発事業が⾏われ、基盤整備が⾏われました。 

・近年では、UR 赤羽台団地とともに建設された赤羽台中学校の跡地を中心に、東洋⼤学
赤羽台キャンパスが建設されました。また、⻄が丘においては、公共施設用地に味の素
ナショナルトレーニングセンターなどスポーツ施設が建設されました。 

  

赤羽緑道公園 

稲付の餅搗唄 

ふるさと農家体験館 

静勝寺 

【出典】北区 HP 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  交通結節点となる JR 埼京線・京浜東北線など５路線が

通る赤羽駅、JR 埼京線の北赤羽駅があり、都心への交通
利便性が⾼くなっています。 

 
  赤羽駅前には再開発事業により誘致された⼤規模商業施

設が⽴地するとともに、地域に密着した商店街が集積し
ています。 

 
うるおいとやすらぎ 

  赤羽⾃然観察公園、桐ケ丘中央公園、清水坂公園など、
⼤規模な公園が⽴地するとともに、赤羽緑道公園や赤羽
台公園、UR 赤羽台団地や都営桐ケ丘団地内の緑地など
みどり豊かな環境となっています。 

 
  稲付城跡に建⽴された静勝寺や、赤羽根村、下村、袋村、

岩淵宿、稲付村の総鎮守であった赤羽八幡神社など、太田
道灌とのゆかりの深い寺社があります。 

 
  かつての上野東照宮の御本殿が移築されたという伝説がある香取神社、徳川家光の御朱印

を賜った法真寺などがあり、まちの歴史や文化を感じられる地域資源が残っています。 
 
  赤羽⾃然観察公園には、北区指定文化財である旧松澤家住宅が移築復元され、かつての農

村⾵景を再現した体験学習施設として活用されています。 
 

  2001 年に味の素ナショナルトレーニングセンター、
2008 年に国⽴スポーツ科学センター、2019 年にはナ
ショナルトレーニングセンター拡充棟が建設され、ハイ
パフォーマンススポーツセンターとして⽇本のトップ
アスリートが集まる施設となっています。 

 
 
 

人と人のつながり 

  ⾃然ふれあい情報館や⾃然観察園など、子どもの頃から⾃然を学べる環境が整っています。 
 

  ふるさと農業体験館では、伝統⾏事や昔あそび体験など、多様な取組みが⾏われています。 
 
  東洋⼤学と連携した地域のにぎわいづくりが⾏われています。 

 
  道灌⼭稲荷神社では、2 ⽉の初午の⽇に江⼾時代から伝わる北区無形⺠俗文化財指定の「稲

付の餅搗唄」が披露されるなど、地域特有の⾵習が残っています。 
 

赤羽駅⻄口 

清水坂公園 

ナショナルトレーニングセンター拡充棟 
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（２）まちづくりの課題 
・東洋⼤学との連携の促進や旧赤羽台東⼩学校跡地の活用などにより、子育てや教育環境の

更なる充実が求められています。 
 
・交通結節点である赤羽駅までの交通⼿段の充実が求められています。また、区内外から⾃

転⾞で赤羽駅を訪れる⼈が多く、鉄道駅周辺の駐輪場整備や放置⾃転⾞対策など安全な⾃
転⾞利用環境が求められています。 

 
・UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地などの⼤規模団地の更新に伴う公共も含めた⽣活利便施

設の集積やオープンスペースの整備などによる良好な⽣活環境の形成が求められていま
す。 

 
・公園や緑地の保全を図るとともに、新規整備や再整備を進めていくことが重要です。 

 
・地域特有の文化を、地域活性化に向けて保全・活用するとともに、次世代に継承していく

ことが必要です。 
 

・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、
地域の交流の場としていくことが求められています。 

 
・国⽴スポーツ科学センターと味の素ナショナルトレーニングセンターなどによるハイパフ

ォーマンススポーツセンターの⽴地を活かし、トップアスリートと地域の子どもとの交流
の機会を創出するとともに、公園や緑道、道路などを活かして運動を通じた健康づくりが
できる環境づくりが重要です。 

 
 
 

（３）まちの将来像 

快適な住まいと豊かな自然にめぐまれた、でかけたくなるまち 

「⾚⽻⻄」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

 
・UR 赤羽台団地や都営桐ケ丘団地などの更新が進む集合住宅や、良好なまちなみが形成され

た⻄が丘地区などそれぞれのライフスタイルに応じた快適なくらしができる住環境の形成
を目指します。 

 
・豊かな⾃然環境や公園とスポーツ施設などを活かした身近に健康づくりができる市街地の形

成を目指します。 
 
・赤羽駅の利便性を活かし、鉄道駅を中心とした地域内外への利便性の⾼い市街地の形成を目

指します。 
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（４）取組方針 
◆⼟地利用 

■UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新を契機とした地区連携拠点の形成 
・UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新による良好な

住宅ストックの活用・再⽣を促進するとともに、⽣活
利便施設や公共サービスの集積を図ることで地区連
携拠点の形成を図ります。 

 
 

■赤羽台東⼩学校跡地の活用 
・赤羽駅からの近接性を活かした、子どもや教育に関連

する複合施設の整備を進めるとともに、都市中心拠点
としてふさわしいにぎわいづくりを進めます。 

・東洋⼤学や UR 都市機構との連携を図りつつ、必要に
応じて赤羽台地区地区計画の⾒直しも視野に入れな
がら、⼀体的な⼟地利用を促進します。 

 
 

■環状７号線沿線⼟地利用の誘導 
・沿道地区計画に基づく適切な⼟地利用を誘導し、幹線道路の沿道にふさわしい⼟地利

用と環境の整備を図ります。 
 
 
 

◇おでかけ環境 
■赤羽駅の安全性向上 

・赤羽駅及びその周辺のバリアフリー化を進め、安全で快適に利用できる交通結節機能
の強化を図ります。 

 
 

■北赤羽駅周辺のバリアフリー化 
・北赤羽駅赤羽口においては、バリアフリー化を促進し、より安全で快適な交通環境の

形成を図ります。 
 
 

■道路整備の推進 
・補助 73 号線、補助 83 号線、補助 85 号線、補助 86 号線、補助 243 号線、北区画街

路３号線などの都市計画道路をはじめとした道路整備を推進し、快適で利便性の⾼い
交通環境の形成を図ります。 

・道路の拡幅整備にあわせて、道路管理者や交通管理者と連携しながら、歩⾏者が安全
に通⾏できる環境づくりを進めます。 

 
 

■赤羽駅周辺の駐輪対策の推進 
・赤羽駅周辺においては、⺠間事業者などと協⼒しながら、誰もが利用しやすい駐輪場

の整備など駐輪対策を促進することで、快適な⾃転⾞利用環境の形成を図ります。 
 
 

都営桐ケ丘団地 

東洋⼤学赤羽台キャンパス【提供︓東洋⼤学】 
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◇交流を育む魅⼒ 
■⼤規模団地の更新と⼀体となった公園の整備 

・UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新とあわせた（仮称）赤羽台けやき公園や桐ケ丘
中央公園の整備を進めることで、地域住⺠の憩いと交流の場となるみどり環境の形成
を図ります。 

 
 
■赤羽⾃然観察公園・清水坂公園の活用 

・赤羽⾃然観察公園内ふるさと農業体験館での伝統⾏事
や昔あそび体験、清水坂公園の⾃然ふれあい情報館な
ど、子どもの頃から⾃然を学べる環境づくりなどの多
様な取組みを進めます。 

 
 
■荒川緑地の活用 

・新荒川⼤橋野球場やサッカー場など、開放的なレクリエーション空間としての活用を
促進することで、水辺やみどりを活かした交流とにぎわいを育む環境を形成します。 

・水質改善やみどりの適切な管理により、⽣物多様性の保全を図るとともに、北区・子
どもの水辺などに代表される、⾃然体験や環境教育の場としての活用を促進します。 

 
 
■⻄が丘地区の良好なまちなみの保全・形成 

・景観形成重点地区である⻄が丘地区では、北区景観づ
くり計画の景観形成基準に基づき、良好な住環境の保
全を促進するとともに、さらなる魅⼒の向上を図りま
す。 

 
 
 

◇住環境 
■UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新にあわせた⽣活利便施設の導入 

・建替えにより創出される用地への商業・医療・福祉などの⽣活利便施設の導入を促進
し、良好な⽣活環境の形成を図ります。 

 
 

■⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 
・区営シルバーピアや公営住宅などの良好なストッ

クの有効活用や適切な維持管理、防災・防犯性の向
上など、⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の形成
を図ります。 

  
 

■無電柱化事業の推進 
・北区画街路３号線の整備とあわせた無電柱化を推進し、沿道の建物や街路樹が映える

まちなみを創出します。 
 
 
 

憩いと交流の場となる公園 

景観形成重点地区 

シルバーピア赤羽北 
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◇環境共⽣ 
■緑地の保全・創出によるヒートアイランド現象の緩和 

・崖線のみどりや⼤規模公園などの緑地の保全・創出を進めることでヒートアイランド
現象による気温上昇の抑制を図ります。 

・崖線などと⼀体的なみどりを形成する街路樹の整備・更新などにより、連続的な緑陰
を確保することで、熱負荷を軽減した快適な市街地の形成を図ります。 

 
 
■新河岸川の水辺空間・親水空間の保全 

・新河岸川の水質改善やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空
間・親水空間の保全を進めます。 

 
 
 
◇災害対応 

■⽊造住宅密集地域の改善 
・十条北地区などの⽊造住宅密集地域においては、⽼朽建築物の更新を図るとともに、

公園や道路の整備を推進し、空地を確保することで安全な市街地の形成を図ります。 
 
 

■補助 86 号線の整備 
・延焼遮断帯の形成、災害時における安全な避難路の確保、緊急⾞両の通路確保による

円滑な救助・救援活動及び⼤規模水害時の台地部への避難などを可能にするため、整
備を促進します。 

・道路事業とあわせて、都市防災不燃化促進事業などによる沿道の不燃化を促進し、延
焼遮断帯の形成を進めます。 

 
 

■幹線道路沿道における建築物の不燃化の促進 
・補助 73 号線、補助 83 号線においては、都市防災

不燃化促進事業などによる沿道建築物の不燃化を
促進することで、延焼遮断帯や安全な避難路の形成
を図ります。 

 
 

■⼟砂災害対策の推進 
・崖線周辺などの⼟砂災害の危険性のある地区にお

いては、危険性や避難路・避難場所を周知するとと
もに、崖や擁壁の安全対策を進め安全な市街地の形
成を図ります。 

 
 

■避難路・輸送路の確保 
・北区画街路３号線の整備とあわせた無電柱化を推進し、災害時の避難・救護活動を遮

らない安全な市街地の形成を図ります。 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確

保を図ります。 
 

東京北社会保険病院前道路の桜並⽊ 
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【将来像】 
快適な住まいと豊かな自然にめぐまれた、でかけたくなるまち 

「⾚⽻⻄」   

⾚⽻⻄地区まちづくり方針図 
 

  

新河岸川 
・水辺空間・親水空間の保全 

北⾚⽻駅 
・バリアフリー化の推進 
 

⾚⽻駅 
・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 

荒川緑地 
・緑地の活用 
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  ◆⼟地利⽤ 
■UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新を契機とした地区連携拠点の形成 
■赤羽台東小学校跡地の活⽤ 
■環状７号線沿線⼟地利⽤の誘導 

◇おでかけ環境 
■赤羽駅の安全性向上 
■北赤羽駅周辺のバリアフリー化 
■道路整備の推進 
■赤羽駅周辺の駐輪対策の推進 

◇交流を育む魅⼒ 
■⼤規模団地の更新と一体となった公園の整備 
■荒川緑地の活⽤ 
■赤羽自然観察公園・清⽔坂公園の活⽤ 
■⻄が丘地区の良好なまちなみの保全・形成 

◇住環境 
■UR 赤羽台団地、都営桐ケ丘団地の更新にあわせた⽣活利便施設の導入 
■高齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 
■無電柱化事業の推進 

◇環境共⽣ 
■緑地の保全・創出によるヒートアイランド現象の緩和 
■新河岸川の⽔辺空間・親⽔空間の保全 

◇災害対応 
■⽊造住宅密集地域の改善 
■補助 86 号線の整備 
■幹線道路沿道における建築物の不燃化の促進 
■⼟砂災害対策の推進 
■避難路・輸送路の確保 
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５－７ 王子東地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年からの⼈口増加率が北区全体と⽐較してやや低く、特に⽣産年齢⼈口は 1.9％

減少しており、働き盛りの世代がわずかながら減少しています。 
・⾼齢者⼈口割合は北区全体の平均よりわずかに⾼く、26.6％となっており、また、2006

年からの⾼齢者⼈口増加率が北区全体と⽐較しても⾼くなっています。 
・世帯構成は北区全体とほぼ同様の傾向であり、平均的な北区の世帯構成といえます。 
・2023 年以降、⼈口は減少に転じると⾒込まれています。 
・2028 年まで年少⼈口、世帯数は増加が⾒込まれています。 

 
なりたち 
・江⼾時代には、⾶⿃⼭が江⼾近郊の⾏楽地として親しまれる他は水田が広がっていまし

た。 
・明治時代に王子駅が開設され、市街化の基礎が築かれていきました。 
・隅田川や⽯神井川の豊富な水資源があることなどから、製紙業の⼯場をはじめ、様々な

⼯場が⽴ち並び、発展していきました。 
・関東⼤震災後の市街化では⼟地区画整理事業が⾏われた区域がありました。戦時中は⼤

規模な空襲で⼤きな被害が出ましたが、戦後には戦災復興⼟地区画整理事業が⾏われ都
市基盤の整備が進むとともに、⾼度成⻑期には「城北⼯業地帯」の⼀画として再び栄え
ていきました。 

・昭和後期には、⼯場の郊外移転に伴う住宅建設が多く⾒られるようになりました。 
・1991 年には、地下鉄南北線が開通し、交通利便性が⾼まりました。また、2002 年には

首都⾼速道路王子線の本線が供用開始され、⾼速バスによる新たな交通ネットワークの
形成が始まり、2015 年には、首都⾼速道路王子線の王子南出口が供用開始され、区外
への交通利便性が⾼まりました。 

・近年では、「王子駅周辺まちづくりグランドデザイン」を策定し、王子駅周辺におけるま
ちづくりの具体化が進んでいます。 

 

  

隅田川 

都電のある⾵景 

王子駅周辺 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  王子駅は、JR 京浜東北線、東京メトロ南北線、東京さくらトラム（都電荒川線）の３路線が

乗り入れるとともに、⾼速も含めて多くのバス路線が集積する、北区の交通結節点となって
います。 

 
  地域に密着した個性豊かな商店街があり、さまざまな取組みが⾏われています。 
 
  王子駅周辺は、公共施設や業務施設が多く⽴地する拠点となっています。 
 
  河川沿いに⼤規模⼯場が⽴地しています。 
 
 

うるおいとやすらぎ 

  荒川・隅田川河川敷に広がる緑地や、⽯神井川の水辺空間など、水辺やみどりにめぐまれた
環境が広がっています。 
 

  ⾶⿃⼭公園は江⼾時代から桜の名所として知られ、明治時代には⽇本初の太政官公園となり
ました。また、⽇本資本主義の父と称される渋沢栄⼀翁終焉の地でもあります。 
 

  豊島⾺場遺跡公園には、古墳時代の初め頃につくられた集落の遺跡があります。 
 

  中世の豪族、豊島清光が娘の冥福を祈り建⽴したとされる清光寺や、紀州熊野の住⺠であった鈴
⽊重尚が豊島氏とともに王子村に勧請し、後に今の場所に移されたとされる紀州神社、豊島清安
（豊島清光の子）を祀っているとされる若宮八幡神社など、豊島氏とのゆかりの深い寺社が数多
くあります。 

 
  江⼾六阿弥陀巡礼の⼀番目として知られる⻄福寺、⼤晦⽇の

夜、王子稲荷に参拝する狐が服装を整える榎の⽊（装束榎）
が社名の由来となっている装束稲荷神社、十二天塚があるこ
とから十二社と呼ばれていた船方神社など、まちの歴史や文
化を感じられる地域資源が地元の⼈々によって受け継がれて
います。 

 
  ⽇本最初の教科書図書館であり、北区指定文化財でもある東書

文庫があります。 
 
 
人と人のつながり 

  地域密着型の商店街などがあり、⽇常的なくらしの中に溶
け込んでいるなど、⼈と⼈のつながりの強いまちとなって
います。 
 

  中学校跡地を活用したココキタなどでは、文化芸術活動を
通じた地域住⺠同士による交流が⾏われています。 

東書文庫 

文化芸術活動拠点（ココキタ） 
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（２）まちづくりの課題 
・北区役所新庁舎の整備を契機として、⾼い交通結節機能を活かしたにぎわいの創出を進め

ていくことが求められています。 
 
・⼤規模⼯場と住居の共存を図り、地域に根付いた産業を継承していく必要があります。 
 
・王子駅周辺のまちづくりとあわせた、交通結節機能の更なる強化や王子駅を中心とした地

域の回遊性向上が求められています。 
 
・水辺やみどりにめぐまれた環境を保全・整備するとともに、その空間を活用していくこと

が求められています。 
 
・地区内に数多く残る史跡などの歴史・文化を活かしたまちづくりを展開するとともに、次

世代に継承し、あわせてその魅⼒を区内外に発信していく必要があります。 
 
・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、

地域の交流の場としていくことが求められています。 
 
・豊島や堀船などの⽊造住宅密集地域では、オープンスペースの確保や⽼朽建築物の更新な

どによる防災まちづくりが求められています。 
 
 
 

（３）まちの将来像 

多様な機能が集積する、交流のあるまち「王子東」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

・地域に密着した商店街や、公共・業務機能の集積が⾒られることから、王子駅などの交通結
節機能をより強化することで、鉄道駅を中心とした多様な機能が集積する市街地の形成を目
指します。 

 
・交通結節点として多くの⼈が集まることから、業務目的だけでなく、地域の⾃然環境や歴史・

文化を活かした交流による新たな価値が創出される市街地の形成を目指します。 
 
 
（４）取組方針 

◆⼟地利用 
■王子駅周辺まちづくりの推進 

・王子駅周辺まちづくりグランドデザインに基づくまちづくりを推進し、商業・業務を
中心としつつ、住宅なども含む複合的な機能が集積する都市中心拠点としてふさわし
いにぎわいのある市街地の形成を図ります。 

・王子駅周辺まちづくりを契機とした、⾼度利用の促進や⺠間開発の誘導を進め、都市
機能の更新を図ることで、にぎわいを創出します。 
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■新庁舎の整備を契機としたにぎわいづくり 
・誰もが安全・快適に利用できる、北区のシンボルとなる新庁舎の整備を図ります。ま

た、新庁舎の整備を契機とした交流の促進やにぎわいの創出を図ります。 
 
■豊島地区における良好な⼟地利用の誘導 

・地区計画に基づく適切な⼟地利用を誘導し、産業機能と居住機能が共存する複合的な
市街地の形成を図ります。 

 
■環状７号線沿線⼟地利用の誘導 

・沿道地区計画に基づく適切な⼟地利用を誘導し、幹線道路の沿道にふさわしい⼟地利
用と環境の整備を図ります。 

 
 

◇おでかけ環境 
■王子駅周辺の交通結節機能の強化や回遊性の向上 

・周辺街区の機能更新とあわせた駅前広場の整備や鉄道駅の利便性向上を促進し、交通
結節機能を強化するとともに、駅周辺の歩⾏者空間の拡充などにより王子駅を中心と
した回遊性を⾼めることで、歩きたくなる環境整備を推進し快適で利便性の⾼い交通
環境の形成を図ります。 

 
■王子駅周辺の駐輪対策の推進 

・⺠間事業者などと協⼒しながら、誰もが利用しやすい駐輪場整備など駐輪対策を促進
することで、快適な⾃転⾞利用環境の形成を図ります。 

 
■王子駅周辺のバリアフリー化 

・王子駅周辺におけるバリアフリー化を推進することで、安全で快適に利用できる交通
環境の形成を図ります。 

・新庁舎の整備にあわせて、周辺環境のバリアフリー化を⾏い、王子駅から新庁舎まで
誰もが安心して移動できる歩⾏環境の整備を図ります。 

 
■東十条駅周辺の整備 

・下十条運転区を含む東十条駅周辺の整備を促進し、安全で利便性の⾼い交通環境の形
成を図ります。 

 
■道路整備の推進 

・補助 88 号線などの都市計画道路をはじめとした道路整備を推進し、快適で利便性の
⾼い交通環境の形成を図ります。 

 
■橋梁の架替の推進 

・隅田川の新田橋や、⽯神井川整備⼯事にあわせた新柳橋、豊⽯橋、新堀橋などの橋梁
の架替整備事業の推進を図ります。 

 
 

◇交流を育む魅⼒ 
■みどりの協定などによるまちなかの緑化の推進 

・住⺠や事業所などによるみどりの維持管理や緑化を促
進し、みどり豊かな市街地の形成を図ります。 

 

⾶⿃⼭公園 
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■公園・緑地の整備の推進 
・柳田公園などの公園や緑地の保全や整備を推進すると

ともに更なる公園・緑地の確保を図ります。 
 
■⾶⿃⼭公園の整備・更新の推進 

・北区を代表し、渋沢栄⼀にゆかりの深い⾶⿃⼭公園の
整備・更新を推進し、みどりや歴史・文化を継承する
環境の保全・形成を図ります。 

 
■東十条⼀丁目地区、東十条二丁目地区における緑化の推進 

・緑化推進モデル地区に指定しており、緑化を促進することでみどり豊かな地区の形成
を図ります。 

 
■荒川河川敷の整備の推進 

・荒川緑地（豊島ブロック）の整備に向けた基本計画を策定し、隅田川の水辺との⼀体
的な活用など、良好な水辺空間の形成を図ります。 

 
■廃線跡地の遊歩道の整備 

・旧北王子⽀線跡地に遊歩道を整備し、鉄道の名残を残した産業遺産としても活用を図
ります。 

 
■隅田川沿川地区の良好な景観づくりの推進 

・景観形成重点地区である隅田川沿川地区では、北区景観づくり計画の景観形成基準に
基づき、水辺の開放感と歴史を感じる豊かな都市文化と調和した隅田川らしい景観の
保全・形成を促進します。 

 
■沿川における散策ネットワークの形成 

・河川沿川の散策路の整備を推進するとともに、鉄道駅からのアクセス路の歩⾏環境の
整備を進めることで、荒川、隅田川や⽯神井川の水辺を活かした快適な散策ネットワ
ークの形成を図ります。 

 
 

◇住環境 
■⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 

・福祉施設の整備を促進するとともに、良好な住宅ストックの有効活用や適切な維持管
理、防災・防犯性の向上など、⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の形成を図ります。 

 
■無電柱化事業の推進 

・王子駅周辺のまちづくりや補助 85 号線（王子警察署・豊島公園前）など既存道路の
再整備などとあわせた無電柱化を推進し、沿道の建物や街路樹が映えるまちなみを創
出します。 

 
 

◇環境共⽣ 
■⼟壌汚染対策の普及・啓発 

・エコベルデ※における⼟壌汚染対策やみどりをはじめとした⾃然環境に関する情報の
普及・啓発、学習講座の実施などを推進し、環境と共⽣したまちづくりに向けた区⺠
の理解促進を図ります。 

渋沢史料館 
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■⽯神井川の環境保全 
・⽯神井川の水質改善やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空

間・親水空間の保全を進めます。 
 
■水辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 

・荒川、隅田川、⽯神井川などの水辺や緑地の保全・創出を進めることでヒートアイラ
ンド現象による気温上昇の抑制を図ります。 

・⽯神井川沿川などにおける緑陰を確保することで、熱負荷を軽減した快適な市街地の
形成を図ります。 

 
 
◇災害対応 

■防災拠点の整備 
・新庁舎の整備においては、防災拠点として、災害対策機能を有するとともに、発災後

の⽣活に必要な⾏政機能が継続できる環境づくりを図ります。また、低地に⽴地する
ことから、水害発⽣を想定した機能配置を図ります。 

・東十条地区においては、東十条⼩学校、区⺠センター、総合病院が集積する特性を活
かした、各施設の連携による防災拠点としての活用について検討します。 

・災害が発⽣した際に、災害ボランティアセンターの設置候補地となっている、エコベ
ルデにおいては、平時においても防災訓練などの場として活用を図ります。 

 
■⽊造住宅密集地域の改善 

・豊島地区や堀船地区などの⽊造住宅密集地域においては、不燃化や耐震化を促進する
とともに避難路や緊急⾞両の通⾏路の確保を進め、安全な市街地の形成を図ります。 

 
■水害対策の推進 

・荒川における⾼規格堤防整備事業及び隅田川におけるスーパー堤防整備事業を促進し、
水害への対応⼒を⾼めるとともに、その機会を活用した親水空間の整備を進め、魅⼒
ある水辺空間の形成を図ります。 

・低地部における⼤規模水害時の対応として、既設施設及び新たに建設予定の施設など
に対し、水害時垂直避難施設の確保を促進します。 

・隣接区とも連携しながら、水害時に安全に避難できる、適切な避難場所について検討
します。 

  
■防災船着場の平時からの活用 

・防災船着場は、平時からの利用を促進することで、災害時にも安定した水上輸送路の
確保を図ります。 

 
■避難路・輸送路の確保 

・王子駅周辺のまちづくりや補助 85 号線（王子警察署・豊島公園前）など既存道路の
再整備などにあわせた無電柱化を進めます。 

・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確
保を図ります。 
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王子駅 
・新庁舎移転を契機とし

たまちづくりの推進 
・交通結節機能の強化 
・回遊性の向上 
・駐輪対策の推進 
・バリアフリー化の推進 

荒川河川敷 
・良好な水辺空間の形成 

石神井川 
・新柳橋、豊⽯橋、

新堀橋の架替 
・親水性の向上 

【将来像】 
多様な機能が集積する、交流のあるまち「王子東」 

王子東地区まちづくり方針図 
 
 
 

  

東十条駅 
・駅周辺整備の推進 
・バリアフリー化の推進 

隅田川 
・新田橋の架替 
・沿川地区の景観づくりの推進 
・散策ネットワークの形成 
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  ◆⼟地利⽤ 

■王⼦駅周辺まちづくりの推進 
■新庁舎の整備を契機としたにぎわいづくり 
■豊島地区における良好な⼟地利⽤の誘導 
■環状７号線沿線⼟地利⽤の誘導 

◇おでかけ環境 
■王⼦駅周辺の交通結節機能の強化や回遊性の向上 
■王⼦駅周辺の駐輪対策の推進 
■王⼦駅周辺のバリアフリー化 
■東十条駅周辺の整備 
■道路整備の推進 
■橋梁の架替の推進 

◇交流を育む魅⼒ 
■みどりの協定などによるまちなかの緑化の推進 
■公園・緑地の整備の推進 
■⾶⿃⼭公園の整備・更新の推進 
■東十条一丁目地区、東十条二丁目地区における緑化の推進 
■荒川河川敷の整備の推進 
■廃線跡地の遊歩道の整備 
■隅⽥川沿川地区の良好な景観づくりの推進 
■沿川における散策ネットワークの形成 

◇住環境 
■高齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 
■無電柱化事業の推進 

◇環境共⽣ 
■⼟壌汚染対策の普及・啓発 
■石神井川の環境保全 
■⽔辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 

◇災害対応 
■防災拠点の整備 
■⽊造住宅密集地域の改善 
■⽔害対策の推進 
■防災船着場の平時からの活⽤ 
■避難路・輸送路の確保 
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５－８ 王子⻄地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年からの⼈口増加率が、北区全体と⽐較して低く、特に働き盛りの世代である⽣

産年齢⼈口は 2.1％減少しています。 
・単独世帯が半数を超え、北区全体と⽐較して多い⼀方で、子どもがいる世帯や夫婦のみ

世帯が少なくなっています。 
・2023 年以降、⼈口は減少に転じると⾒込まれています。 
・2023 年まで世帯数、2028 年まで年少⼈口は増加が⾒込まれています。 

 
 

なりたち 
・江⼾時代に⽇光御成道が整備され、不動の滝をはじめとする王子七滝は、江⼾近郊の⾏

楽地として親しまれてきました。 
・明治時代には十条駅が開設され、市街化の基礎が築かれていきました。軍事施設や⼯場、

住宅が増え、十条銀座商店街なども形成されました。 
・関東⼤震災後は市街化が加速し、⽊造住宅密集地域が形成され、王子駅周辺を除き、戦

災を免れたため、基盤が未整備のまま今⽇に⾄っており、防災まちづくりの取組みが⾏
われています。 

・軍用地跡には⾃衛隊十条駐屯地や学校などの⼤規模な施設が集積し、中央公園も整備さ
れました。 

・JR 埼京線の連続⽴体交差化や十条駅周辺の市街地再開発事業に向けた取組みが進めら
れています。 

 
 

  

王子稲荷神社 

篠原演芸場 

音無もみじ緑地 

王子神社 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  JR 埼京線十条駅、JR 京浜東北線東十条駅を中心として商店街が集積した地区であり、２路線

が利用できる交通利便性が⾼い地区となっています。 
 

  商店街が集積しており、地域に愛される身近な買い物環境が形成されています。 
 
 

うるおいとやすらぎ 

  緑豊かな北区中央公園、音無親水公園、名主の滝公園、清水坂公園、⽯神井川の水辺空間と
四季折々の⾃然が楽しめる公園が多数⽴地しています。また、中央公園には区指定文化財で
ある赤羽台第３室古墳⽯室が移設されています。 

 
  中世の熊野信仰の拠点であり「王子」の地名の由来となった王子神社、門前に鎌倉街道の地

蔵様と呼ばれる地蔵尊がある地福寺、江⼾時代より親しまれ、関東稲荷総社の格式を持つ王
子稲荷神社など、古くから親しまれてきた多くの寺社があります。 

 
  学仙坊という僧侶が悪夢によって訪れ開いたとされる正受

院、新選組の近藤勇及びその隊士を弔うためのお寺とされ
る寿徳寺など、まちの歴史を感じられる地域資源が残って
います。 

 
  中世芸能を今に伝える、全国的にも稀有な北区指定無形⺠

俗文化財「王子田楽舞」や、北区の年末の恒例となってい
る「狐の⾏列」、十条冨士神社⼤祭「お冨士さん」など、
地域に根付いた⾏事が数多く⾏われているほか、23 区内
に 2 ヶ所しかない⼤衆演劇場のひとつである篠原演芸場
は、多くのファンに⽀えられています。 

 
  東京都障害者総合スポーツセンターが⽴地しており、障害があっても、スポーツを楽しめる

環境があります。 
 
 

人と人のつながり 

  地域密着型の商店街などがあり、⽇常的なくらしの中に溶
け込んでいるなど、⼈と⼈のつながりの強いまちとなって
います。 

 
  複数の⼤学が⽴地しており、十条銀座商店街などと連携し

た取組みなどが⾏われています。 
 
  北区役所や中央公園文化センター、図書館が⽴地しており、

⽇常⽣活の利便性が⾼くなっています。 
 

王子神社田楽舞 

中央図書館 
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（２）まちづくりの課題 
・地域の交通利便性や安全性の向上、地域の⼀体化を図るために、JR 埼京線の連続⽴体交差

化を進めるとともに、十条駅や東十条駅を中心とした駅周辺まちづくりの推進が求められ
ています。また、安全で快適な市街地の形成に向けて、連続⽴体交差化にあわせた道路整
備を進めることが必要です。 

 
・数多く残る歴史・文化資源を次世代に継承しながら、区内外に発信していく必要があります。 

 
・緑豊かで四季折々の⾃然が楽しめるスポーツ公園の魅⼒を、区内外に発信していく必要が

あります。 
 

・スポーツを通じた交流や相互理解を育み、誰もが運動を通じた健康づくりができる環境が
求められています。 

 
・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、

地域の交流の場としていくことが求められています。 
 

・十条地区などの⽊造住宅密集地域では、都市計画道路や主要⽣活道路の整備、オープンス
ペースの確保、⽼朽建築物の更新などによる防災まちづくりが求められています。 

 
 

（３）まちの将来像 

地域に根付いた文化と、にぎわいのあるまち「王子⻄」 
〜・〜・将来像の解説・〜・〜 

 
・⽊造住宅密集地域の改善を進めるとともに、地域に密着した商店街や、地域で育まれてきた

歴史・文化資源を活かした安全でにぎわいのある市街地の形成を目指します。 
 

・豊かなみどりやスポーツが楽しめる環境を活かした、新たな交流とにぎわいが⽣まれる市街
地の形成を目指します。 

 
 
（４）取組方針 

◆⼟地利用 
■十条駅⻄口地区における市街地再開発事業の推進 

・市街地再開発事業を推進し、安全で利便性の⾼いにぎわいのある市街地の形成を図り
ます。 

 
 
■十条地区における良好な⼟地利用の誘導 

・⽊造住宅密集地域においては、地区計画に基づき幹線道路沿いの⼟地の適切な⾼度利
用と不燃化を図るとともに防災まちづくりを推進し、安全性の⾼いにぎわいのある市
街地の形成を図ります。 
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■環状７号線沿線⼟地利用の誘導 
・沿道地区計画に基づく適切な⼟地利用を誘導し、幹線道路の沿道にふさわしい⼟地利

用と環境の整備を図ります。 
 
 
■区庁舎跡地利活用の検討 

・庁舎移転に伴う現在の区庁舎跡地については適切な利活用を図ります。 
 
 
 

◇おでかけ環境 
■十条駅周辺の交通結節機能の強化 

・十条駅⻄口地区における市街地再開発事業にあわせた駅前広場の整備を推進するとと
もに、駐輪場などを整備することで、快適で利便性の⾼い交通結節機能の形成を図り
ます。 

 
 

■十条駅付近の連続⽴体交差化の推進 
・JR 埼京線十条駅付近の連続⽴体交差化を促進するとともに、鉄道付属街路や補助 85

号線の整備を進め、安全で快適な市街地の形成を図ります。 
 
 

■道路整備の推進 
・補助 73 号線、補助 83 号線、鉄道付属街路、補助 85 号線、補助 87 号線の整備や、

中央図書館前道路などの拡幅、整備を推進し、安全で利便性の⾼い交通環境の形成を
図ります。 

・幹線道路などにおいては、道路管理者や交通管理者と連携しながら、歩⾏者が安全に
通⾏できる環境づくりを進めます。 

 
 

■駅周辺における駐輪対策の推進 
・王子駅や十条駅周辺においては、⺠間事業者などとも協⼒しながら、誰もが利用しや

すい駐輪場の整備など駐輪対策を促進することで、快適な⾃転⾞利用環境の形成を図
ります。 

 
 

■十条跨線橋の架替と駅前のバリアフリー化 
・十条跨線橋の架替にあわせて、東十条駅前のバリアフリー化を推進し、誰もが安心し

て利用できる交通環境の形成を図ります。 
 
 

■東十条駅周辺の整備 
・下十条運転区を含む東十条駅周辺の整備を促進し、安全で利便性の⾼い交通環境の形

成を図ります。 
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◇交流を育む魅⼒ 
■みどりの協定などによるまちなかの緑化の推進 

・⺠間事業者や区⺠による緑化を促進し、みどり豊かな市街地の形成を図ります。 
 
 

■みどりと歴史・文化を継承する公園の整備・更新の推進 
・⽯神井川の水辺環境を保全するとともに、名主の滝

公園の再⽣整備を推進することで、みどりと歴史・
文化を継承する環境の保全・形成を図ります。 

 
 

■中央公園周辺地区の良好なまちなみの保全・形成 
・中央公園周辺地区では、北区景観づくり計画の景観

形成基準に基づき、みどり豊かなゆとりある良好な
まちなみの保全・形成を促進し、魅⼒の向上を図る
ため景観形成重点地区の指定を⾏います。 

 
 

■⽯神井川の遊歩道の整備の推進 
・⽯神井川の水辺環境を保全するとともに、遊歩道の

整備を推進することで王子駅を中心とした快適な
散策ネットワークの形成を図ります。 

 
 
 
◇住環境 

■まちづくりと連携した商店街のにぎわいづくり 
・十条駅周辺などの商店街においては、道路整備などを契機とした更なる商店街のにぎ

わいづくりを促進するとともに、空き店舗などを活用した開業促進や、地域交流の場
の形成による居場所づくりを進めることで、商店街の活性化を図ります。 

 
 

■学校の再配置の検討 
・⼩学校の再配置について検討を進め、快適な教育環境の形成を図ります。 
 
 

■無電柱化事業の推進 
・補助 87 号線や中央図書館前通りの整備、十条駅⻄口地区市街地再開発事業にあわせ

た北区画街路 7 号線の整備、ＪＲ埼京線十条駅付近の連続⽴体交差化にあわせた鉄道
付属街路事業などとあわせた無電柱化を推進し、沿道の建物や街路樹が映えるまちな
みを創出します。 

 

  

中央公園 

⽯神井川 
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◇環境共⽣ 

■⽯神井川の環境保全 
・⽯神井川の水質改善やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空

間・親水空間の保全を進めます。 
 
 

■水辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 
・⽯神井川などの水辺や緑地の保全・創出を進めることでヒートアイランド現象による

気温上昇の抑制を図ります。 
・⽯神井川沿川などにおける緑陰を確保することで、熱負荷を軽減した快適な市街地の

形成を図ります。 
 

 
 
◇災害対応 

■十条地区の防災まちづくりの推進 
・⽊造住宅密集地域においては、⽼朽建築物の更新を図るとともに、道路や公園・広場

の整備を推進し、安全な市街地の形成を図ります。 
・上十条三・四丁目地区においては、防災街区整備地区計画に基づき、適切な⼟地利用

などを誘導し、地区特性に応じた快適で安全な市街地の形成を図ります。 
 
 

■補助 73 号線の整備 
・延焼遮断機能の形成、災害時における安全な避難路の確保及び緊急⾞両の通路確保によ

り、救助・救援活動などを円滑に⾏えるようにするため、整備を促進します。 
・道路事業とあわせて、都市防災不燃化促進事業などによる沿道の不燃化を促進し、延

焼遮断機能の形成を進めます。 
 
 

■幹線道路沿道における建築物の不燃化の促進 
・補助 85 号線、補助 83 号線においては、都市防災不燃化促進事業などによる不燃化を

促進することで、安全な避難路の形成を図ります。 
 
 

■避難路・輸送路の確保 
・補助 87 号線や中央図書館前通りの整備とあわせた無電柱化を推進し、災害時の避難・

救護活動を遮らない安全な市街地の形成を図ります。 
・十条駅⻄口地区市街地再開発事業にあわせた北区画街路 7 号線の無電柱化を推進し、

災害時の避難・救護活動を遮らない安全な市街地の形成を図ります。 
・ＪＲ埼京線十条駅付近の連続⽴体交差化にあわせた鉄道付属街路事業において、無電

柱化を推進し、災害時の避難・救護活動を遮らない安全な市街地の形成を図ります。 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確

保を図ります。 
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【将来像】 
地域に根付いた文化と、にぎわいのあるまち「王子⻄」 

王子⻄地区まちづくり方針図 
 

 

  

石神井川 
・水辺環境の保全 
・親水性の向上 

東十条駅 
・駅周辺整備の推進 
・バリアフリー化の推進 
 

十条駅 
・⻄口の市街地再開発事業の推進 
・交通結節機能の強化 
・連続⽴体交差化の推進 
・駐輪対策の推進 
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◆⼟地利⽤ 
■十条駅⻄口地区における市街地再開発事業の推進 
■十条地区における良好な⼟地利⽤の誘導 
■環状７号線沿線⼟地利⽤の誘導 
■区庁舎跡地利活⽤の検討 

◇おでかけ環境 
■十条駅周辺の交通結節機能の強化 
■十条駅付近の連続⽴体交差化の推進 
■道路整備の推進 
■駅周辺における駐輪対策の推進 
■十条跨線橋の架替と駅前のバリアフリー化 
■東十条駅周辺の整備 

◇交流を育む魅⼒ 
■みどりの協定などによるまちなかの緑化の推進 
■みどりと歴史・⽂化を継承する公園の整備・更新の推進 
■中央公園周辺地区の良好なまちなみの保全・形成 
■石神井川の遊歩道の整備の推進 

◇住環境 
■まちづくりと連携した商店街のにぎわいづくり 
■学校の再配置の検討 
■無電柱化事業の推進 

◇環境共⽣ 
■石神井川の環境保全 
■⽔辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 

◇災害対応 
■十条地区の防災まちづくりの推進 
■補助 73 号線の整備 
■幹線道路沿道における建築物の不燃化の促進 
■避難路・輸送路の確保 
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５－９ 滝野川東地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年から 2016 年にかけての⼈口増加率が区内でも⾼く、特に⽣産年齢⼈口の増加

率が 15.8％と⾮常に⾼くなっており、働き盛りの世代を中心に⼈口が増加しています。 
・区内でも単身世帯の割合が⾼くなっています。 
・2033 年まで⼈口、世帯ともに増加傾向が続くと⾒込まれています。 
 

 
なりたち 
・江⼾時代には、近郊の農村として田畑が広がっており、⾙塚が露出していました。 
・明治時代には、田端駅が開設されるとともに市街化が進み、⼤正時代には、鉄道操⾞場

が整備されました。また、同時期に都電（王子電気軌道）が整備され、路⾯電⾞が⾛る
まちでしたが、現在では、東京さくらトラム（都電荒川線）だけが存続しています。 

・関東⼤震災後、⼈口が急増し、⽊造住宅密集地域が広がりました。また、戦前には、昭
和町・田端新町周辺で⼟地区画整理事業が⾏われ、都市基盤の整備が進みました。 

・戦後には、ものづくりが盛んになる中で、⼯作機械などの町⼯場が集積する市街地が形
成されましたが近年マンションへの⼟地利用転換が進んでいます。 

・東北新幹線の開業に合わせ、操⾞場が整備され、停⾞中の多様な新幹線が⾒られます。 
 

  

東京新幹線⾞両センター 

中⾥⾙塚の⾙層断⾯ 

鉄道のある⾵景 

【出典】北区 HP 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  都心に近接した環境で、ほぼ全域が JR 尾久駅、上中⾥駅、

田端駅から 500m の徒歩圏域にあり、鉄道駅へのアクセ
ス性が⾼くなっています。また、地区を縦断している明治
通りには多くのバス路線が通り、交通利便性が⼀層⾼くな
っています。 

 
  駅周辺や明治通り沿いには連続して商店があり、身近な⽣

活を⽀えています。 
 
  区域の多くを占める鉄道操⾞場に関連した事業所が集積

しており、また、明治通り沿いには機⼯街の趣が残る町
⼯場や流通施設が⽴地しています。 

 
 
 

うるおいとやすらぎ 

  国指定の史跡であり、国内最⼤規模を誇る⾙塚である中⾥
⾙塚や、太田道灌が江⼾城築城の際に方除け守護神として
祀った東灌森稲荷神社の赤⿃居があります。 

 
  東京さくらトラム（都電荒川線）が地区内を⾛るとともに、

鉄道操⾞場もあり、停⾞中の多様な新幹線など鉄道のある
特徴的なまちなみや⾵景がみられます。 

 
 
 

人と人のつながり 

  上中⾥における、⼤⼈が昔遊んだ遊びを通して子どもたちをはじめとした地域交流を図る遊
び場道場など、顔の⾒える関係づくりが⾏われています。 

 
  JR 東⽇本の尾久⾞両センターや東京新幹線⾞両センターなど、鉄道⾵景を楽しめるスポット

が数多くあり、例年、鉄道を通じたイベントが開催され多くの⼈々が参加しています。 

  

明治通り 

商店街と都電 

駐輪場の上部にある電⾞のモニュメント 
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（２）まちづくりの課題 
・田端駅周辺の既存の業務機能の維持を図るとともに、商業施設や住宅など、多様な機能が

集積する複合拠点の育成が必要です。 
 
・集積している既存の事業所の操業環境の保全を図り、周辺の住宅とともに住・⼯が共存し

た市街地の形成が求められています。 
 
・地区内を縦貫する明治通りに沿ってバス路線が通っている⼀方で、台地に沿った鉄道や操

⾞場により分断されていることから、⻄側の台地部へと移動できる東⻄を結ぶ動線の確保
が求められています。 

 
・地域に根付いた歴史・文化資源を次世代に継承しながら、区内外に発信していく必要があ

ります。特に中⾥⾙塚については、その価値を広めていくことが重要です。 
 
・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、

地域の交流の場としていくことが求められています。 
 
・栄町や上中⾥などの⽊造住宅密集地域では、オープンスペースの確保や⽼朽建築物の更新

などによる防災まちづくりが求められています。 
 
・地区全域が低地であることから、水害危険性の周知を図るとともに、水害発⽣時の台地部

への避難路の確保が求められています。 
 
 
 

（３）まちの将来像 

地域に根付いた、鉄道を中心とした多様なにぎわいのあるまち 
「滝野川東」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

・鉄道操⾞場に関連した事業所や、明治通り沿いの町⼯場や流通施設、地域のくらしを⽀える
商店街などを活かして、地域に根付いた多様なにぎわいのある市街地の形成を目指します。 

 
・中⾥⾙塚などの歴史・文化資源の保存・活用や東京さくらトラム（都電荒川線）・鉄道操⾞場

などの鉄道が映える景観を活かした魅⼒ある市街地の形成を目指します。 
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（４）取組方針 
◆⼟地利用 

■田端駅周辺のまちづくりの推進 
・合理的な⼟地の⾼度利用を促進するとともに、商

業・業務機能の集積を促進し、都市中心拠点として
ふさわしい活気ある良好な市街地の形成を図りま
す。 

 
 

■鉄道操⾞場の⻑期的な⼟地利用方針の検討 
・地区の多くを占める鉄道操⾞場の⻑期的な⼟地利

用方針について検討します。 
 
 

■住・⼯が共存したまちづくりの推進 
・⼯場の操業環境の保全に配慮しつつ、住宅などへの⼟地利用転換に際しては適切な誘

導を⾏い、住・⼯が共存する市街地の形成を図ります。 
 
 
 

◇おでかけ環境 
■尾久駅・上中⾥駅の交通結節機能の向上 

・隣接する道路の拡幅整備などを契機として交通結節機能の向上を図ります。 
 
 
■道路整備の推進 

・東京さくらトラム（都電荒川線）と関連する補助 90 号線などの都市計画道路をはじ
めとした道路整備を推進し、快適で利便性の⾼い交通環境の形成を図ります。 

 
 
■総合的な駐輪対策の推進 

・田端駅や尾久駅、上中⾥駅周辺などにおいては、⺠間事業者などと協⼒しながら、誰
もが利用しやすい駐輪場の整備など駐輪対策を促進することで、快適な⾃転⾞利用環
境の形成を図ります。 

 
 
■田端駅周辺のバリアフリー化 

・鉄道駅のバリアフリー化を促進するとともに、鉄道駅周辺の道路環境のバリアフリー化
も進め、安全で快適に利用できる交通環境の形成を図ります。 

 

  

田端駅周辺 
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◇交流を育む魅⼒ 
■公園の整備・改修の推進 

・既存の公園の改修を進めるとともに、不⾜する公
園・緑地の確保を図ります。 

 
 
■史跡を活かした環境づくりの推進 

・国史跡である中⾥⾙塚を活かしたまちづくりを推
進し、歴史と文化を感じられる市街地の形成を図り
ます。 

 
 
■鉄道の映えるまちなみの保全・形成 

・東京さくらトラム（都電荒川線）や鉄道操⾞場など
の、鉄道のある特徴的な景観資源を活かしたまちづ
くりを推進するとともに、周辺の緑化などを促進す
ることで、四季が感じられ、⾞両が映えるまちなみ
の保全・形成を図ります。 

 
 
 

◇住環境 
■公営住宅のストック活用の推進 

・公営住宅の⻑寿命化を図るとともに、良好な住宅ストックを活用し、多様なライフス
タイルを⽀える住環境の形成を図ります。 

 
 

■⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 
・区営シルバーピアの建設を推進し、⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の形成を図り

ます。 
 
 
 

◇環境共⽣ 
■みどりの確保によるヒートアイランド現象の緩和 

・広⼤な⾯積を占める鉄道操⾞場や⺠有地などの緑化を進めるとともに、不⾜している
公園・緑地の整備を進めヒートアイランド現象による気温上昇の抑制を図ります。 

・街路樹の整備・更新などによる連続的な緑陰を確保することで、熱負荷を軽減し、環
境と共⽣した市街地の形成を図ります。 

  

中⾥⾙塚⾙層剥ぎ取り標本【⾶⿃⼭博物館】 
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◇災害対応 
■栄町や上中⾥周辺の防災まちづくりの推進 

・⽊造住宅密集地域においては、⽼朽建築物の更新を
促進するとともに、地域の災害対応⼒の強化を進め
ることで、安全な市街地の形成を図ります。 

 
 

■鉄道操⾞場への避難路の確保 
・避難場所となっている鉄道操⾞場へとアクセスす

る道路のバリアフリー化などによる安全な避難路
の確保を図ります。 

 
 

■浸水などを想定した東⻄動線の確保 
・⼤規模水害などの際に⻄側の台地部への避難路な

ど、安全な動線の確保を進めます。 
 
 

■水害対策の推進 
・低地部における⼤規模水害時の対応として、既設施設及び新たに建設予定の施設など

に対し、水害時垂直避難施設の確保を促進します。 
・隣接区とも連携しながら、水害時に安全に避難できる適切な避難場所について検討し

ます。 
 
 

■避難路・輸送路の確保 
・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促進し、緊急輸送道路ネットワークの確

保を図ります。 

  

上中⾥さわやか橋 

上中⾥さわやか橋から⾒る鉄道操⾞場 

⾞坂跨線⼈道橋エレベーター 
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【将来像】 
地域に根付いた、鉄道を中心とした多様なにぎわいのあるまち 

「滝野川東」 

滝野川東地区まちづくり方針図 
 
 
  

尾久駅 
・明治通りの拡幅整備にあわせて、

交通結節機能の向上 
 

上中⾥駅 
・補助 91 号線整備にあわせて、

交通結節機能の向上 
 

田端駅 
・駅周辺のまちづくりの推進 
・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 
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◆⼟地利⽤ 
■⽥端駅周辺のまちづくりの推進 
■鉄道操⾞場の⻑期的な⼟地利⽤方針の検討 
■住・工が共存したまちづくりの推進 

◇おでかけ環境 
■尾久駅・上中⾥駅の交通結節機能の向上 
■道路整備の推進 
■総合的な駐輪対策の推進 
■⽥端駅周辺のバリアフリー化 

◇交流を育む魅⼒ 
■公園の整備・改修の推進 
■史跡を活かした環境づくりの推進 
■鉄道の映えるまちなみの保全・形成 

◇住環境 
■公営住宅のストック活⽤の推進 
■高齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 

◇環境共⽣ 
■みどりの確保によるヒートアイランド現象の緩和 

◇災害対応 
■栄町や上中⾥周辺の防災まちづくりの推進 
■鉄道操⾞場への避難路の確保 
■浸⽔などを想定した東⻄動線の確保 
■⽔害対策の推進 
■避難路・輸送路の確保 
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５－10 滝野川⻄地区のまちづくり方針 
（１）まちの特徴 

ひと 
・2006 年から 2016 年にかけての⼈口増加率が区内でも⾼く、特に⽣産年齢⼈口の増加率が

10.2％と⾮常に⾼くなっており、働き盛りの世代を中心に⼈口が増加しています。 
・2033 年まで⼈口、世帯ともに増加傾向が続くと⾒込まれています。 

 
 

なりたち 
・江⼾時代には近郊農村地であり、滝野川にんじんや滝野川ごぼうなど江⼾に向けた野菜

の⽣産が盛んでした。また、⾶⿃⼭の桜や滝野川の紅葉など、江⼾郊外の⾏楽地として
栄えました。 

・明治時代には、⽯神井川沿川に⼯場の集積が進み、軍事⼯場も建設されました。この時
期に田端駅が開設され、市街化が進みました。 

・⼤正時代に芥川⿓之介や室⽣犀星などが田端に住むようになると、文士や芸術家が集ま
り住むようになり、田端文士芸術家村※が形成されました。 

・関東⼤震災後⼭⼿線外側にも市街化が拡⼤し、⽊造住宅密集地域が形成されました。 
・戦後には、軍事⼯場跡地に学校や病院、集合住宅などが建設されました。田端駅や板橋

駅の周辺、中⾥では⼟地区画整理事業が⾏われ都市基盤の整備が進み、1968 年には都
営三田線、1991 年には東京メトロ南北線が開通するなど交通利便性の⾼いまちとなっ
ています。 

・農業技術研究所や東京外国語⼤学の跡地には、防災機能を考慮した公園が整備されてい
ます。 

 

  

⻄ケ原⼀⾥塚 

旧古河庭園 

東覚寺の⽯造⾦剛⼒士⽴像 
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まちの魅⼒ 
 
職と生活 
  JR、東京メトロ南北線、都営三田線、東京さくらトラム（都電荒川線）が通っており、都心

に移動しやすいまちとなっています。 
 
  板橋駅や駒込駅周辺など住宅地に近接して商店街が⽴地していることで、身近な場所で買い

物ができ、地域のくらしが⽀えられています。 
 
 

うるおいとやすらぎ 

  桜の名所である⾶⿃⼭公園や旧古河庭園などの歴史的な公園・庭園があるとともに、⽯神井
川沿いの緑地や遊歩道などうるおいのある環境となっています。 

 
  国の機関の移転跡地には防災にも配慮した公園が整備されています。 
 
  ⾶⿃⼭ 3 つの博物館や田端文士村記念館、（仮称）芥川⿓之介記念館（2023 年開設予定）な

ど、地域の歴史・文化を知ることのできる環境があります。 
 
  多紀⼀族は、江⼾時代末期に江⼾幕府が設けた漢方医学の医学校「医学館」の総裁を務めた

家柄で、城官寺には、都指定文化財となっている多紀桂⼭⼀族の墓があります。 
 
  源義家、義綱、義光兄弟を祀っている平塚神社、俳⼈の正岡子規や陶芸家の板⾕波⼭などの

墓がある⼤⿓寺など、まちの歴史を感じられる寺社があります。 
 
  近藤勇と多くのゆかりの品が祀られている近藤勇と新選組隊士供養塔が板橋駅前にあります。 
 
  ⻄ケ原・栄町の総鎮守である七社神社、江⼾六阿弥陀巡礼の四番目である與楽寺、赤紙仁王

で知られる東覚寺、上田端村の鎮守であり鎌倉鶴ケ岡八幡宮を勧請したとされる上田端八幡
神社、徳川吉宗によりカエデが植栽され江⼾時代より紅葉の名所として親しまれた⾦剛寺な
ど古くから親しまれてきた多くの寺社があります。 

 
  ⽇光御成道の⽇本橋から二⾥目の塚であり 23 区内でも貴

重な当時の位置を保っている⻄ケ原⼀⾥塚があります。 
 
  旧醸造試験所第⼀⼯場※などの産業遺産もあり、歴史的資源

に恵まれています。 
 
 
 

人と人のつながり 

  地区内に多くの公園があり、また、駅に近接して地域医療拠点を担う⼤規模病院が⽴地して
いるなど、安心して子育てできる環境が整っています。 

 
  2012 年に移転してきた東京国際フランス学園と地域の間では、多文化交流が図られていま

す。 

旧醸造試験所 
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（２）まちづくりの課題 
・歴史的な公園・庭園、防災に配慮した公園、⽯神井川などの水辺や緑地の保全を図るとと

もに、⽊造住宅密集地域では身近な公園・緑地が不⾜していることから、その整備が求め
られています。 

 
・文士村などの歴史･文化資源や産業の歴史を次世代に継承するとともに、地域資源として

保全・活用し、地域のにぎわいづくりを進めることが求められています。 
 
・商店街においては、空き店舗の活用などによりにぎわいの維持・活性化を図るとともに、

地域の交流の場としていくことが求められています。 
 
・⻄ケ原や滝野川などの⽊造住宅密集地域では、都市計画道路や⽣活道路の整備、オープン

スペースの確保、⽼朽建築物の更新などによる防災まちづくりが求められています。 
 
 
 

（３）まちの将来像 

  ゆとりのある住環境と豊かな文化・自然に恵まれたまち 
「滝野川⻄」 

〜・〜・将来像の解説・〜・〜 
 

・鉄道駅周辺などでは隣接区と⼀体となったまちづくりを進め、⽣活利便施設を誘導しつつ、
⽊造住宅密集地域の住環境を向上させ、都心への近接性を活かした利便性の⾼い安全な市街
地の形成を図ります。 

 
・⾶⿃⼭公園や旧古河庭園などの文化資源と調和したまちづくりを進めることで、文化・⾃然

を感じられるゆとりある市街地の形成を図ります。 
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（４）取組方針 
◆⼟地利用 

■田端駅周辺のまちづくりの推進 
・地区計画などに基づき、適切な⼟地の⾼度利用を促進するとともに、商業・業務機能

の集積を促進し、都市中心拠点としてふさわしい活気ある良好な市街地の形成を図り
ます。 

 
 
■板橋駅周辺のまちづくりの推進 

・板橋駅⻄口地区のまちづくりとの連携を図りながら、⽣活利便施設の⽴地を誘導する
とともに、鉄道駅の利便性、安全性の向上を進め、東⻄⼀体的なにぎわいのある拠点
の形成を図ります。 

 
 

■駒込駅周辺のまちづくりの推進 
・豊島区と連携を図りながら、⽣活利便施設の⽴地を誘導することで、持続的な⽣活を

⽀える地区連携拠点の形成を図ります。 
 
 

■⻄ケ原地区における良好な⼟地利用の誘導 
・⻄ケ原地区においては、地区計画に基づき、適切な

⼟地利用を誘導するとともに、防災まちづくりを推
進し、安全性の⾼いにぎわいのある市街地の形成を
図ります。 

 
 
 

◇おでかけ環境 
■上中⾥駅の交通結節機能の向上 

・隣接する道路の拡幅整備などを契機とした交通結節機能の向上を図ります。 
 
 
■道路整備の推進 

・補助 81 号線、補助 92 号線、補助 181 号線などの道路整備を推進し、快適で利便性
の⾼い交通環境の形成を図ります。 

 
 
■総合的な駐輪対策の推進 

・田端駅や板橋駅、駒込駅、上中⾥駅周辺においては、⺠間事業者などと協⼒しながら、
誰もが利用しやすい駐輪場の整備など駐輪対策を促進することで、快適な⾃転⾞利用
環境の形成を図ります。 

 
 
■鉄道駅周辺のバリアフリー化 

・田端駅、板橋駅、駒込駅周辺や滝野川桜通りにおいては、鉄道駅のバリアフリー化を
促進するとともに、鉄道駅周辺の道路環境のバリアフリー化も進め、安全で快適に利
用できる交通環境の形成を図ります。 

 

⻄ケ原みんなの公園 
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◇交流を育む魅⼒ 
■みどりと歴史・文化を継承する公園の整備・更新の推進 

・渋沢栄⼀にゆかりの深い⾶⿃⼭公園の整備・更新を推進するとともに、醸造試験所跡
地公園周辺の魅⼒化を図ることで、みどりと歴史・文化を継承する環境の保全・形成
を図り、（仮称）滝野川三丁目公園の新設整備では、多様な利用の場として地域のコミ
ュニティの活性化を図ります。 

 
 
■旧古河庭園周辺地区の良好なまちなみの保全・形成 

・景観形成重点地区である旧古河庭園周辺地区では、
北区景観づくり計画の景観形成基準に基づき、良好
な住環境の保全を促進するとともに、さらなる魅⼒
の向上を図ります。 

・⾼度地区※に基づき、建築⾼さについて⼀定の規制・
誘導を進めることで、旧古河庭園からの眺望の保全
を図ります。 

 
 
■⾶⿃⼭公園周辺の良好なまちなみの保全・形成 

・北区を代表する景観資源である、⾶⿃⼭公園周辺に
おいては、近接する崖線緑地や⽯神井川などとの連
続性を確保するとともに、都市中心拠点である王子
駅周辺のにぎわいと調和したまちなみの形成を図
ります。 

 
 
■文士村の歴史を継承するまちづくり 

・文士村の⾯影を残したまちなみの保全・形成を図ります。 
・文士村の中心的な⼈物である、芥川⿓之介の業績を顕彰する（仮称）芥川⿓之介記念

館の整備を推進し、文士村の歴史継承を図ります。 
 
 

■⽯神井川の遊歩道の整備の推進 
・⽯神井川の水辺環境を保全するとともに、遊歩道の整備を推進することで王子駅を中

心とした快適な散策ネットワークの形成を図ります。 
 
 
■東京さくらトラム（都電荒川線）沿線の緑化 

・東京さくらトラム（都電荒川線）沿線の緑化などを促進することで、四季が感じられ、
⾞両の映えるまちなみの保全・形成を図ります。 

 
 
 

◇住環境 
■⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の整備 

・区営シルバーピアの建設を推進するとともに、良好な住宅ストックの有効活用や適切
な維持管理、防災・防犯性の向上など、⾼齢者も安心して⽣活できる住環境の形成を
図ります。 

旧古河庭園 

⾶⿃⼭公園 
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■無電柱化事業の推進 
・補助 181 号線の整備などとあわせた無電柱化を推進し、沿道の建物や街路樹が映える

まちなみを創出します。 
 
 
■田端二丁目周辺における良好な⼟地利用の誘導 

・田端二丁目地区地区計画に基づく適切な⼟地利用を誘導し、かつての文士村の⾯影を
残すみどり豊かなうるおいのある良好な住宅地の形成を図ります。 

 
 
 

◇環境共⽣ 
■⽯神井川の環境保全 

・⽯神井川の水質保全やみどりの適切な維持管理を進め、⽣物多様性に配慮した水辺空
間・親水空間の保全を進めます。 

 
 

■水辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 
・⽯神井川などの水辺や緑地の保全・創出を進めるとともに、沿川における緑陰を確保

することで、ヒートアイランド現象を緩和し、環境と共⽣した市街地の形成を図りま
す。 

 
 
 

◇災害対応 
■⻄ケ原地区の防災まちづくりの推進 

・⽊造住宅密集地域においては、建築物の不燃化や耐震化を促進し、安全な市街地の形
成を図ります。 

 
 
■補助 81 号線の整備 

・延焼遮断帯の形成、災害時における安全な避難路の確保及び緊急⾞両の通路確保によ
り、救助・救援活動などを円滑に⾏えるようにするため、整備を促進します。 

・道路事業とあわせて、都市防災不燃化促進事業などによる沿道の不燃化を促進し、延
焼遮断帯の形成を進めます。 

 
 
■避難路・輸送路の確保 

・補助 181 号線の整備とあわせた無電柱化を推進
し、災害時の避難・救護活動を遮らない安全な市
街地の形成を図ります。 

・緊急輸送道路沿道における建築物の耐震化を促
進し、緊急輸送道路ネットワークの確保を図り
ます。 

  
崖線と鉄道の⾵景 
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【将来像】 
ゆとりのある住環境と豊かな文化・自然に恵まれたまち 

「滝野川⻄」 

滝野川⻄地区まちづくり方針図 
 

  

上中⾥駅 
・駐輪対策の推進 
・補助 91 号線整備にあわせて、

交通結節機能の向上 

板橋駅 
・駅周辺のまちづくりの推進 
・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 

石神井川 
・水辺環境の保全 
・親水性の向上 
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田端駅 
・駅周辺のまちづくりの推進 
・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 

駒込駅 
・駅周辺のまちづくりの推進 
・バリアフリー化の推進 
・駐輪対策の推進 

◆⼟地利⽤ 
■⽥端駅周辺のまちづくりの推進       ■駒込駅周辺のまちづくりの推進 
■板橋駅周辺のまちづくりの推進       ■⻄ケ原地区における良好な⼟地利⽤の誘導 

◇おでかけ環境 
■上中⾥駅の交通結節機能の向上     ■総合的な駐輪対策の推進 
■道路整備の推進               ■鉄道駅周辺のバリアフリー化 

◇交流を育む魅⼒ 
■みどりと歴史・⽂化を継承する公園の整備・更新の推進   ■⽂⼠村の歴史を継承するまちづくり 
■旧古河庭園周辺地区の良好なまちなみの保全・形成    ■石神井川の遊歩道の整備の推進 
■⾶⿃⼭公園周辺の良好なまちなみの保全・形成 
■東京さくらトラム（都電荒川線）沿線の緑化 

◇住環境 
■高齢者も安心して⽣活できる住環境の整備  ■⽥端二丁目周辺における良好な⼟地利⽤の誘導 
■無電柱化事業の推進 

◇環境共⽣ 
■石神井川の環境保全                 ■⽔辺・みどりの保全によるヒートアイランド現象の緩和 

◇災害対応 
■⻄ケ原地区の防災まちづくりの推進       ■避難路・輸送路の確保 
■補助 81 号線の整備 
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第６章 構想の実現に向けた方策 
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第６章 構想の実現に向けた方策 
６－１ 基本的な考え方 

北区都市計画マスタープランでは、「⼈と⼈のつながり」をまちの魅⼒要素として捉え、多
様な主体同士のつながりを活かした協働によるまちづくりを推進します。区⺠との協働はも
ちろん、事業者や NPO・ボランティア団体、研究機関・教育機関などと役割を分担しながら、
協働により多様なまちづくりを展開し、くらしを豊かにする、新たなまちの魅⼒や価値の創
出を図ります。 

 
北区都市計画マスタープランに基づく都市づくり・まちづくりの推進にあたっては、庁内

関係各課との連携強化を図り、ハード整備とソフト施策を連携させた展開を図ります。 
また、計画の進捗状況を点検・把握し、上位計画が改定された際には、必要に応じて都市

計画マスタープランについても⾒直しを⾏います。 
 
 

６－２ 推進方策 
（１）多様な主体による協働の都市づくり・まちづくりの推進 

１）都市づくり・まちづくりにおいて期待すること 
■区⺠への期待 
・⾃身の⽣活する地域に関心を持ち、主体的にまちづくりへ参画・提案することで、地域の魅

⼒を保全・継承・発展させるとともに、地域の課題に取組み、安全で住みやすい豊かなくら
しの実現に努めること 

・興味・関心のある分野の NPO・ボランティア団体などに参加し、まちづくり活動の輪の拡
⼤に努めること 

・くらしの中で感じるまちの魅⼒を SNS などにより発信し、区内外への北区の PR につなげ
ること 

 
■事業者への期待 
【商店街や⼯場などの区内の事業者】 

・主体的にまちづくりへ参画・提案するとともに、地域の居場所づくりやにぎわいづくりに
ついて区と連携を図ることで、地域の活⼒や魅⼒の向上を図ること 

【NPO・ボランティア団体など】 
・主体的にまちづくり活動を推進するとともに、まちの課題解決や更なるまちの魅⼒づくり

を図ること 
【⺠間開発事業者など】 

・開発などを⾏う際に、本計画について理解し、将来都市像の実現に向けた連携を図ること 
 

■研究機関への期待 
・研究機関は、都市づくりやまちづくりへの先端技術の導入可能性の検討や専門性を活かした

計画⽴案を⽀援すること 
・北区をフィールドとした調査・研究などを通じて、地域の魅⼒発⾒やその価値の発信などに

より、まちの評価を⾼めること 
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■教育機関への期待 
【⼩学校や中学校】 

・都市づくり・まちづくりに関する授業の実施などによる次世代を担う⼈材を育成すること 
【図書館や文化センターなどの文化・社会教育施設】 

・⼈⽣ 100 年時代における区⺠の⽣きがいの創出や地域のまちづくりの⼈材育成など、⽣
涯学習の環境を整えること 

【図書館や博物館】 
・まちづくりを⾏う上での資源となる、まちの魅⼒やなりたち、災害履歴などの地域の基礎

情報を提供すること 
 

■区の役割 
・庁内の連携を図りながら、本計画の着実な推進。 
・区内のまちづくり活動に関する情報のわかりやすい的確な発信。 
・区⺠や事業者による主体的なまちづくり活動のための環境整備や⽀援による、協働のまち

づくりの推進。 
・都市づくり・まちづくりに関する説明会の開催や学習機会の提供による、まちづくりの担い

⼿の育成。 
・地域の発展を目指し、国や東京都、他⾃治体、都市再⽣機構や交通事業者と連携した、北区

が抱える課題の解決。 
・ICT などの先端技術の活用により、隣接地域だけでなく遠隔地域の⾃治体とも連携した、災

害時も含めたまちづくりの推進。 
 
 

  

区⺠

区

教育機関 研究機関

事業者

・庁内連携・本計画の着実な推進 
・まちづくりに関する必要な調査 
・まちづくりに関する情報発信 
・まちづくり活動への⽀援 
・都市づくり・まちづくりの担い

手の育成 
・国や東京都、他自治体、都市再

生機構や交通事業者との連携 
・ICT などの先端技術の活⽤ 

都市づくり・まちづくりにおいて期待すること 

地域の魅⼒・
新しい価値の
創出向上 

・都市づくり・まちづくりへの先端技術
の導入可能性の検討 

・専⾨性を活かした計画⽴案の⽀援 
・区をフィールドとした調査・研究 

・主体的なまちづくりへの
参画・提案 

・連携による地域の居場所
づくりやにぎわいづくり 

・主体的な都市づくり・まち
づくりの推進 

・本計画の理解、将来都市像
の実現に向けた連携 

・都市づくり・まちづくりの方向性の共有 
・主体的なまちづくりへの参画・提案 
・活動団体への参加によるまちづくり活動の輪の拡⼤ 
・SNS などによるまちの魅⼒発信 

・都市づくり・まちづくりの担い手の育成 
・生涯学習の環境整備 
・地域の基礎情報の提供 



162 

２）協働のまちづくりによる魅⼒の創出 
■区⺠が実感できるまちづくりの⽀援 
・将来都市像の実現にむけて、区⺠がまちづくりの成果を実感できることが重要です。 
・本計画改定の検討にあたり⾏った区⺠ワークショップの結果をもとに、以下のような地域

主体のまちづくりの目標を設定し、その目標の実現に向けたまちづくりを⽀援します。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■まちづくりの気運の醸成 
・都市計画マスタープランの内容の周知を図るとともに、まちづくりに関する情報提供や⼈

材育成を進め、区⺠・事業者、研究機関や教育機関などによるまちづくりの気運を醸成し
ます。 

 
■区⺠や事業者・研究機関・教育機関などの企画・提案によるまちづくりの促進 
・北区政策提案協働事業や、北区地域づくり応援団事業などを通じて、区⺠や事業者・研究

機関・教育機関などの多様な主体の企画・提案によるまちづくりを促進するとともに、地
域が主体となったまちづくりに対する⽀援策について検討します。また、必要に応じて専
門家の派遣などを⾏うことでまちづくり活動を⽀援します。 

  

地域主体のまちづくりの目標とその実現に向けたまちづくりのイメージ 

・多様な交通サービスを選択できる
まち 

・⾼低差のある東⻄の移動が克服さ
れたまち 

・移動が楽しめる、健康づくりにつ
ながるでかけたくなるまち 

地域主体のまちづくり 
の目標例 

未来のくらし 
のイメージ 

駅を中心とした 
コンパクト 

で活動的なくらし 

誰もが憩える 
うるおいとやすらぎ 

のあるくらし 

多様性を育む 
⼈と⼈のきずな 
のあるくらし 

時代の変化に対応 
した安全・快適な 

社会基盤 

・公共施設を気軽に利用できるまち 
・⼀息つける居場所のあるまち 
・まちの魅⼒が輝いているまち 
・⼈と⼈の交流が活発なまち 

・互いに顔⾒知りで互いに助けあえ
る近所の共助のあるまち 

・誰もが安心して避難できるまち 
・空き家や公共施設跡地が有効活用

されているまち 
 

地域主体のまちづくり 
のイメージ例 

・まちを歩きたくなる住⺠⾃慢の
散歩道マップによる提案 

・公共的な空間（区施設のロビー
や集合住宅の共有スペースな
ど）の有効活用 

・水辺や公園での区⺠企画による
カフェなどの開催 

・町会運営と住⺠や⾏政の関係づ
くり 

・新しい住⺠、外国⼈も参加でき
る身近な問題のテーマ別ネット
ワークづくり 

・住⺠と⼤学、⾏政とで連携した
避難シミュレーション 

・区⺠や⺠間事業者による公共施
設の暫定利用の企画 

・産官学⺠の連携プラットフォー
ム※づくり 
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・まちの問題提起 
・まちづくりに関する⾃主的な活動 

・同じ認識を持ったコミュニティ活動団
体の設⽴ 

・まちづくり協議会などの設⽴ 
・研究機関・教育機関や関連する事業者

などとの連携 

・まちの将来像やまちづくりの目標
の検討 

・地区住⺠や関係者との合意形成 

パートナーシップ確⽴による都市計画マスタープランの推進 区による⽀援 

ステップ１ 
まちづくりの発意 

ステップ 2 
仲間づくり 

ステップ３ 
将来像の共有 

ステップ４ 
まちのルールづくり 

ステップ 5 
まちづくりの実践 

ステップ６ 
まちづくりの継続 

・SNS などによるまちの魅⼒発信 
・都市計画マスタープランの周知 
・施策・計画・方針・事業の説明 
・北区の魅⼒発信 

・まちづくりの情報提供 
・窓口相談 
・まちづくりの勉強会 

・多様な主体が集まる場づくり、
運営⽀援 

・同じ志向のある区⺠や関心のあ
る研究機関・教育機関・事業者
などとのマッチング 

・専門家の派遣 
・庁内関係部署との調整 
・各種調査 
・研究機関・教育機関や事業者な

どとの連携促進 
・まちづくり活動の⽀援 
・財源の確保 
・都市計画などの⼿続き 

・将来像実現に向けたまちづくり
のルールや取組内容の検討 

・北区へのまちづくり計画の提案 

・まちづくり活動
の実施・推進 

・まちづくり活動の評
価・検証 

・地域で循環するまちづ
くりの仕組みの検討 

・まちづくり活動の評価指標な
どの作成 

・まちづくり活動の情報発信 

パートナーシップ確⽴による都市計画マスタープラン推進のステップ 

ステップ３ 
まちづくりの実践 

ステップ４ 
他分野への展開 

ステップ 5 
まちづくりの継続 

・まちづくり活動の実
施・推進 

・他分野との連携によ
る横展開 

・まちづくり活動の評
価・検証 

・他地域や他分野と連
携したまちづくりの
仕組みの検討 

地域の魅⼒・新しい価値の創出向上 

エリアマネジメントの展開 

ステップ０ 
情報発信 
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■多様な主体によるテーマ型まちづくりの促進 
・みどりや防災など、特定分野への関心の⾼い区⺠や事業者同士の交流の場づくりを進める

など各主体の活動をつなぐコーディネート機能を強化するとともに活動を⽀援し、全区的
な視点を持った特定分野に関する、多様な主体による都市づくり・まちづくりを促進しま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■エリアマネジメントによる地区の魅⼒創出 
・町会・⾃治会をはじめ、区内で活動しているまちづくり団体など、各地区の多様な主体に

よるまちづくりを⽀援し、地区の個性を活かした、にぎわいや魅⼒を創出していきます。 
・町会や⾃治会など地域コミュニティと特定テーマについて区内で活動する団体をつなぐと

ともに、研究機関や教育機関との連携を促進することで、地区が抱える課題に取組むとと
もに新たな価値を創出する地域主体のエリアマネジメントを展開します。 

・王子駅周辺など、駅周辺まちづくりを契機として公共空間が創出される場合は、マネジメ
ント組織の設⽴も視野に入れたエリアマネジメントを展開することで、公共的空間を活用
したにぎわい創出によるシティプロモーションを推進します。 

・住宅地においては、町会や⾃治会による地域の⾃治管理を⽀援するとともに、必要に応じ
て、NPO 法⼈※などとの連携を促すことで、地域が主体となった、住環境の保全や良好な
まちなみの形成、安心・安全なまちづくりなどにつながる活動を促進します。 

 
 
 
 
 
 
 

  

エリアマネジメントのイメージ 

【出典】国⼟交通省 エリアマネジメントのすすめ（2010 年） 

●児童館を中心とした子育て活動 

「地域の子どもは地
域で育てる」を目標
に、地域の方々による
地域のためのネットワ
ークづくりを目指し、
ふれあいまつり・声か
け隊活動・地域マップ
作りなどが⾏なわれて
います。 

●ホタルを呼び戻す環境整備活動 

赤羽⾃然観察公
園ビオトープの会
では、公園内の揚水
池や湧水池でホタ
ルの幼虫が育つ環
境作りとホタル観
賞会が⾏われてい
ます。 

【出典】北区 HP  【出典】区⺠提供資料 
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■ICT を活用した新たな魅⼒の創出 
・GIS※の情報公開などを進め、まちづくり活動を展開していく上で必要となる情報を提供しま

す。 
・IoT や AI などの先端技術を都市づくり・まちづくりに積極的に活用することで、課題の解

決を目指すとともに、新たなまちの魅⼒を創出することで、北区での豊かなくらしを実現し
ていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

◆コラム ICT の公共交通分野での活用例 

公共交通情報のワンストップでのサービス提供 

・公共交通オープンデータ協議会では、「公共交通オープンデータセンター」を設置し、各交
通事業者の運⾏データを一括して収集し、標準化した上で提供する構想を掲げ、その
構想に基づく実証実験などが実施されており、シームレスな公共交通サービスの環境整
備が進んでいます。標準化した公共交通のオープンデータが提供されることで、誰もがワ
ンストップであらゆる公共交通の運⾏情報などに簡単にアクセスできるようになることが期
待されます。 

 
 
 
 

公共交通オープンデータの仕組み 
【出典】総務省 情報通信白書（2016 年） 
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（２）着実な施策の推進 

１）都市づくり・まちづくりの推進体制の強化 
■庁内の都市づくり検討体制の強化 
・都市づくり・まちづくりには、ハード・ソフト両⾯での検討が不可⽋となります。庁内にお

いて総合的・横断的な検討体制を構築することで、ハード・ソフト両⾯での⼀体的な都市
づくりを進めていきます。 

 
 

２）都市経営に基づく都市づくり・まちづくりの推進 
■選択と集中による効果的な都市づくり・まちづくりの推進 
・事業や⼿法の選択と集中的な投資による効果的な都市づくり・まちづくりを推進します。 
・国・東京都などのまちづくり助成制度などを活用した財源の確保により都市づくり・まち

づくりを効果的に推進します。 
・「北区協働推進基⾦」など北区独⾃の基⾦を活用し、地域課題の解決に向けた団体等の事業

を⽀援することで、地域目線からのまちの魅⼒づくりを促進します。 
・ガバメントクラウドファンディング※などを活用して資⾦調達を⾏うことで、具体的な都市

づくり・まちづくりを推進します。 
 
■北区公共施設等総合管理計画などに基づく、効率的な公共施設の更新 
・⽼朽化が課題となっている公共施設などについては、「北区公共施設等総合管理計画」や各

施設における⻑寿命化計画などに基づき、複合化や集約化も視野に入れた適切な更新によ
り、効率的な公共施設の配置を図っていきます。 

・少子⾼齢化の進展など、昨今の社会状況などを踏まえ、公共施設のあり方を⾒直すととも
に、施設の有効活用や維持管理コストの縮減など、公共施設のマネジメントに取組んでい
きます。 

 
■地域の特性に応じた適切なまちづくり⼿法の活用 
・市街地再開発事業や⼟地区画整理事業、住宅市街地総合整備事業、地区計画制度をはじめ

とする、様々なまちづくり⼿法の活用可能性を検討し、効果的に組み合わせていくことで、
各地区の特性に応じたまちづくりを推進します。 

・地域の意向などから、必要に応じて地区別のまちづくりビジョンなどについて検討し、地
区の実情にあったまちづくりを推進します。 

 
 
３）都市計画マスタープランの進捗管理・⾒直し 
■北区基本計画に基づく⾏政評価を活用したまちづくりの進捗状況の確認 
・北区基本計画に基づく⾏政評価を活用し、本マスタープランに関連する施策や事業につい

て定期的に評価・検証することで、都市づくり・まちづくりの進捗管理を⾏い、必要に応
じて施策・事業の⾒直しを⾏います。 

 
■まちづくりの評価 
・本計画の進捗状況について評価・検証する際に、区主体の取組みに加えて、まちづくりの

目標の達成に向けて実施された地域主体の取組みについても把握した上で、まちづくりの
評価を⾏います。 

・計画の⾒直しを⾏う際には、各まちづくりの目標に向けた、進捗状況に対する区⺠評価の
把握に努め、その結果を改定計画に反映します。 
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■上位関連計画の⾒直しなどを踏まえた都市計画マスタープランの⾒直し 
・東京都の上位計画や北区基本構想・北区基本計画の改定があった際には、必要に応じて本

マスタープランの⾒直しを⾏います。その際には、⼟地利用の変化などや、社会経済情勢の
変化に対応した計画とします。 

 
■区⺠参加による⾒直し 
・本マスタープランの⾒直しをする際は、策定に向けた検討の場への委員公募、アンケート

調査やワークショップ、懇談会や説明会などの区⺠参加の場を設け、区⺠の声を反映した⾒
直しを⾏います。 

  

着実な施策の推進 

 

  

■庁内の都市づくり検討体制の強化 

都市づくり・まちづくりの 
推進体制の強化 

都市経営に基づく 
都市づくり・まちづくりの推進 

都市計画マスタープランの 
進捗管理・⾒直し 

■選択と集中による効果的な都市づ
くり・まちづくりの推進 

■北区公共施設等総合管理計画など
に基づく、効率的な公共施設の更新 

■地域の特性に応じた適切なまちづ
くり⼿法の活用 

■北区基本計画に基づく⾏政評価を活
用したまちづくりの進捗状況の確認 

■まちづくりの評価 
■上位関連計画の⾒直しなどを踏まえ

た都市計画マスタープランの⾒直し 
■区⺠参加による⾒直し 

着実な施策の推進のための取組み 
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⽤語解説 

  



用語-1 

⽤語解説 
 
●ア⾏                 
 
荒川将来像計画 2010 推進計画 

荒川下流の沿川 2 市 7 区によって構成される荒
川の将来を考える協議会によって策定された、よ
り魅⼒的な川の姿を⽰し、その姿を実現するため
の方針を整理した計画をいう。 

 
１事業所あたり付加価値額 

１企業でなく 1 事業所が⽣み出す利益のことで
あり、労働⽣産性を⽰す指標の１つである。 

 
１従業員あたり付加価値額 

１⼈の社員が⼀定時間働いて⽣み出す会社と
しての利益であり、労働⽣産性を⽰す指標の１つ
である。 

 
稲付の餅搗唄 

江⼾時代から稲付地域（現在の赤羽⻄・赤羽南・
⻄が丘地域付近）に伝わる、正⽉や祝い事で使う
餅を搗くときに唄われた作業唄のことをいう。 

平成 8 年に北区指定無形⺠俗文化財（⺠俗芸能）
に指定された。 

 
インフラ 

「インフラストラクチャー」の略称。国や地域
が経済活動や社会⽣活を円滑に維持し、発展させ
るために必要な基礎的な施設のことであり、道路、
通信⼿段、港湾施設、教育・衛⽣施設などをいう。 
 

エイトライナー・メトロセブン 
東京都心から約 10km 圏を⾛る環状鉄道計画。

エイトライナーが環状８号線、メトロセブンが環
状７号線の地下を⾛り、両線は赤羽で接続し直通
する計画となっている。 

 
エコベルデ（みどりと環境の情報館） 

 北区にあるみどりと環境の情報館の愛称。みど
りをはじめとする⾃然環境に関する学習講座の
実施や、園芸相談などを⾏っている。また、⼟壌
汚染対策についての情報発信をする場としても
活用されている。 
 

エコロジカル・ネットワーク 
 野⽣⽣物が⽣息・⽣育する空間がつながる⽣態
系のネットワークをいう。 
 
 

 
エネルギーマネジメント 

家庭内やビル内、地域を対象として、多様な形
態のエネルギーを融通する仕組みや市住む点こ
とをいう。分散型電源として多様な形態のエネル
ギーを確保することで、効率的なエネルギー利用
や、災害時の事業継続性の確保が期待できる。 

 
エリアマネジメント 

特定のエリアを単位に、⺠間が主体となって、
まちづくりや地域経営（マネジメント）を積極的
に⾏う取組みをいい、全国各地で実践されている。 

 
延焼遮断帯 

地震に伴う市街地⽕災の延焼を阻⽌する機能
を果たす道路、河川、鉄道、公園等の都市施設及
びこれらと近接する耐⽕建築物等により構成さ
れる帯状の不燃空間をいう。震災時の避難経路、
救援活動時の輸送ネットワークなどの機能も担
う。 

 
沿道地区計画 

⼀定の交通量のある幹線道路などの沿道地区
における、⾃動⾞騒音による影響の軽減や、幹線
道路沿道としてふさわしい適正かつ合理的な⼟
地利用と環境整備に向けまちづくりのルールを
定めることができる地区計画等のひとつ。 

 
太田道灌 

室町時代の武将で扇⾕上杉家の家臣であり、
1457 年に江⼾城を築いた。1476 年、⼭内上杉家
の内紛を鎮圧したが、扇⾕上杉家の勢⼒増⼤を恐
れた⼭内上杉顕定方の讒⾔により、主君定正のた
め暗殺された。 

 
オープンスペース 

 建物によって覆われていない敷地であり、公園、
緑地、河川敷、街路空間や駅前広場などをいう。 

 
 
●カ⾏                 
 
かいわい 

北区の身近な景観を構成する要素の１つ。歩い
て回れる程度の広がりを持った身近な⽣活空間
のまとまりである景観の要素をいう。 

 
 



用語-2 

⽕災危険度の⾼い地区 
東京都の調査により、地震の揺れによって発⽣

した出⽕による建物の延焼被害の危険性が⾼い
とされた地区をいう。十条地区や志茂地区など区
内には⽕災危険度の⾼い地区がみられる。 

 
カーシェアリング 

１台の⾃動⾞を複数の⼈々が共同で利用する
仕組みをいう。社会全体としての⾃動⾞の数を減
らすことにつながり、環境負荷の低減が期待され
る。 

 
河川防災ステーション 

洪水による被害を防ぐための水防活動、災害が
発⽣した場合の復旧活動を⾏うための拠点とし
て活躍する施設をいい、浮間地区に⽴地している。
平常時には地域の⼈々のレクリエーションの場
として、また河川を中心とした文化活動の拠点と
して⼤いに活用される。 

 
ガバメントクラウドファンディング 

地方⾃治体が事業の実⾏者として、ふるさと納
税制度を活用し、インターネットを通じて、広く
不特定多数の⼈々から資⾦を募る仕組みをいう。 

 
環境配慮型の都市構造 

都市の低炭素化や脱炭素化、コンパクトなまち
づく、再⽣可能エネルギーの活用などにより、環
境に配慮した、環境負荷の低い持続可能な都市構
造をいう。 

 
環境負荷 

⼈の活動により環境に影響を与える負担であ
り、環境の保全上の⽀障の原因となるおそれのあ
るものをいう。 

 
環状メガロポリス構造 

環状方向の広域交通基盤等の東京圏の交通ネ
ットワークを強化し、圏域の活発な交流を実現す
るとともに、多様な機能を地域や拠点が分担し、
広域連携により東京圏全域の⼀体的な機能発揮
を図ることを目指した、東京圏の骨格的な都市構
造をいう。 

「都市づくりのグランドデザイン」では、概成
する環状メガロポリス構造を進化させた、交流・
連携・挑戦の都市構造の実現を目指している。 

 
幹線道路 

全国、地域または都市内において、骨格的な道
路網を形成する道路を指す。通過交通の割合が⾼
く、広幅員、⾼規格の道路であることが多い。 

 
 

北区公共施設等総合管理計画 
区の建築物に道路や橋梁等のインフラを含め

たすべての公共施設等を対象として、区の状況や
公共施設等の現状から課題や基本的な考え、基本
方針を整理した計画をいう。 

この計画は、⼈口減少や⼈口構造の変化等によ
る公共施設等の利用・需要の変化を予測し、⻑期
的な視点で公共施設等について総合的・計画的に
マネジメントしていくための基本的な方針を⽰
すものである。 

 
北区シティプロモーション方針 

持続的な都市経営を⾏うために、年少⼈口や⽣
産年齢⼈口の増加を主たる目的として、北区の個
性と魅⼒の認知に向けた、北区内外への戦略的・
効果的な情報発信の取組みの考え方を⽰した方
針をいう。 

 
北区人口推計調査報告書 

区政運営の基礎資料とするために⾏った、近年
の⼈口動向の変動率をもとに 7 地区別、各歳別の
将来⼈口及び将来世帯数の推計結果をまとめた
ものをいう。 
 

北区人口ビジョン 
北区における⼈口等の現状を分析し、今後目指

すべき将来の方向と⼈口の将来展望を提⽰する
とともに、「北区版総合戦略」において、まち・ひ
と・しごと創⽣の実現に向けて効果的な施策を企
画⽴案する上での基礎資料をいう。 

 
北区政策提案協働事業 

地域のさまざまな課題を、NPO やボランティア
団体などの先駆性、創造性、専門性及び柔軟性を
活かし解決するための、提案型の区との協働のま
ちづくり事業をいう。 

北区地域づくり応援団事業 
北区のまちづくりのための新しい担い⼿の裾

野を広げることを目的に、NPO やボランティア団
体等が主体となって⾏う取組に対して区が助成
する事業である。 

 
北区まち・ひと・しごと創生総合戦略 

国が制定した、「まち・ひと・しごと創⽣法」を
受けて、区が策定した平成 27 年度を初年度とする
5 か年の基本目標や施策の方向、具体的な施策をま
とめたものをいう。「北区⼈口ビジョン」において
⽰した「目指すべき将来の方向」を実現するため、
重点的・効果的な施策をまとめたている。 
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北区無電柱化推進計画 
北区の道路における無電柱化を計画的に推進し、

円滑に事業を進めるための計画であり、計画路線
と検討路線を設定し、各路線の整備目標を⽰して
いる。 

 
狐の⾏列 

⼤晦⽇に各地から集まった狐が⼤きな⽊の下
で装束を整えて王子稲荷神社に詣でたという王
子の伝承を復活させた町おこしの⾏事。 

 
北区基本構想 

地方⾃治法で区市町村に策定が義務づけられ
ている、将来の区の目標像とその実現に向けた基
本的な考え方が⽰されている、まちづくりの指針
となるもの。 

北区では 1999 年 6 ⽉に「北区基本構想」を策
定し、「ともにつくり未来につなぐときめきのあ
るまち –⼈と水とみどりの美しいふるさと北区」 

を将来像としている。 
 

旧醸造試験所第一工場 
独⽴⾏政法⼈酒類総合研究所東京事務所にあ

った通称「赤煉⽡酒造⼯場」。明治 37 年の試験所
の創設以来、酒類の醸造試験、酒類醸造講習の実
習⼯場として活躍した。建物は、明治期の貴重な
赤煉⽡建築物として平成 26 年 12 ⽉に国の重要
文化財に指定されている。 

 
緊急輸送道路 

地震の発災直後から避難・救助をはじめ、物資
供給等の応急活動のために、緊急⾞両の通⾏を確
保すべき道路をいう。⾼速⾃動⾞国道、⼀般国道
及びこれらを連絡する幹線的な道路並びにこれ
らの道路と知事が指定する防災拠点とを連絡す
る、⼜は防災拠点を相互に連絡する道路が指定さ
れている。 

 
クールシェア 

熱中症対策や省エネなどに向けた、涼しい空間
共有する取組をいう。家庭などでエアコンの使用
を控え、公共施設や⺠間施設において、多くの⼈
で楽しい時間を過ごしながら涼しい環境を共有
することをいう。 

 
景観形成重点地区 

「北区景観づくり計画」によって位置付けられ
た、地区固有の景観資源や景観特性を活かし、特
に良好な景観づくりを重点的に推進する地区を
いう。現時点では、⻄が丘地区、隅田川沿川地区、
旧古河庭園周辺地区の 3 地区が指定されている。 

 
 

公共サイン 
不特定多数の⼈が利用する公共性の⾼い標識、

地図、案内誘導表⽰などの総称をいう。 
 

公共防災船着場 
災害時の水上ネットワークを⽀える輸送基地

となる河川施設をいう。 
 

⾼規格堤防 
⼟でできた緩やかな勾配をもつ幅の広い堤防

をいい、堤防の上は通常の⼟地利用が可能となる。
国施⾏の場合は⾼規格堤防整備事業という。 

 
交通結節性 

複数の交通機関・交通⼿段の相互乗り換え、乗
り継ぎなどによる交通の利便性・安全性・快適性
をいう。 

 
交通結節点 

鉄道やバス、タクシー等の複数の交通サービス
が集積し、交通結節性を有する鉄道駅などをいう。 

 
交通モード 

交通の方法や⼿段をいう。 
 

⾼度地区 
市街地の環境を維持することを目的とした、建

築物の⾼さの最⾼限度を定めるもの、または市街
地の⼟地利用の増進を目的とした建築物の⾼さ
の最低限度を定める都市計画制度をいう。 

 
⾼度利⽤地区 

市街地における⼟地の合理的かつ健全な⾼度
利用と都市機能の更新を図ることを目的として
指定される地区をいい、容積率の最⾼・最低限度、
建ぺい率の制限、建築⾯積の最低限度、壁⾯位置
の制限について定めるものである。 

 
ココキタ 

「文化の創造と⼈々の交流を育むまち」という
コンセプトのもと、旧豊島中学校校舎を改修して
誕⽣した文化芸術活動を応援する施設。 

 
コミュニティバス（K バス） 

 交通不便地域の解消等を目的に市区町村が主
体的に計画し、⾃らが⾃家用有償旅客運送者の登
録を受けて⾏うもしくは、⼀般乗合旅客⾃動⾞運
送事業者に委託して運送を⾏う乗合バス事業を
いう。北区では「K バス」を運⾏している。 

 
 
 
 



用語-4 

コンパクトシティ 
⼈口が減少いていく中で、都市の各種サービス

を効率的に提供するために集約化を図った都市
構造をいう。 

 
 

●サ⾏                 
 

シェアサイクル 
⼀定の地域に複数配置されたサイクルポート

において、⾃由に⾃転⾞を貸出・返却できるサー
ビスをいう。 

 
シェアリング 

物や場所、技術などを共有して利用することを
いう。 

 
シェアリングエコノミー（共有型経済） 

インターネットなどを介して、物・サービス・
場所・技術などを、個⼈と個⼈で共有して利用す
る社会的な仕組みをいう。 

 
市街地再開発事業 

都市再開発法に基づき、細分化された⼟地を統
合し、建築物と公共施設とを⼀体的に整備するこ
とにより、⽊造住宅密集地域や住宅、店舗及び⼯
場等が混在して環境の悪化した市街地における
⼟地の合理的かつ健全な⾼度利用と都市機能の
更新を図ることを目的とする事業をいう。 

 
敷地の集約化 

不整形に散在する⼩規模な低・未利用地や、規
模が⼩さすぎて十分に活用できていない⼟地を
⼀定の規模の敷地としてまとめることで、有効な
⼟地活用を図ることをいう。 

 
自主防災組織 

災害対策基本法に基づく、住⺠の隣保協同の精
神に基づく⾃発的な防災組織であり、防災知識の
普及、防災訓練の実施、発災時の出⽕防⽌や初期
消⽕、避難誘導等を⾏う。 

 
指定管理者制度 

平成 15 年の地方⾃治法改正に伴い、創設され
た、公の施設について、地方公共団体の指定を受
けた指定管理者が、その管理を代⾏する制度のこ
とをいう。 

 
シームレス（交通におけるシームレス） 

「継ぎ目のない」という意味。交通分野におい
ては、各種鉄道とバス、タクシーなどの複数のサ
ービスを⼀元的に容易に利用でき、複数の交通⼿
段が円滑に接続されている状態をいう。 

住宅市街地総合整備事業 
既成市街地において、快適な居住環境の創出、

都市機能の更新、密集市街地の整備改善及び街な
か居住の推進等を図るため、住宅等の建設、公共
施設の整備等を⾏う地方⾃治体の事業に対して、
国が必要な助成を⾏うことをいう。 

 
住宅ストック 

既存の住宅建築をいう。施設の状況や⽴地条件
などから、優良なものは有効に活用していくこと
が求められる。 

 
重点整備地域（防災都市づくり推進計画） 

東京都の防災都市づくり推進計画において指
定されている整備地域のうち、防災都市づくりに
資する事業を重層的かつ集中的に実施する地域
として、⽊造住宅密集地域の改善を⼀段と加速す
るため特に改善を必要としている地域をいう。 
 

集約型の地域構造 
公共交通などの交通結節点を中心に、都市機能

を集約し、拠点的市街地を再構築した都市構造の
こという。 

 
消防活動困難区域 

消防⾞が⽀障なく⾛⾏するために必要な、⾃動
⾞の出入りができる幅員 6ｍ以上の道路からホー
スが到達する⼀定の距離以上離れた区域のこと。 
 

シルバーピア 
低所得の 65 歳以上の単身者または 2 ⼈世帯を

対象とした⾼齢者住宅をいう。 
 

新エネルギー 
⽯炭・⽯油などの化⽯燃料や核エネルギー、⼤

規模水⼒発電などに対し、太陽光や⾵⼒など新し
いエネルギー源や供給形態の総称。 

 
スカイライン 

⼀定の地区や通りの連続した建造物によって
形成された輪郭線をいい、まちなみを形成する⼀
要素である。 

 
スーパー堤防 

⼟でできた緩やかな勾配をもつ幅の広い堤防
をいい、堤防の上は通常の⼟地利用が可能となる。
都施⾏の場合はスーパー堤防整備事業という。 

  



用語-5 

スマートコミュニティ 
家庭やビル、交通システムを IT ネットワーク

でつなげ、地域でエネルギーを有効活用する次世
代の社会システムをいう。 

太陽光や⾵⼒など再⽣可能エネルギーを最⼤
限活用し、⼀方で、エネルギーの消費を最⼩限に
抑えていく社会の実現に貢献できる可能性を有
する。 
  

生活関連経路 
⾼齢者や障害者等が⽇常⽣活または社会⽣活

において利用する旅客施設・官公庁施設・福祉施
設などの⽣活関連施設の間を結ぶ道路や駅前広
場のほか、建築物等における敷地内の通路などの
経路をいう。 

 
生産緑地 

良好な都市環境を確保するため、農林漁業との
調整を図りつつ、都市部に残存する農地の計画的
な保全を図るため、市街化区域内の農地のうち、
以下の条件に該当する区域を⽣産緑地地区とし
て定めることができる。 

①良好な⽣活環境の確保に相当の効果があり、
公共施設等の敷地に供する用地として適し
ている 

②500 ㎡以上の⾯積（300 ㎡以上で市区町村が
条例で定める規模） 

③農林業の継続が可能な条件を備えている 
 
整備地域（防災都市づくり推進計画） 

東京都の防災都市づくり推進計画において指
定されている、⽊造住宅密集地域を中心に、震災
時に特に甚⼤な被害が想定される地域をいう。 

 
先端技術 

⾼度な科学技術で、時代の先端にあって関連分
野に影響を及ぼすような技術の総称をいう。都市
づくりにおいては、ICT 技術を活用した交通サー
ビスの⼀元化や、エネルギー技術を活かした地域
でのエネルギー管理などの先端技術の導入が進
んでいる。 

 
総合設計 

⼀定規模以上の敷地⾯積及び⼀定割合以上の
空地を有する建築計画について、公開空地の確保
などにより、市街地の環境の整備・改善が認めら
れる場合に、容積率や斜線制限、絶対⾼さ規制を
緩和する制度をいう。 

 
ゾーン 30 

⽣活道路における歩⾏者や⾃転⾞の安全な通
⾏を確保するために、区域を定め、時速 30km/h
の速度規制を⾏うとともに、その他の安全対策を

必要に応じて組み合わせることで区域内の⾃動
⾞の⾛⾏速度や通り抜けを抑制する交通安全対
策をいう。 

 
 

●タ⾏                 
 
⼤街区化 

複数の街区に細分化された⼟地を集約・整形し
て⼤型の街区を創出することにより、敷地の⼀体
的利用と公共施設の再編を図ることをいう。 

 
タイムライン（防災⾏動計画） 

災害の発⽣を前提に、防災関係機関が連携して
災害時に発⽣する状況を予め想定し共有した上
で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、
防災⾏動とその実施主体を時系列で整理した計
画をいう。 

北区は荒川下流域を対象とした台⾵による⾵
水害に備えた荒川下流タイムライン（事前防災⾏
動計画）がある。 

 
建物倒壊危険度の⾼い地区 

東京都の調査により、地震による建物の倒壊の
危険性が⾼いとされた地区をいう。隅田川沿いを
はじめ、区内には倒壊危険度の⾼い地区がみられ
る。 

 
田端文士芸術家村 

明治時代末期から昭和初期頃までの間、芥川⿓
之介や室⽣犀星など多くの文士や芸術家達が集
まった、現在の東京都北区田端近辺をいう。 

 
地域円卓会議 

町会・⾃治会、⻘少年地区委員会、赤十字奉仕
団、⺠⽣・児童委員、⼩学校・中学校 PTA、商店
街・企業など、地域にあるさまざまな活動団体が
互いの活動内容を理解し、情報交換をすることで、
地域での連携を深めるための会議をいう。 

 
地域資源 

地域に存在する⾃然環境や歴史・文化的な遺構
などの特有の資源のことをいい、地域らしいまち
づくり、魅⼒づくりに活用することが期待される。 

 
地区計画 

地区の特性に応じたまちづくりのルールを定
めることができる⼿法をいう。地区の目指すべき
将来像を設定し、その実現に向けたルールを都市
計画に位置付けまちづくりを進めることができ
る。 
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⻑寿命化計画 
⽼朽化した社会インフラに対して、修繕・改築

等を計画的に⾏うと共に、経費の縮減や平準化を
図ることを目的とした計画をいう。 

北区では橋梁と公園に関して、予防的な修繕や
費用の削減を考慮した橋梁⻑寿命化修繕計画書
と公園施設⻑寿命化計画を策定している。 
 

低炭素社会 
地球温暖化の原因物質と⾔われる二酸化炭素

の排出を低減し、低炭素エネルギーの導入などの
環境配慮を徹底した社会をいう。 

 
東京さくらトラム 

都電荒川線の愛称。東京に残る唯⼀の都電で、
三ノ輪橋〜早稲田間を運⾏している。 

 
同潤会 

関東⼤震災の義捐⾦を基に設⽴された、東京、
横浜に住宅供給を⾏った財団法⼈。⻄が丘や赤羽
⻄、十条仲原等に⽊造住宅を建設した。 

 
都市型産業 

従来の⼯場などを有する産業ではなく、研究開
発などを中心とした、新技術の活用などにより場
所による制限が少なく、今後も起業・創業などが
期待される⽐較的新しい産業をいう。 
 

都市機能 
交流・⾏政サービス、商業施設、医療・福祉施設、
教育施設、宿泊施設等の都市⽣活を送るうえで、
都市が求められる機能をいう。 
 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
（都市計画区域マスタープラン） 

都道府県が広域的⾒地から定める都市計画の
基本的な方針をいう。 

本計画をはじめとした、区市町村の都市計画マ
スタープランは、この都市計画区域マスタープラ
ンに即して定められる。 
 

都市づくりのグランドデザイン 
「2040 年代の東京の都市像その実現に向けた

道筋について」を踏まえ、2040 年代の目指すべ
き東京の都市の姿とその実現に向けた、都市づく
りの基本的な方針と具体的な方策を⽰した⾏政
計画をいう。 
 
 
 
 
 
 

都市防災不燃化促進事業 
不燃化促進区域内において２階建て以上の耐

⽕建築物⼜は準耐⽕建築物を建築する者に対し、
建築物の１階から３階までの床⾯積の合計に応
じ、建築費の⼀部を助成する事業をいう。事業主
体は区であり、当事業を⾏う区に対して都及び国
から補助⾦を交付している。 
 

⼟地の⾼度利⽤ 
限られた⼟地を有効活用するために、容積率の

⾼い建築物を建築することで、適正かつ合理的な
⼟地を⾼度に利用することをいう。 

 
 
●ハ⾏                 

 
ハイパフォーマンススポーツセンター 

国⽴スポーツ科学センターと味の素ナショナ
ルトレーニングセンターが持つスポーツ医・科学
研究、情報サポート及び⾼度な科学的トレーニン
グ環境を提供し、各種スポーツ資源の開発等を⾏
う施設をいう。 
 

バリアフリー化 
多様な⼈が社会に参加する上での障壁をなく

すことをいう。近年では、⾼齢者や障がい者など
の円滑な移動及び建築物などの施設の円滑な利
用を確保するための整備だけでなく、各⼈が多様
な⼈のことを思いやるこころのバリアフリーの
考え方が広がっている。 

 
ヒートアイランド現象 

都市の気温が郊外部よりも⾼くなる現象のこ
とをいう。⾼温域が都市を中心に島のような形状
に分布することから、このように呼ばれるように
なった。都市部の開発の進⾏による建築物の⾼密
度化や地表⾯の⼈⼯化、⼈⼯排熱の増加などが原
因と考えられる。 
 

被服廠 
旧⽇本陸軍部隊に⽀給する被服品の調達、分配、

製造、貯蔵を担当した⼯場をいう。 
 

プラットフォーム（産官学⺠連携） 
地域内の関係者が集まり情報共有を⾏いなが

ら、区⺠と企業や、区⺠と研究機関などの協働に
向けたマッチングを進める基盤となる組織をい
う。まちづくりの将来像を共有し、⼀体的・総合
的な取組の展開、調整を⾏う上での基幹となる。 

 
ブランドイメージ 

商品名や地域名を聞くと、⾃ずと良いイメージ
が連想できるその地域独⾃の魅⼒や価値をいう。 
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放課後子ども総合プラン 
全ての就学児童が放課後等を安全・安心に過ご

し、多様な体験・活動を⾏うことができるよう、
⼀体型を中心とした放課後児童クラブ及び放課
後子供教室の計画的な整備等を進めることを目
的とした計画をいう。 
 

防災街区整備事業 
⽼朽化した建築物を除却し、共同化を基本に防

災機能を備えた建築物及び公共施設の整備を⾏
う事業をいう。⽊造住宅密集地域を解消する⼿法
のひとつ。 

 
防災街区整備地区計画 

地区計画の１つであり、密集市街地について計
画的に防災街区を整備し、防災機能を確保するこ
とにより、健全な⼟地利用を図ることを目的とす
る。 
 

防災生活圏 
延焼遮断帯に囲まれた圏域のことをいう。市街

地を⼀定のブロックに区切り、隣接するブロック
へ⽕災が燃え広がらないようにすることで⼤規
模な市街地⽕災を防⽌することを目的としてい
る。 
 

防災都市づくり推進計画 
震災を予防し、震災時の被害拡⼤を防ぐため、

主に延焼遮断帯の形成、緊急輸送道路の機能確保、
安全で良質な市街地の形成及び避難場所等の確
保など、都市構造の改善に関する諸施策を推進す
ることを目的として定められた計画を⾔う。 

 
防災ボランティア 

北区では阪神⼤震災を機に、北区防災ボランテ
ィア制度が発⾜した。災害ボランティアセンター
の区等による設置と同時に、全国から集まるボラ
ンティアの活動内容の調整を⾏う役割を担う。 

 
ポケットパーク 

道路整備や交差点の改良によって⽣まれたス
ペースなどの、⼩規模な⼟地を活用した憩いやに
ぎわいの場として活用できる空間をいう。 
 

 
●マ⾏                 
 
マネジメント（都市経営） 

管理・運営をいう。まちづくりにおいては、都
市の安全性や機能性、快適性の向上による都市の
魅⼒アップに向けて、経営の考え方を適用した⾃
治体運営やまちづくりを⾏うことをいう。 

 

マンゴリ 
氷川神社で、浮間地区での水難防⽌を祈願する

夏の伝統⾏事をいう。 
 

ミックストコミュニティ 
年齢や職業、所得水準などの異なる⼈々が同じ

地域で、共に交流して暮らせるようなまちづくり、
地域社会のこと。 
 

みどりの協定 
北区みどりの条例第 17 条および 18 条に基づ

き、みどり豊かな街並みと潤いのある都市景観の
創出を図るために認定もしくは締結されること
をいう。 

 
無形⺠俗文化財 

⾐⾷住、⽣業、信仰、年中⾏事などに関する⾵
俗慣習、⺠俗芸能、⺠俗技術など⽇本国⺠の⽣活
の推移を理解する上で⽋くことのできないもの
のうち、無形のものをいう。 

 
⽊造住宅密集地域 

震災時に延焼被害のおそれのある⽼朽⽊造住
宅が密集している地域をいう。⼤きな地震等によ
り住宅が倒壊する危険性が⾼く、道をふさぎ緊急
⾞両が通れなくなる、⽕災が延焼拡⼤するなどの
懸念があり被害が甚⼤になると予想される。 
 
 

●ヤ⾏                 
 
ユニバーサルデザイン 

年齢、性別、国籍、個⼈の能⼒にかかわらず、
企画段階からできるだけ多くの⼈が利用可能な
ように、利用者本位、⼈間本位の考え方に⽴って
検討、整備すること考え方をいう。その対象は、
都市施設にとどまらず、教育や文化、情報提供等
に⾄るまで多岐にわたる。 

 
ユビキタスネットワーク 

「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」ネッ
トワークにつながることのできる環境社会をい
う。近年では、IoT（モノのインターネット）とい
うキーワードで表現されるようになっている。 

 
⽤途地域 

都市計画法に基づき、市街地における⼟地利用
計画を定める最も基本的な制度である。用途の制
限とそれに伴う建築物の形態制限を定めている。 
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●ラ⾏                 
 

ライフステージ 
⼈間の⼀⽣におけるそれぞれの段階をいう。出

⽣や入学、卒業、就職、結婚、子育てなどの節目
よって区分される。 

 
緑被率 

ある地域や地区における、樹林・草地・農地な
どの緑で被われた部分の⾯積割合を⽰す指標。 
 

緑化推進モデル地区 
緑被率が 30％未満で、みどりを増やし育てるこ

とを主たる目的とする地区をいう。昭和町地区お
よび東田端地区が指定されている。 

 
連続⽴体交差化（連続⽴体交差事業） 

都市を分断している鉄道を⼀定区間連続して
⾼架化⼜は地下化することにより、多数の踏切を
除却し、踏切での事故や交通渋滞の解消、道路交
通の円滑化、市街地の⼀体的発展を図るために⾏
われる都市計画事業の⼀つである。 

鉄道にとっても安全性が増⼤するなどの効果
がある。 
 

 
●A〜Z                 

 
AI （Artificial Intelligence） 

⼈⼯知能のことをいう。まちづくりにおいても
AI を活用した新たな産業やサービスによる都市
の新たな価値の創出が進むと考えられる。 

 
GIS（Geographic Information System） 

地理情報システムのことをいう。位置に関する
情報を持ったデータを総合的に管理・加⼯するこ
とで、視覚的に表⽰し、⾼度な分析などを可能と
する技術である。 

 
ICT （ Information and Communication 
Technology） 

⼀般に、情報通信技術と訳され、コンピュータ
やインターネットに関連する情報通信技術全般
をいう。 

 
IoT（Internet of Things） 

コンピュータなどの情報通信機器だけでなく、
様々なモノがインターネットによりサーバーや
クラウドサービスに接続され、相互に情報交換を
する仕組みをいう。 

 
 
 

NPO 法人 
特定⾮営利活動促進法に基づき、法⼈格を取得

した⾮営利団体をいう。政府や企業などではでき
ない社会的な問題に、営利を目的とせずに取り組
む⺠間組織のことであり、法⼈格を持つことで、
法⼈としての契約や財産保有が可能となり信頼
性が⾼まる⼀方で情報公開等が義務付けられて
いる。 
 

Park-PFI（公募設置管理制度） 
平成 29 年の都市公園法の改正により新たなに

設けられた、飲⾷店、売店等の公園利用者の利便
の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当
該施設から⽣じる収益を活用してその周辺の園
路、広場等の⼀般の公園利用者が利用できる特定
公園施設の整備・改修などを⼀体的に⾏う者を、
公募により選定する制度をいう。 

都市公園に⺠間の優良な投資を誘導し、公園管
理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の向
上、公園利用者の利便の向上を図る新たな整備・
管理⼿法である。 

 
SDGｓ（持続可能な開発目標） 

平成 27 年 9 ⽉の国連サミットで採択された誰
⼀⼈取り残さない持続可能で多様性と包括性の
ある社会の実現に向けた、2030 年を年限とする、
17 のゴール・169 のターゲットから構成される
国際目標をいう。 

 
SNS（Social Networking Service） 

登録された利用者同士が交流できる Web サイ
トの会員制サービスをいう。友⼈同士だけでなく、
同じ趣味を持つ⼈同士など⼀定のまとまりの中
で、いつでもどこでもコミュニケーションを可能
にしている。 

 


